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角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　遥はるか遠いあの日に、謝罪の言葉すら届かない所へ行ってしまった人を、忘れられるはずがないと強く思っていた。

　赦ゆるされるはずもないのに、赦されてはいけないのに。

　どこに行けば会えるのか、どうすれば再び巡めぐり合えるようになるのか。

　言葉にすることが敵かなわなかった気持ちを打ち明けるために、気が遠くなるような長い時の中で、そればかりを考えていた。




　そう物思いに耽ふけっていたのは、二十代前半だと思われる若い男だ。羽は織おり袴はかま姿すがたで、腰こしには刀を帯びていた。

　木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった薄うす暗ぐらい森の中を渡わたってきた風が、青年の肌はだを撫なぜていく。

　鳥の声がひとしきり高くなって、青年は顔を上げた。濃こい茶ちや色の髪かみと同じ色の瞳ひとみが濁にごった空を映す。一見優やさ男おとこのような風ふう貌ぼうであるが、その眼めは鋭するどく、気き迫はくに満ちていた。

　空は曇どん天てんであったが、光はある。

　雲間より射さす光が、木々の合間から幾いく条じようもの筋となって行く先を照らしているように思えた。

　青年はしばし瞑めい目もくしたあと再び眼を開き、腰にあった刀の柄つかに優やさしく触ふれた。ふ、と鋭かった青年の眼が、少しだけ和やわらいだ。

　しかし、すぐにその眼は鋭いものに戻もどされ、青年の真横に注がれた。だが、そこには何もない。

　それでも青年の顔は真しん剣けんだった。眼には思いつめたような光があり、絞しぼり出されるようにして漏もれた声も掠かすれていた。

「これ以上は待てない。だから、一人でも──」

　続くはずの言葉は、声にならなかった。ギリッ、と引き結ばれた口元。そこから感じられるのは、どうあっても引き下がらない決意。

　気が付けば、森の中を僅わずかに照らしていた光が消え失うせている。空模様があやしくなり、上空をすっかり黒雲が覆おおっていた。辺りは夕方のように薄暗く、西の空で雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　間を置かず、雨がきた。ぽつ、ぽつと大おお粒つぶの雨が落ちてくる。すぐに激しい音を立てて降りだすだろう。

　青年は額に流れてきた雫しずくを袖そでで拭ふき、恐おそれ気げもなく暗い森の奥へ一歩を踏ふみ出す。雨宿りのためか、それ以外の目的かは青年以外には分からない。

　だが、森の奥へ向かっていく足取りは、眼力と同じく力強いものであった。




　──少しの間を置いて雨あま脚あしを強めたそれは、一晩中降り続いた。
















「あー……、寒すぎる」

　身を切るような寒さに、俺──藤ふじ見み恭きよう──は首元のマフラーに顔を埋うずめた。

　季節は冬。今年もあと数日で終わるという某ぼう日じつの深夜、駅から自宅までの帰路を一人で歩いていた。寒いのは苦手なので、自然と背中が情けなく丸まってしまう。

　でも、この季節は嫌きらいじゃなかった。年の瀬せは忙いそがしくなるが、家族や友人達と過ごす時間が増えるので楽しいことも多い。今も、友人達と騒さわいだ帰りだった。

　自宅に着けば、部活の遠えん征せいから帰ってきたばかりの弟が一番に出で迎むかえてくれるだろう。昔から世話を焼いていたせいか、高校生になった弟は今でも俺によく懐なついている。今日も遠征先での活かつ躍やくや、その土地で感じたことを楽しそうに話すに違ちがいない。

　これは夜よ更ふかし確定だな、と苦く笑しようしながら少しだけ歩く速度を上げた。

　腕うで時ど計けいの針は二十四時をもうすぐ告げる。住宅街に人通りはなく、とても静かだった。

　角を曲がったところで、俺を待ち構えていたかのように冷たい風が急に吹ふき抜ぬけた。

「へ、へっくしょい！」

　うわぁ、おっさんみたいなクシャミが出ちまった……。

　キョロキョロと辺りを見回し、恥はずかしい姿を誰だれにも目もく撃げきされていないことを確かく認にんする。

　ふと目に付いたのは、暗い帰路を照らす自じ動どう販はん売ばい機きの光。あと五分もすれば自宅に着くのだが、気き恥はずかしさと寒さに耐たえきれなくなって文明の利器に温かさを求めてしまう。

　財さい布ふの中に小こ銭ぜにが入っていなかったので、千円札を取り出す。それを札投入口に入れて、無難な無糖珈琲コーヒーのボタンを押した──次の瞬しゆん間かん。

「……は？」

　何故なぜか俺は、ボタンを押したままの姿勢で薄暗い森に一人佇たたずんでいた。

　四方八方見み渡わたしてみても、木と草しかない。視線を上に向けても、厚い雲に覆われた曇天が見えただけだ。

　ここは一体どこだとか、冬のはずなのに寒くないとか、夜だったのに空が暗くないとか色々な疑問が浮うかんでくる。

　そうやって混乱する俺が最も重要だと思ったのは、寸前の行こう為い。そう、確か──

「俺の千円返せよ……」

　そんな場ば違ちがいなことだった。







　妙みようなことになったな、と心の中で呟つぶやいた。

　とりあえず千円のことは後で考えることにして、俺はもう一度周りを確認してみる。

　しかし何度目を凝こらしても緑の景色は変わらず、俺の住む地域では体験することのできない大自然が広がっている。俺の知る街のように車の走る音や人ひと混ごみの雑音もなく、静せい寂じやくだけがそこにあった。

　夢でも見ているのだろうかと首を傾かしげ、お約束通り頰ほおを自分で抓つねってみた。だが痛みを伴ともなうだけで、何か変化が起こるわけでもなかった。

　他に異変がないか自分自身を調べてみると、不思議なことに服装が和服へと変わっている。腰には刀が一本あり、それが更さらに非現実さを物語っているように感じられた。

　確か俺は冬らしくコートを羽織ってマフラーを巻いていたはずだ。もちろん、コートの下も洋服だった。間ま違ちがっても、時代劇によくあるような着物なんて着ていない。

　こうなってくると、ここは俺の居た現代日本なのか、という疑問が浮かんでくる。自動販売機のボタンを押した直後に森の中だなんて、怪かい奇き現象的な匂においがしてならない。

　あ、匂いと言えば雨の香かおりがする。周りの様子からするに、長時間雨が降った後だろう。

　たん、と軽い音がした。顔だけを動かして音の方向を探さぐっても特に異変は見つからない。どの木からかは分からないが、滴しずくが跳はねたらしい。

　土と落ち葉、木の枝等から成る地面は水気を含ふくんだことによって滑すべりやすくなっている。

　さて、どうしたものか。腕うでを組みながら、溜ため息いきを一つ吐ついた。

　まずは、この森を抜け出すことから始めないと。自分以外の人間に会って、色々と確かめなくては頭を整理することもできない。

　行動に移すことを決めた俺は、次に森で迷子にならないための策を考えることにした。

　迷めい路ろであれば壁かべに手をついて歩き続ければ出口に辿たどり着くと聞いたことがあるが、生憎あいにく森での対処法はよく分からないので慎しん重ちように決める必要があった。

　あの二ふた股またに分かれている木を目印にしようか。それとも、反対側にある枝の伸のび方が特とく徴ちよう的な木にするか。

　だが見た目だけで、数多くある木の中でそれが同じものだと判断するのは難しい。だからと言って、木の幹に傷を付けたり、枝を折ったりするのは良くない。

　それなら、あの辺にある小枝や落ち葉を大量に集めて、スタート地点の目印にする方が良いだろう。

　そう判断し、足元に注意しながら元の場所から横に一歩動いた──その直後。

　トスッ、と寸前まで俺が立っていた場所に鋭えい利りな刃は物もので作られた何かが突つき刺さった。ゆっくりと視線を下ろして見ると、それは時代劇や漫まん画がで見たことのある手しゆ裏り剣けんによく似ていた。

　つー、っと背中を冷や汗あせが流れていく。思い浮かぶのは悪いことばかりだった。

　あはは、手裏剣なんて冗じよう談だんだよね？　ま、まさか忍にん者じやとか近くに潜ひそんでないよね？　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって潜んでても良いけど、お願いだから俺の味方であって下さい。敵ならスルーでお願いします。すぐにこの場を離はなれるので見み逃のがして下さい……！

　しかし、半泣きになっていた俺の願いは、虚むなしく散ることとなった。

　手裏剣が飛んできたと思われる方向の木から、全身真っ黒な何かが降りてきた。何かとはもちろん、俺にこの手裏剣を打った忍者だ。

　頭部を頭ず巾きん、口元を布で隠かくした完全な忍しのび装しよう束ぞく姿の彼から感情を読み取ることはできないが、どう贔ひい屓き目めに見ても、お友達という雰ふん囲い気きではない。

　うん、知ってた。手裏剣を打たれた時点で味方である可能性ってゼロに近いもんね！

　心の中で大量の涙なみだを流しながら、死んだ魚のような目で忍者を見る俺とは対照的に、忍者は刺すような目で俺のことを睨にらんでいる。

　そんな重々しい無言の睨み合いの最中。飛び立った鳥の羽音が聞こえてから間を置かずして、一方の影かげが動いた。そう、先に動いたのは俺だった。

　様子見として視界に忍者を捉とらえたまま、二、三歩距きよ離りを取る。しかし忍者は微び動どうだにせず、攻こう撃げきを仕し掛かけてくる気配はない。それを確認した俺は、足早にその場を離れた。

　な～んて格好良く言ってみたが、三十六計逃にげるに如しかず！　と、脱だつ兎との如ごとくその場から逃げ出しただけだ。

　あの様子であれば、俺が危害を加えない限り手を出してこないだろう。忍者は戦うより、無事生き延びて任務を遂すい行こうすることを優先する。と、テレビの忍者特集で観みた。つまり、偶ぐう然ぜん出会った俺なんて捨て置いて、すぐに去るに違いない。

　──そう思っていた俺がお馬ば鹿かさんでした。

　走る速度を少しだけ遅おそくして振ふり返ろうとすると、また足元に手裏剣が刺さった。しかも、今度は複数だ。俺の見み間ま違ちがいでなければ、手裏剣は二方向から飛んできた。つまり二人以上の忍者が俺を挟はさんで左右にいるということだ。

　背中に投げつけず、行く先を阻はばむようにしたのは何か理由があるのかもしれない。例えば、目撃者から情報を引き出した後に始末する、とか。なんてこったい。

　ひょいっと手裏剣を飛び越こえ、駆かける速さを元に戻もどす。それ以上速度を上げないのは、水気を含んだ地面で足を滑すべらせてしまいそうだから。

　前方には左右に分かれた獣けもの道みち。どちらを選べば吉きちと出るかなんて分からない。

　地の利もなく、森という大自然に不慣れ。この圧あつ倒とう的不利な状じよう況きようでの鬼おにごっこに、頭を抱かかえたくなった。ちなみに顔は半泣きです。

　足を止めるわけにはいかないので、直感で右を選んで進むことを決めた。しかしそこで、俺は自分の身に起こっている異変に気付いた。

（──右に、──か）

「……？」

　微かすかにだが、頭の奥底で声が響ひびいた。内容は所々しか分からないが、その声は聞き覚えがあるような気がした。

　首を傾げて耳を澄すませる。すると妙なことに、俺の身体からだが右へ進行方向を変えた。俺自身も右へ進もうと考えたので間違いではない。それでも、何となく腑ふに落ちないと思ったのだ。

　身体が自然に動いた。その言葉がしっくりくる。背筋を冷たいもので撫なぜられたような気がして、身み震ぶるいをした。

　まさか、と思って意味もなく腕を動かした。腕は傍そばにあった背の高い草木に当たり、俺の意思で動いていることを証明する。

　ぶつけた箇か所しよがじわじわと痛み、感覚も無事だと知らせる。紙の端はしで皮ひ膚ふを切ってしまった時と同じように、草や木の枝で小さな傷を負ってしまったのだろう。手の甲こうに血が滲にじみ、赤い線が浮き上がっている。切り傷だ。

　それを見て、ほっと安あん堵どの息を漏もらした。どうやら進行方向の件は俺の思い過ごしのようだ。俺の意思など関係なく、身体が勝手に動くという馬鹿なことを考えてしまったのだ。

　ならば、同じように先さき程ほどの声も空耳なのだろうと思った。

（──左の……に、──を）

「っ！」

　しかし、こちらは勘かん違ちがいではなかった。聞き取りにくいが、確かに声が俺の頭の中に響いている。慌あわてて集中するも、声は消えてしまったあとだった。

　唯ゆい一いつ聞き取れた、左という言葉に疑問も浮うかぶ。何故なぜなら、獣道は真まっ直すぐ延びているだけで、左に道などないからだ。

　正体不明の声を心から信用できないのも当然だろう。自分の顔が少し強こわ張ばったのが分かる。

　と、グダグダ言っているが実際に悩なやんだのは数秒だけだった。結論として、俺は声の指示に従うことにした。

　何故なら、半信半疑だとしても、走ることに精せい一いつ杯ぱいの俺には策を考える余よ裕ゆうがないからだ。どうせ声に従わなくても、忍者達との鬼ごっこは追いつかれて終わりだ。ならば、この声に賭かけてみようじゃないか。

　そう意を決した俺は、それ以上迷うことなく声の指示通り獣道から左に勢いよく逸それた。

　藪やぶの中に突っ込む形になってしまったが、急な方向転てん換かんは忍者達の混乱を誘さそったようだ。消えた俺を追って、忍者達も同じように藪の中へ突っ込んでくる音が耳に入った。

　チラリと後ろを振り返れば、一人の忍者が藪で隠されていた泥どろ沼ぬまのような所で転び、全身を泥まみれにしているのが見える。うまい具合に不意をつけたらしい。

　忍者の追つい跡せきを遅おくらせることができて、嬉うれしくなった俺は口元にうす笑いを浮かべた。

（次の──、……左を──）

　またもや響いた声に、今度は迷うことなく従った。

　この声に従っていれば、忍者から逃げられる。そんな希望を託たくしてみようと思ったのだ。

　その証しよう拠こに、俺が方向を変えた一いつ拍ぱく後に忍者が投げたと思われる手裏剣が通過していった。

　声の主が誰だれかは分からないが、何か不思議な方法で俺を援えん護ごしてくれている。頼たのもしい味方を手に入れたと思った俺は、その後も声の誘ゆう導どうに従って森の中を駆け抜ぬけた。

　従う度に忍者達との距離が開き、危機を回かい避ひしてくれる。こうして俺は、声がくれる指示への信しん頼らい度どを高めていった。

　そんな俺に、声の主が含み笑いを零こぼしたことには気付かず──
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　森の中を、かなりの時間駆け巡めぐったと思う。

　普ふ段だんの俺からは考えられないほどあると感じた体力も、かなり減ってきていると感じた。

「はぁ、はぁ……──あれ？」

　上がった息を整えるため浅い呼吸を何度か繰くり返していると、声が聞こえなくなっていることに小首を傾かしげた。

　俺は忍者達が追ってきていないのを確かく認にんし、足を止める。最後に背の高い草を乱暴に搔かき分わけたせいで、聞き逃のがしてしまったのだろうか。

　そう思って意識を頭の方へ向けたが、やはり声は聞こえない。

　不安になって周囲に目を配ると、自分が今まで通過してきた場所と比べて、少し見通しの良い場所に到とう達たつしていることに気付く。

　その中でも圧倒的な存在感を持つのが、俺から十歩分ほど離れた場所にある一本の大木だ。幹が太く、枝や葉の数が周りの木と比べものにならないほど多い。まるでこの場の主であるかのように、大木が存在を主張していると俺の目に映った。

　額に浮かんでいた汗あせを拭ぬぐい、大木に近づいた。何気なく触ふれた幹はひんやりと冷たく、火ほ照てった身体を冷ましてくれる。その感覚に思わず気が緩ゆるみ、俺は小さな息を漏らした。

　しかし、そんな安らぎは一時のものだった。

　ある者は所ところ狭せましと生えた木の上から。またある者は俺が通過してきた叢くさむらの先から。一人、また一人と微かな音と共に奴やつ等は現れた。その数は四人。

　忍しのび装束が泥だらけだったり、ボロボロだったりという若じやつ干かんの違ちがいがあるが、奴等──忍にん者じや達の目はどれも鋭するどく光っている。

　それは明らかな苛いら立だちだった。そこからは、ぞっとするような冷れい酷こくさも滲にじみ出ている。

　時代劇のシーンに例えるなら、絶体絶命の大ピンチといったところだろうか。

　って、そんな悠ゆう長ちようなことを思ってる場合じゃなかった！　ここで窮きゆう地ちに陥おちいっているのは紛まぎれもなく俺だ。

　忍者からは全然逃げきれてないうえに、数が増えてる！　あの声は一体何だったんだ!?

　まさか声の誘導は、俺をこの場所におびき寄せる罠わなだったのか、と焦あせる。

　だが、あの声が俺の身に迫せまった危険を回避させてくれたことも事実だ。だから俺は、またあの声が語り掛かけてくるかもしれないと、僅わずかな期待を抱いだいた。

　しかし、現実は俺に優やさしくない。

　少しでも時間が欲しい俺と違い、忍者達は早々に俺を仕留めてしまいたいらしい。それぞれが物ぶつ騒そうな武器を片手に、俺を取り囲もうとしていた。

　チッ、と舌打ちしたのは、俺か忍者の誰かか分からない。ただ、双そう方ほうが機会を待っているのは明白だ。

　忍者達は俺に攻こう撃げきを仕し掛かける間合いを。もちろん俺は、この場から全速力で逃にげ出すタイミングを。チキンとか言っちゃ駄だ目め！　命あってこその人生なんだからね！

　と、心の中で言い訳している俺を放置して、先に忍者達が行動に移した。

　ぐるりと囲むようにして俺の周りで武器を構え、退路を完全に断たつ。手しゆ裏り剣けんのような飛び道具を持っている忍者もいれば、小刀を手にしている忍者もいる。遠えん距きよ離り攻こう撃げきだけでなく、接近戦にも対応済みということか。

　絶体絶命のピンチに、思いつくだけの謝罪を述べながら土下座をすべきか悩んだ。

　そんな俺の耳に衣きぬ擦ずれの音が届き、手に硬かたい感かん触しよくがした。触れていたのは、ずっと腰こしに差したままだった一本の刀。動どう揺ようしたため、意識しない内に意味もなく身体が動いたようだ。

　刀の拵こしらえは飾かざり気けがなく華か美びでない。が、不思議と地味だとも思わなかった。

　唯一の特とく徴ちようと言えば、黒漆うるしの鞘さやに銀色で何か模様が描えがかれている箇所があること。見方によっては文字だとも思えるが、残念ながらじっくりそれを眺ながめる時間はなかった。

　ガサッ、と忍者の内の一人が動いて俺との間を詰つめにきた。どうやら集団で仕掛けるのではなく、単体で俺の力量を見定めるつもりらしい。この忍者は一番手ということか。

　正直、これは良くない状じよう況きようだ。フルボッコにされるのも困るが、一人ずつという勝ち抜き戦も分が悪い。

　全員で一度に狙ねらわれたなら、多少傷を負いながらも避よけることさえできれば逃げるチャンスがある。だが一人ずつであれば、退路を断たれている状況に変わりはないのだ。

　包丁やアウトドアで使用するような刃は物ものしか扱あつかったことがないので、刀に対する抵てい抗こうは大きい。人を傷つける可能性があるとなれば、尚なお更さらだ。

　だが、この場合は仕方がないのかもしれない。それに、戦うためではなく、逃とう亡ぼうの隙すきを作るために刀を投げつけて驚おどろかせるのも一つの手だ。

　そう覚かく悟ごを改めて、俺は腰にある刀を鞘からゆっくりと抜いた──つもりだった、が。

　……ちょ、え、あの、刀が抜けないんですけどおおおおお!?

　何だこの刀、見かけ倒だおしのオモチャか!?　オモチャで忍者達と戦えるか、うわーん！

　ヤバイヤバイヤバイっ。どのくらいヤバイかと言うと、代引きで荷物が届いたけど財さい布ふの中に三十円しか入ってなかった時と同じくらいヤバイ！

　いや、あの時は家族に頼んで代わりに支し払はらってもらえたから、今の方が何十倍もヤバイか。

　最悪なことに、俺が持っていた刀は見かけ倒しの偽にせ物ものだった。

　藤見恭、いざ参る！　と時代劇の抜ばつ刀とうシーンをイメージしたこともあり、仕草だけは一丁前な俺を見て忍者達は更さらに目をギラギラさせている。

　その気き迫はくに圧おされて、膝ひざが笑いそうになる。これが殺気にあてられるという状況か。

　繰り返し刀を抜こうとするが、やはり鞘から刃が出てくる姿を目にすることは敵かなわなかった。

　力がうまく入らなくなった足あし腰こしのせいで、ズルッと足元が滑すべった。それとほぼ同じタイミングで、びゅっと風の唸うなりが俺の耳元を過ぎる。真後ろの大木に、手裏剣が刺ささっていた。

　うおおおお、神回避！　体勢を崩くずしてなければ俺の顔がグロ注意なことになってた!!

　そんな奇き跡せきを起こした俺を見て、舌打ちを漏もらしたのは泥だらけの忍者だった。手裏剣を投げたのは彼らしい。

　忍者達は警けい戒かいしながら隙を窺うかがっているようだ。視線だけで会話をしているのが分かった。

　その空気に耐たえられなくなり、体勢を立て直した俺が再び一歩後あと退ずさった、その瞬しゆん間かん。忍者達が何かに気付いたように、はっと顔を上げた。

　同時に、俺との距きよ離りが一番近かった忍者の腕うでへ一本の黒い矢が深々と刺さった。

「……っ」

　矢を受けた忍者の苦痛は声にならず、寄り掛かる術すべもなく傾かたむいていく身体からだが周りの動揺を誘さそう。警戒を強めた忍者達の眼めが矢の飛んできた方向へ注がれ、それを追って俺も視線を移動させた。

　鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげり、辺りは緑ばかり。そんな中、場ば違ちがいな赤が俺の目に留まった。目を凝こらして見ると、それが赤茶色の髪かみをした少年だと分かる。

　少年の左手は弓を突つき出したままの格好だ。さっきの矢は、彼が放ったものらしい。

　狙ったのは俺と忍者のどちらだろうか。敵か味方か判断できず、じっと見つめていると少年がぱぁっと表情を明るくして口を開いた。

「お帰りなさいませ、恭様！」

　えええ、俺？　何かすっごく親しげに呼ばれてるんだけど、どちら様ですか？

　この歓かん迎げいムードから察するに、一応俺の味方ということで良いのだろうか。ここで会ったが百年目、と言って攻撃を仕掛けられれば、今度こそ泣き出す自信がある。

　そんな俺の疑問に返答するかのように、少年は高らかに声を上げた。

「篠しの崎ざき陽よう太た、未熟者ではございますが、我が主あるじ……藤見恭様に加勢致いたします」

　俺が少年の名前を認識したのと、少年が矢や筒づつから一本の矢を抜ぬき取って再び弓を構えたのには、時間の差がなかった。

　疑ぎ問もん符ふを思い浮うかべるより早く視界の端はしに映ったのは、俺と距離を取っていたはずの忍者。
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　いつ振ふり上げられたのか。俺の隙をついて目の前に迫った忍者が、右手の黒く鋭い武器──苦く無ないを振り下ろしてくるのがスローモーションで見えた。

　これはかすり傷程度じゃ済まないな。驚いたり泣き叫さけんだりする間もなく、自分の身に迫る武器を見て、どこか他人ひと事ごとのように淡たん々たんとそう思った。

　しかしその攻撃も、絶ぜつ妙みような間合いで遠方から放たれた矢が妨ぼう害がいする。

　ピンポイントで苦無に当たり、忍者の手からそれが落ちた。おおお、少年……俺の仲間（従者？）っぽいから、呼び捨てでいいのかな。陽太、ミラクルすぎる。

　陽太の弓の腕うで前まえは生半可なものではない。忍者達も俺と同じことを考えたようで、俺への包囲を解いて対たい陣じんを組み直している。戦法を変える気なのかもしれない。

　その合間に、風が抜けるような音だけを伴ともなって森を駆かけてきた陽太が、俺の隣となりに並び立った。

　身長は俺より五センチほど低いだろうか。小生意気そうな顔をしているが、俺に対して人ひと懐なつっこそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出しているので、嫌いや味みがない。

　赤毛を邪じや魔まにならないように縛しばった陽太は、和服の俺より動きやすそうな装束を身に纏まとっている。背には先さき程ほどまで手にしていた弓と、矢筒。今は腰にある刀に手を掛けていた。忍者達への注意も怠おこたっていないようだ。

　この様子であれば、接近戦も大いに期待できそうだ。

　もう俺が戦う必要はないよね？　俺は隅すみっこで陽太が戦ってる姿を見学していればいいよね？

　まさか協力して戦おう、とか言わないよね？　頼たよりにしてるよ！

　と、忍にん者じや達と陽太を交こう互ごに見る。そんな風に落ち着きを無くしている俺を見て、陽太は小さく吹ふき出した。

「ふふっ、好戦的なのはお変わりありませんね。しかし残念ながら、すぐに隆たか哉や様達がご到とう着ちやくなさいます。暴れ足りないかもしれませんが、今回は我が慢まんなさって下さい」

　……そわそわしていた俺に微笑ほほえむ陽太だが、どうも曲解されているようだ。

　俺は平和主義なので、戦わずして終わるなら万歳三唱する自信がある。

　よく分からないが、陽太の中では俺が喧けん嘩かっ早ぱやく乱暴な人物だと認にん識しきされている気がする。

　期待を裏切ることになるが、俺はどちらかと言えば温おん厚こうな性格だ。粗そ暴ぼうとまでは言わないが、血気盛んではないので、ここは否定させてもらおう。

「そんな物騒なことは考えていないさ。この先を任せるべき者も到着してくれたからな」

　忍者達との戦いはお前に任せたぜ！　その意味を込めて、俺はとびっきりの笑え顔がおを浮かべた。

　陽太は瞬まばたきの回数を増やして俺を見上げたが、妙みように納なつ得とくしたような表情で目を細める。

「さすが恭様。やはりお気付きでしたか」

　え、何が？　と質問する必要はなかった。何故なぜなら、その答えをすぐに理解できたからだ。

　金属がぶつかり合う音が突とつ然ぜん耳に入った。音の方に目を注げば、泥どろで装束を汚よごしていた忍者と、陽太の矢で腕に怪け我がを負ったはずの忍者が誰だれかと交戦中だった。苦無で応戦する忍者に、体格の良い男達が刀で切り込んでいる。

　恐おそらく、刀を持った男達は味方だ。陽太に焦あせりの色がなく、忍者達の敵意が俺達から男達へ変わっている。

　これで互たがいの数は四人。全く戦せん闘とう力にならない俺という残念な者もいるが、頭数だけなら同じだ。

　とりあえず、一人で忍者の相手をしなくてはならないという、危機的状況から脱だつすることはできたと言えるだろう。有利な状況に緊きん張ちようの糸が解け、長めの息を静かに吐はいた。

　が、心に余よ裕ゆうのある状態で目を留めると、忍者達は四人で戦っているのだと気付かされた。

　前方の二人が攻こう撃げきを仕し掛かけている間に、残りの二人が少しずつ後ろへ下がっていく。ある程度まで距離ができれば、今度は後方の二人が飛び道具で攻撃を仕掛けた。

　それを回かい避ひした男達の注意が後方の忍者二人に逸それた所で、前方で戦っていたはずの二人が距離をとる。それの繰くり返しだ。

　忍者達は逃亡するつもりだ。そのことに俺でも気付くのだから、陽太も戦っている本人達も分かっているはず。

　だが、妨害する動きは見られなかった。否いな、むしろそれを待っているようにも思える。何か策でもあるのだろうか。

　と首を捻ひねっている俺の視界に、森の茂みから多くの男達が次々と姿を現したのが映った。ざっと数えただけでも、十人以上だ。

　キィンッ、と一ひと際きわ大きく高い金属音がした。

　くるくると回転しながら宙を舞まい、地面に突き刺さったのは忍者が手にしていた武器。その近くには、武器の持ち主が倒たおれていた。陽太が放った矢で腕を負傷していた忍者と、泥だらけの忍者の二人だ。

　今度こそ、明らかな動どう揺ようが残りの忍者二人を襲おそった。自分達が包囲されている状じよう況きように苦く渋じゆうの相を浮かべた後、その場から風と共に搔かき消えた。

　倒れた二人を放置して逃とう亡ぼうを優先させるくらいだ。形なり振ふり構ってなどいられなかったに違ちがいない。二人が別々の方向へ逃にげたのも、同じ理由だ。

　そんな忍者達を追うため、二手に分かれて動き出した男達に、後方から命令が飛んだ。

「逃がすな、生かしたまま捕つかまえるんだ！」

　良く通る声には張りがあり、声の主が若いのだと伝わってくる。

　短く返事をした男達が倒れた忍者を拘こう束そくする人手を残し、二方向へ駆けていく。その数秒後、声の主が茂みの奥から姿を見せた。現れたのは二十代後半くらいの男が二人。

　少し距きよ離りがあるため、はっきりと顔を見ることはできないが、イケメン臭しゆうが漂ただよっている。うわぁ、比ひ較かくされるからお近づきになりたくない。

　俺の隣にいた陽太が「隆哉様、兄上！」と声を上げたので、どちらかが陽太の兄らしい。

　程なくして近づいてきた二人の顔は、やはり鼻筋の通った端たん整せいなものだった。

　あっち行け、イケメンめ。と心の中で皮肉を呟つぶやきながら、俺は仕方なく二人の観察をすることにした。

　一人は黒くろ髪かみに糸目の狐きつね顔の美形。もう一人は赤茶色の髪の、陽太を数年分成長させたような青年だ。小生意気そうな陽太と違い、雰囲気が柔やわらかいという違いがあるが、どう見ても血の繫つながりがある。

　じゃあ、残りの一人は？　と、俺は怪け訝げんな顔で黒髪の美形を見やった。

　当然、そんな俺の反応を快く思うはずがない。青年は脱だつ力りよくしたように肩かたをすぼめて、愚ぐ痴ちをこぼし出した。

「はぁ～、陽太の反応は羨うらやましい限りだな。俺の可愛かわいい弟なんて、五年ぶりに再会したお兄様にニコリともしないんだぜ？」

「ご冗じよう談だんを仰おつしやいますな、隆哉様。恭様も隆哉様に会えてお喜びでございますよ」

　ふむ、なるほど。二人の会話によれば、どうやら黒髪の男性は俺の兄のようだ。名前は隆哉、か。

　俺の家族構成は両親と弟が一人。だから俺自身に兄などいないし、五年ぶり云うん々ぬんの件はよく分からない。だが、ここは周りに話を合わせておいた方が良いと思った。

　彼らの言うように、感動の再会なら今からでも笑顔で挨あい拶さつをした方が良いのかもしれない。

　しかし会話からは、俺が兄に対して親しみを持っていないのだとも感じ取れた。俗ぞくにいう、ツンデレというものか。

　素す直なおになって満面の笑みで兄に挨拶をするか、素直じゃない弟を演じて「べ、別にお兄ちゃんに会えて嬉うれしくなんてないんだからね！」とツンデレを発揮すべきか。

　普ふ段だんの俺はどちらの属性も持っていないので、うまく演じられるか自信があまりない。うーん……究極の選せん択たくだ。

　こんな少ない情報では迂う闊かつな行動がとれない。そう思った俺は、もっとヒントを得られないかと、口を閉とざして隆哉さん達の会話に聞き耳を立てた。

「まぁ、ここで恭が俺に笑顔を向けてきたなら、偽にせ者ものとして叩たたき切ってたけどな」

「そうですね。恭様が隆哉様に懐なつくはずありません」

「いやいや、そこまで嫌きらわれてないだろ。嫌われてないよな？」

「おや、まさか好かれていると思っていたのですか？　これは驚おどろきです」

「要かなめてめぇっ！　ふん、本人に確認すれば分かることだ。恭、要にビシッと言ってやれ」

　ヒートアップしていく二人から、俺の目もく論ろみ通り隆哉さんとの関係が明らかになってきた。陽太のお兄さんの名前が要さんだとも分かったし、黙だまっていたのは得策だった。

　どうやら俺──彼らが藤見恭だと思っている人物は、お兄さんに対してツンデレのようだ。

　これで会話ができる、と安心した俺は兄である隆哉さんに向かって口を開いた。好き嫌いについては答えようがないので、まずは挨拶とお礼だ。もちろん、ツンの部分も忘れない。

「お久しぶりです、兄上。余計な手出しをして下さって有あり難がとうございました」

「無視か！　お兄様の質問は無視なのか!?」

　うぉ、びっくりした。隆哉さんのツッコミが素早くてデレるタイミングを逃のがしてしまったじゃないか。この後、「でも少しだけ格好良かったよ！」と続く予定だったのに。

「小さい頃ころはもう少し可愛げがあったのに……」

「そうでしょうか？　今も昔も隆哉様は邪じや険けんに扱あつかわれていたような気がしますが」

「な、嫌いだとは言われてないだろ！　これは恭の照れ隠かくしなんだよ!!」

「前向きなのは隆哉様の長所ですが、ここまでくると痛々しさが目立ちますね」

　必死に反論する隆哉さんに、要さんは可哀かわい想そうな人を見る目でポツリと呟いた。それでもめげない隆哉さんは、かなりポジティブな人のようだ。

　ちょうどそこへ、倒れていた二人の忍者を縄なわで縛しばり終えた男達が、俺達の方へ歩み寄ってきた。大木の前に、男ばかりが群がった。

「隆哉様、忍しのびの捕ほ縛ばくが完かん了りよう致いたしました」

「あぁ、ご苦労。取り調べは篠崎に任せるから、城へ連行した後に引き渡わたしてくれ」

「承知いたしました。ですが、一人意識のない者が……」

「あっ！」

　少し深刻そうな表情で隆哉さんに忍にん者じやのことを報告した男性の言葉に、陽太が何かを思い出したような声を上げた。

　陽太は俺の隣となりから拘束されている忍者の所まで移動し、胸むな元もとから小こ瓶びんのようなものを取り出した。その忍者は、陽太が射た矢で腕うでを負傷した者だった。

　何をするのかと思って眺ながめていると、陽太は忍者の顔の上から小瓶を傾かたむけ、中身の液体をぶっかけている。

「げふっ、ふがふがっ……!?」

　ちょ、陽太、それ地味に酷ひどいぞ。忍者も苦しそうに咳せき込みまくってるよ。

　そんな俺の心の声が届くはずはなく、首から上が水みず浸びたしになった忍者に満足したのか、陽太は妙みようにスッキリした顔で俺の隣へ戻もどってきた。

「お待たせしました！」

「あー……お帰り。あの忍者に何か問題でもあったのか？」

　さわやかな笑え顔がおでやり遂とげた空気を出している陽太に、少し口元を引き攣つらせながら尋たずねた。

「矢に毒を仕込んでいたのを忘れていました。危ないところでしたが、解げ毒どく剤ざいを飲ませておいたので問題ありません。すぐに気が付くと思います」

　解毒剤を飲ませた……？　いや、あれは誰だれがどう見ても嫌いやがらせだろ。

　そう思ったのは俺だけではなかったようだ。

「鼻から飲ませたって意味か？」

　隆哉さんのその小さな呟きと同じことを俺も思ったところだ。良かった、俺の常識がおかしいわけではないらしい。

　何とも言えない空気が俺と隆哉さんの間で流れている。だが、陽太とその兄である要さんは平気な顔をして地面に転がった忍者を眺めていた。何だこの兄弟、ちょっと怖こわい。

「ゴホン！　それにしても、よく結界に気付いたな。少し荒あらしすぎな気もするが、敵をこの場に誘ゆう導どうしたのは見事だった」

「ご自分の血の香かおりを漂わせ、結界に触ふれた者が誰かを知らせるとは。さすがでございます」

　気を取り直した隆哉さんと、それに続いて要さんが俺を褒ほめてくれた。しかし残念ながら、身に覚えがない。

　はて、結界とは一体何のことやら。俺の中で結界と言えば、お札を使って攻こう撃げきや侵しん入にゆう者を防ぐ、バリアのようなイメージだ。

　お札の貼はってある場所なんて通ったかな、と首を捻ひねって疑問を口にする。

「結界なんて、ありましたか？」

「ぷっ、あはは！　恭様酷いですよ。確かに隆哉様の仕し掛かけは幼よう稚ちで悪戯いたずらの延長のようなものばかりですが、一応結界の一種なので話を合わせて差し上げないと」

　酷いのはお前だ陽太ぁぁぁ！　結界については何も分からないままだが、お前が物もの凄すごく失礼なことを言ったことだけは理解できる。隆哉さんの顔が引き攣りまくってんじゃねーか！

　チラチラと反応を窺うかがう俺の目と、隆哉さんの目が合った。引き攣っていた口元がすぐに綺き麗れいな弧こに描えがき直されたが、その目は全く笑っていない。

　乾かわいた笑いが隆哉さんの口から出た。

「ははははは。相変わらずお前は生意気で可愛い弟だな、恭。五年も不在だったんだ。早く城に帰って無事を報告しようじゃないか。父上達もお待ちだ」

「はぁ、城ですか」

　またもや隆哉さんの口から、馴な染じみのない単語が紡つむがれた。

　城と言われて思い浮うかぶのは、童話でよくある、お姫ひめ様や王子様の住居となっている西洋のもの。または、戦国武将なんかが住んでいる日本の歴史がつまった、あの城だ。

　俺や周りの人達の装いが和服という点から、彼等の言う「城」に繫つながったのは後者だった。

　しかし先さき程ほどの忍者といい、一体どういうことなのか。

　自じ動どう販はん売ばい機きで珈琲コーヒーを買っただけなのに、見知らぬ森で忍者に追いかけ回されるわ、襲おそわれそうになるわでヘトヘトだ。

　休み明けに提出しなければならない課題もあるので、夢なら早く覚めてほしい。

　正直に言えば、これが夢でなく映画や小説でよくある、別世界への迷い込みだという気もしているのだが、俺の気持ちは変わらない。

　俺には両親と弟の待つ家があるし、そこへ帰りたいのだ。あと俺の千円も返してほしい。

　……とは言っても、このまま森の中に一人残されるのも困る。

　忍者もそうだが、この大自然の中で熊くまや野犬といった野生の動物に襲われる可能性もある。

　ひとまずここは、己おのれの身の安全を第一に考えるか。一度落ち着ける場所で情報の整理がしたい。家があるなら、そこで一息入れるのも良いと思った。

　脳内でそう決定を下した俺は、返事を待ってくれている隆哉さんの顔を見て、首を縦に振ふった。

　隣にいた陽太が、安心したように息を吐はいたのが伝わってきた。どうしたのだろうか。

　隆哉さんの顔にも、安あん堵どと感かん嘆たんの交じったような表情がある。しかしどういうわけか、その奥から信しん頼らいし切れない何かを感じ取った。

　……嫌な予感がする。

　そう思ったと同時に、自然と身体からだが反応して一歩後退してしまった。

　そんな俺の行動に、隆哉さんは目を細めて満足そうな顔をした。そしてすぐに、ニヤリと口端を引き上げた。

「全員で捕つかまえろ！　今度こそ逃にがすなよ!!」

「「「承知！」」」

「は？」

　忍者達を追うよう指示を出した時と同じように、隆哉さんが声こえ高たか々だかに命令を下す。

　捕まえろ、とは一体どういう事なのか。その意味を考えたり質問したりする猶ゆう予よも与あたえられぬまま、大おお柄がらな男が俺にタックルを仕掛けてきた。

　ひえぇっ、男に抱だきつかれるなんて冗じよう談だんじゃない！　と全力でそれを避よけた俺に、尚なおも男達がジリジリと近寄ってくる。

　いつの間にか要さんも俺の背後に移動しており、振り向きざまのダッシュ逃とう亡ぼうを邪じや魔ましていた。退路を塞ふさがれたのだ。

　何故なぜこんなことになっているのか未いまだに理解できていないが、捕まえるぞと言われれば、逃げたくなるのが本能だ。だが、一人ではそれが難しいと感じていた。

　ならば、一人きりで抗あらがわず誰かと協力すれば良いのだ。そう、この場での俺の味方は陽太しかいない。

　俺の隙すきを狙ねらっている男達から気を逸そらさないよう注意しつつ、俺は陽太に流し目で合図を送った。逃亡するための援えん護ごを頼たのむ、と。

　そのアイコンタクトに、陽太はハッとした後、何度も頷うなずいて満面の笑みを浮かべた。良い笑顔だ。これは心強い味方を得ることができた。

　もはや陽太とは以心伝心のようだ。解毒剤を浴びせるという荒あら療りよう治じには驚おどろいたが、俺に対しては至し極ごく真面目まじめで誠実な従者である。

　では、三つ数えたら行動に移そうじゃないか。目配せでその指示を出せば、やはり陽太は全すべてを理解しているような顔で頷いた。

　そして俺は、逃亡を実行するためのカウントを始めた。

「（いち、にの、さ──）」

「恭様のご指示通り、オレも全力で捕ほ獲かくさせて頂きます！　……とうっ！」

　って、いきなり裏切られたー！　アイコンタクトなんて全然伝わってなかったー！

　まさか、あの合図が陽太には「ふふん、俺を捕まえてごらんなさい」と伝わっていたのか？　ちっげぇぇぇよ！　何でわざわざそんな事を無言で指示するんだよっ。

　そんな陽太との認にん識しき違ちがいの結果、俺は腰こし辺りに体当たりをしてきた陽太に、呆あつ気けなく捕まってしまった。

　男に抱きつかれるのが嫌で逃亡を決意したのに、結局はそれも回かい避ひできずにいる。

　その事実に盛大な溜ため息いきを吐いて、陽太の頭を腹いせにポカッと殴なぐってやった。

　以心伝心できていると勘かん違ちがいした俺にも原因があるが、全ての責任が俺にあるわけではない。そう、頷いた陽太にも非があると思うのだ。

　ぎゅうぎゅうと腰に巻き付けていた腕うでを解き、俺を見上げてきた陽太の表情は恍こう惚こつとしたものだった。

　……何だコイツ、もしかしてＭなのか。

　文句の一つでも言ってやろうと思ったのだが、これでは逆にご褒ほう美びにしかならない。

　陽太はＭ属性、と俺の心の中のメモ帳にその一文が書き加えられた瞬しゆん間かんだった。







　こうして、唯ゆい一いつの味方だと思っていた陽太の裏切りのせいで逃亡を諦あきらめた俺は、それ以上の抵てい抗こうをせず大人しく隆哉さん達に従った。

「まったく世話の焼ける弟だ。お前を一人にすると後が大変だから、これでも付けておけ」

　忍にん者じや達のように縄なわで拘こう束そくはされなかったが、やれやれといった様子で近づいてきた隆哉さんが、懐ふところから何かを取り出して俺の腕に嵌はめてきた。

「これは……？」

「ふふん、俺のお手製だ。凄すごいだろう？」

　胸を張るだけで詳くわしい説明をしてくれない隆哉さんが自じ慢まんしたそれは、木製の腕うで輪わらしきものだった。

　手て錠じようと同じ意味なのかと思ったが、羽のように軽くて肌はだを傷つけないよう、やすり掛がけもされている。

　右手で腕輪に触ふれて観察してみれば、内側に文字が彫ほり込まれているのが目に付いた。

「（まぁ、別に邪魔じゃないからいいか）」

　俺が腕輪についてそれ以上言げん及きゆうしないのを見て、隆哉さんは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。腕輪を気に入ったと思われたのかもしれない。

「良かったですね、無事に受け取ってもらえて」

「おう！　てっきり投げ捨てられると思っていたからな」

　同じように口元を緩ゆるめた要さんとの会話に、俺は内心でギョッと驚いていた。

　ええ～、プレゼントを投げ捨てるなんてツンデレすぎるでしょ。貰もらえるものは貰っておく貧びん乏ぼう性しようの俺にはハードルが高すぎるよ。

「お前が戻もどったことは既すでに父上や兄上に伝わっているだろう。さぁ、帰ろうか」

　そう言って、隆哉さんは俺に手を差し出した。

　だが俺はその手を取らず、顔を背そむけた。男と手を繫ぐなんて、冗談じゃないからだ。

　そんな俺の拒きよ否ひに笑った彼等は、とても優やさしい声色で同じ言葉を口にした。

　お帰り、の響ひびきが、何故か俺の胸を熱くさせた──
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　森を抜ぬけて最初に見えたのは、のどかな農村地帯だった。田畑の続く平地には、農作業に勤いそしむ人々の姿がチラホラ確認できる。

　点在する農家の前で雀すずめが鳴き、それを見てはしゃいだ子供が母親を呼んでいる。庭先にはそんな親子を見守る、紫むらさき色いろの花。

　牛や鶏にわとりといった動物の鳴き声も耳に入ったので、家か畜ちくを飼育している所もあるのだろう。

　田の中から飛び立った白しら鷺さぎを目で追えば、先に小城があるのだと気付いた。どうやら目的地はあそこのようだ。

　小城の前には人の行き交かいが盛んな町が一つあった。城下町と呼ばれるものだろう。

　一本の大きな通りが中央にあり、その道筋に宿屋、料理屋、酒場、甘味屋などが目に付くようになってきた。

　旅人や見送りらしい町人、買い物をしている中年の女性、風ふ呂ろ敷しき包づつみを持った店たな者ものなど、雑多な賑にぎわいがある。少し女性の比率が高いのではないかと思ったが、時間帯が関係しているのかもしれない。

　その情景の中でも目に留まるのは、農家の庭先にもあった紫色の花だ。等とう間かん隔かくに設置された木造の枠わくに蔓つるを伸のばし、枝葉を増やして見事な花を咲さかせている。実物はあまり見たことがなかったが、それは恐おそらく藤ふじ棚だなだと思う。

　観光名所によくあるイメージなのだが、この土地では、こうして藤の花が咲いていることが当たり前なのかもしれない。景色に溶とけ込んでいる紫が、上品な印象を与あたえてくる。

　仄ほのかな香かおりを楽しみながら、俺は前を歩く隆哉さんに続いた。ちなみに陽太と要さんは、俺達の半歩後ろを歩いている。

　拘束した忍者を連れていた男達は、人目に付かない所から城に戻るそうなので、城下町に入る前に別れている。今は、俺と陽太と隆哉さん、要さんの他ほかに護衛として男が三人後をついてきているだけだ。

　だが、男七人がぞろぞろと歩いていれば目立つ。

「隆哉様～、甘味処に新しいお品書きが増えたのでご一いつ緒しよしません？」

「呉ご服ふく屋に要様のお好みに合いそうな反たん物ものが入にゆう荷かしましたの。覗のぞいてみませんか？」

　などと、特に隆哉さんと要さんは人気があるようで、若い町まち娘むすめ達に声を掛けられていた。モテモテすぎる。

　それに比べて、俺と陽太と言えば──

「おやまぁ、立派になって！　久しぶりだねぇ、よく帰ってきてくれたよ」

「見聞の旅に出たとは聞いていたけれど、五年は長すぎじゃないかい？」

「ふぉっふぉっふぉっ、よく城を抜け出しておったやんちゃ坊ぼう主ずが大きくなったものじゃわい」

　恰かつ幅ぷくの良いおばさんや、お年寄り達に大人気だ。おいおい、何だこの扱あつかいの差は。

　もちろん歓かん迎げいしてもらえるのは嬉しい。しかし圧あつ倒とう的に若さが足りなかった。ごめん、おばさん達。俺も若くて可愛かわいい女の子とお話がしてみたいんだ。

　そんな風に釈しやく然ぜんとしないまま、俺は城下町を歩き続けたのだった。







　高い塀へいに囲まれた城は近くで見ると一層迫はく力りよくがあった。

「隆哉様達がお戻りだ！」

「皆みな様さまご無事で何よりですっ」

「恭様がお帰りになられたことも、喜ばしい限りでございます！」

「「「お帰りなさいませ!!」」」

　城門をくぐると、門番らしき男性を皮切りに多くの人に迎むかえられ、帰き還かんを喜ぶ言葉が次々と掛けられる。

　恐らく彼らは、この城で働いている人達なのだろう。

　そのあまりに好意的な反応に恥はずかしくなった俺は、軽く手を上げ返すことしかできなかった。

　もっと愛あい想そよく応こたえた方が良かったな、と後になって悔くやまれる。

「では父上のもとへ帰還の挨あい拶さつへ向かうとするか。五年もの長旅だったんだ。積もる話もあるだろう？　それに、森での恭の活かつ躍やくも報告せねばな！」

　しょんぼりしていた俺とは逆に、隆哉さんは上じよう機き嫌げんで俺と肩かたを組んできた。突とつ然ぜんの馴なれ馴れしい対応に、表情が強こわ張ばってしまった。

「……離はなれて頂きたいのですが」

「駄だ目めだ。油断しているとお前はまた逃にげ出すだろう？　お兄様が連行してやる」

　どうやら、必要以上に力の込められた隆哉さんの手から逃のがれるのは難しいようだ。従うという選せん択たく肢ししか許されていないようなので、俺は渋しぶ々しぶ抵てい抗こうを諦あきらめて溜ため息いきを一つ吐ついた。

「お待ち下さい、お二人とも」

　だが、それに待ったを掛けたのは、意外なことに要さんだった。

　柔やわらかな笑えみを浮うかべた要さんに、俺と隆哉さんは揃そろって首を傾かしげた。

「何だ要。俺達に何か問題でもあるのか？」

「はい、ございます。恭様は一度お召めし替かえをなさって下さいませ」

「着き替がえ？　……あぁ、確か雨上がりの森を駆かけ回っていたんだな。かなり汚よごれが目立つ」

　二人の視線を追ってみれば、袴はかまに跳はねまくっている泥どろが目に付いた。

　なるほど。着物は上質なものなので相手方を訪ねるに適しているが、こんな風に泥を付けた姿では失礼だ。

「陽太、恭様の支し度たくをお手伝いするように」

「了りよう解かいしました、兄上。恭様、まずはお部屋へお連れ致いたしますので、こちらへどうぞ」

「ちょっと待て。五年前とは恭の背せ丈たけが違ちがうから替えがないだろう？　俺のものを貸すから、後で取りに来い」

「畏かしこまりました、隆哉様」

　こうして強制連行を回かい避ひした俺は、汚れた着物を替えるため隆哉さん達と別れた。

　一歩分だけ前を歩く陽太から離れないよう注意しながら、広い城内を案内されるがまま歩いたのだった。
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　少し情報を整理してみようか、と腕うでを組みながら思った。

　幸いなことに、今は陽太に連れられてきた部屋に一人きりだ。

　陽太の後をついて到とう着ちやくした部屋は、俺──藤見恭の自室らしい。

　広い部屋の中には大き目の衣装簞だん笥すと、文ふ机づくえ。それと、かなり古い書物がぎっしりと詰つまった本ほん棚だならしきものがあるだけだ。

　先さき程ほど隆哉さんが申し出てくれた通り、簞笥の中には成長した俺の背丈に合う着物がなかった。だから陽太は、俺の着替えを借りるため部屋を出て行ったばかりだ。

　生活感が微み塵じんもないのは、部屋の主あるじが長い間不在だったからだろう。

　そう、森から城への道中で分かったのだが、藤見恭という男は長旅から五年ぶりに故郷へ帰還したようなのだ。

　しかし、俺の名前も『藤見恭』だが、今まで会った人達が認にん識しきしている人物ではない。

　森や農村地帯に城下町、そしてこの城。これら全すべてを藤見家が統治しているらしい。

　そこで生まれ育った藤見家の血を引く者。それがこの土地で認識されている藤見恭だ。

　それでも誰だれもが俺を当人だと疑わずにいる。普ふ通つうなら、不自然な動作や性格の違いで気付く者がいてもおかしくないはずなのに。

　森で要さんが言っていた「血の香りで自分だと知らせた」という話も、余所よそ者ものの俺では成しえない。

　一体どういうことなんだ？　と顎あごに手を当てて小さく唸うなる。次いで考えるのは、自分が置かれている状じよう況きようについてだ。

　突とつ然ぜん忍にん者じやに追いかけ回されたり、命を狙ねらわれたりと時代劇さながらの経験をした。

　余よ裕ゆうがなかったこともあり、流されるままに話を合わせてきたが、やはりどう考えても普通ではない。

　農村地帯を通過した時も、周りの情景に違い和わ感かんがあった。

　どれだけ田舎いなかであっても、電気を通すために電柱の一本や二本立っているのが当然だ。だが、そんな物など存在しなかった。見上げた空にも飛行機雲がない。

　これらから導き出されるのは、ここが俺の生きていた現代日本ではないかもしれないということ。

　何故なぜ俺がこの世界にいるかは分からないままだが、俺と同どう姓せい同名で同じ容姿をした人物が存在しており、その人物と勘かん違ちがいされていることは確かだ。

　藤見恭を知っている者達が俺を見て不思議がらないのは、俺が咄とつ嗟さにツンデレの藤見恭をうまく演じられたからだろう。

　けれど、まだまだ謎なぞは多く残っている。

　忍者に長時間追われた時、都会育ちの俺からは考えられないくらい体力が長続きした。身体能力が上がったと言葉にしてしまえば簡単だが、にわかには信じられない。

　それに、森の中で俺を誘ゆう導どうして逃とう亡ぼうの指示を出してきた声も謎だ。

「（おーい、俺の声が聞こえるかー？）」

　試ためしに、頭の中に誰かがいると想像して話しかけてみた。だがその結果、答えが返されることはなかった。

　まぁ、これは想定通りの結果だ。森でピンチに陥おちいった時に、俺が声の主に話しかけても返事がなかった。だから、あの声も何か意思を持って俺の頭の中で響ひびいたわけではない。

　あれは多分、この身体に染しみ付いている感覚だ。

　そして恐おそらく、その感覚の持ち主は俺ではない方の藤見恭。あの声も彼のものだ。

　迷うことなく森を駆け抜ぬけたのも、隆哉さんが仕し掛かけていたという結界に触れたのも、藤見恭の感覚を持った身体が自然と取ってしまった行動だろう。

　仕組みはよく分からないままだが、俺は彼の多くを「借りている」と考えるのが一番適切だと思った。

　この世界の藤見恭の持つ地位や名声、今身に着けている衣類や刀。もしかすると、この身体さえも。

　そう考えると、パズルのピースが一つずつ当てはまっていくような気がしてくる。

　特に何かが解決したわけではないが、自分の身に起こっている異変が少し理解できただけでも大きな進歩だ。

　森での一件もあるので、この世界でなら身体に染み付いた勘かんで窮きゆう地ちを脱だつすることができるに違いない。

　幸いにも容姿だけでなく性格も似ているようだ。多少言動がおかしくても、旅に出ていた五年間で変化があったのだと思われるだろう。

　それでもやはり心配なのは、現代の俺がどうなっているかだった。

　陽太や隆哉さん達のアットホームな空気に流されそうになるが、俺には帰るべき場所がある。

　本音を言えば、こんな不可解な体験なんて今すぐにでも打ち切って戻もどりたいくらいだ。でも、今の俺にはそれを確かめる術すべが何もなかった。

　城を飛び出して、現代へ帰る方法を探したい。しかし焦あせる一方で、こんな時こそ冷静になるべきだと制止をかける自分もいた。

　今のところは、何か手がかりが見つかるまで藤見恭を演じている方が良い。沸ふつ々ふつと現代への帰省に対する想おもいが湧わき上がるが、何とかその気持ちを抑おさえ込んだ。

　とりあえず、現代へ戻る方法を探す間の住居は確保できている。暫しばらくはここで寝ね泊とまりをしながらタイミングを窺うかがった方が得策だと思う。

「（もう一度あの森に行ってみるか）」

　帰るためには、もっと情報収集を続ける必要がある。

　そう当面の行動予定を組み、俺は陽太が部屋に戻ってくるのを待った。まずは従者の彼から、それとなく話を聞き出してみようと決めて。

　ちなみに、俺ではない方の藤見恭のことは、キョウ様と呼ぶことにする。藤見恭を連呼していると、何だか自分自身のことを名前呼びしている気がして、妙みような気持ちになるからだ。







「お待たせしてしまい、大変申し訳ありません！」

　程なくして、陽太が紺こん色いろの着物を一式持って部屋へ入ってきた。直接手に取って確認していないけれど、遠目からでもそれが上物であることが分かった。

　現代でも俺は高校で急激に背が伸のびたタイプだった。俺とキョウ様が同じであれば、彼もまた旅に出た後で伸びたのだろう。

「本日はお借りしたものですが、後日改めて恭様のお着物を仕立てましょうね」

「仕立てる？　いや、別に古着で構わな──」

「反たん物もの選びには要兄上も同行して下さるそうです！　兄上の目は確かなので、恭様に一等似合うものを選んでくださいますよ。さぁ、お着き替がえを」

　ふむ。陽太の様子から察するに、要さんはセンスの良い人だという事か。イケメンな上にセンスも抜ばつ群ぐんとか、城下町で若い女の子達に人気があるのも頷うなずける。

　本当に神様って不公平だよね。もう少し脚あしが短いとかさ、調整できなかったの？

　そんな憧あこがれなのか僻ひがみなのか分からない気持ちを胸に、俺は陽太に促うながされて着替えを始めた。

　汚よごれていた着物を脱ぬぎ出した俺の後ろを、陽太が付きまとう。その姿は飼い主の後を付いてくる犬のような、親鳥の後を追うヒヨコのような……。

　満面の笑えみでそれをされるものだから、妙にくすぐったい気持ちになってしまった。

「何だか機き嫌げんが良いな」

「もちろんです！　だって、やっと恭様のお世話をすることが出来るのですから」

「俺の世話？　人の手伝いなんて面めん倒どうなだけじゃないか？」

「ふふっ、ご冗じよう談だんを。藤見の方に尽つくすのは篠崎の生き甲斐がいでございます。遥はるか昔、隷れい属ぞくの誓ちかいを交かわした祖の想い、その血を引く我らに残っております」

　う、うん？　難しくてよく分からないけれど、藤見には篠崎が従者として付くってことでいいのかな。だから陽太は嫌いやな顔一つせず、俺のお手伝いをしてくれる、と。

　まだ若いのに、しっかりした子だなぁと感心してしまう。

「五年前はお着替えを手伝いたくても、背せ丈たけが足りなくて十分な働きができませんでした。でも今は問題ありません。この五年間、ずっと恭様のお役に立てる日を夢見てきたのです！」

　きっと、その瞳ひとみはキラキラと輝かがやいているのだと思う。帯や襟えり元もとを正し、最後に羽織を手にして後ろへ回った陽太の声こわ色いろが弾はずむ。

　五年前なら、当時俺は十五歳。二つ年下だという陽太は十三歳で、話から察するに小こ柄がらな少年だったのだろう。

　それが今では身長も伸び、役立たずではない。そんな、嬉うれしくて堪たまらないという気持ちが伝わってきた。

　着替えを手伝ってくれたことにお礼を言おうと思い、振ふり返る。目が合った陽太には、何かを懐なつかしむような感情があった。

「我ら篠崎は藤見の従者。藤見を己おのれの主あるじとして定め、その生しよう涯がいを終えるまで従います。だから五年前も旅への同行を願い出ました。でも恭様はオレの首元へ手刀を一発叩たたき込み、意識を失っている間に姿を消されて……」

　ちょ、え、手刀で気絶させるって、意外に暴力的だな、キョウ様。

　説得という方法はなかったのだろうか、と自分と不ふ一いつ致ちな部分に目を丸くしてしまった。

　まぁ、引き下がらない陽太に痺しびれを切らせ、強きよう硬こう手段に出たという可能性もあるが。

「あの痛みと目を覚ました時の絶望感、一生忘れません。恭様に同行を許可してもらえなかったあの日から、ずっと努力してきました」

　その言葉通り、陽太の瞳には強い意志があった。今度こそキョウ様の役に立ちたいと心から願っている目だ。

　きっと、五年前の旅立ちの日も同じような会話があったのだろう。俺なら陽太の必死さに根負けしてしまいそうだが、キョウ様は許さなかった。

　彼は一体、何が目的で藤見の地を離はなれたのだろうか。戻ってきたということは、その目的が果たせたからだとは思うのだが……。

「陽太は俺が旅に出た理由が分かったか？」

「最近までは見聞の旅だと思っておりました。でも本当の目的は、その刀だったのですね」

「刀？」

　陽太の視線が、俺の腰こし元もとにある刀へ向けられた。帯に差されたそれに注がれる視線は、宝物でも見るようなものに近い。

　しかし、この刀は見かけ倒だおしのオモチャだ。鈍どん器きとしてなら多少役に立つかもしれないが、期待には応こたえられないだろう。

　残念でした、という意味も込め、俺は陽太に肩かたをすぼめてみせた。

　が、それが全く伝わっていない陽太は、内ない緒しよ話ばなしをするように身を寄せ、静かな声音で言った。

「藤見の男おとこ鬼おにの中には、稀まれに自分だけの武器と運命的な巡めぐり合わせがあると聞きます。これがその刀でございましょう？　きっと質しつ問もん攻ぜめに合いますよ。ここ何代も武器と巡り合った者は出ていませんので」

　お、おう？　藤見には刀にまつわる伝説とか昔話があるのか。

　詳くわしくその話を聞いてみたい気もするが、先にこの刀が陽太の期待する物でないことを伝えておこう。変な噂うわさが広まったら大変だ。

「陽太の目にはそう映ったのか？　でも、この刀はただの──」

「先さき程ほど隆哉様が言い触ふらしておりましたので、既すでに多くの者の耳に入っていると思います」

「……は？」

　ちょっと隆哉さん口軽すぎー！　言い触らしてるって、誰だれに？　まさか出会う人全員に!?

　まずいぞ、それは非常にまずい。誤解しているのが陽太だけなら、護身用の飾かざりだと説明できた。しかし、いつの間にか俺の知らない所で間ま違ちがった情報が流されているじゃないか。

　こ、これは、今いま更さら「実はオモチャでした、てへっ！」と言えない状じよう況きように陥おちいっている。

　せめて刀自体が本物で抜ばつ刀とうすることができれば、伝説云うん々ぬんの部分は適当に言い繕つくろって誤ご魔ま化かせるのだが……。

　刀を見せて欲しい、触さわらせて欲しいと言われた時には一巻の終わりだ。

　もう一度、鞘さやの口の部分から親指で鍔つばを押してみるが、やはりピクリとも動かない。

　早く噂を消火するために動かなくては、と俺は慌あわてて陽太に刀が伝説のそれでないことを説明しようとした。

　言い触らす口があるなら、それを否定して回る口が必要だと考えたのだ。隆哉さんの行動で俺が困っていると知れば、陽太ならすぐに否定して回ってくれるはず。

　噂を流したのは隆哉さんだから、紛まぎらわしい行こう為いをしたと咎とがめられるのは俺じゃない。

　そう判断した俺は、苦笑いを陽太に向けた。

「もしかすると、恭様が次期頭領の候補に挙がるかもしれませんね！」

　が、俺が否定を口にするより先に、陽太がとんでもない爆ばく弾だんを一つ落としてくれた。

　頭領とは何ぞや？　と疑ぎ問もん符ふを浮うかべた直後、それがこの地で一番偉えらい人を意味するのだと気付いた。

「は、はは、何故なぜ俺が頭領候補になるんだ。兄上達がいるから俺には関係のない話だよな」

　隆哉さんもそうだし、他ほかにもお兄さんがいるよね？　と確かく認にんするため、何とか掠かすれた笑いと共に言葉を紡つむいだ。

　隆哉さんとは結構歳が離れていそうだったので、その上の兄上とは更さらに差があることになる。

　時代劇から得た偏かたよった知識によると、名のある家は長男が嫡ちやく子しなのがお決まりだ。つまり、末っ子の俺なんてお呼びじゃないはず。

　だが──

「順当にいけば、ご長男が跡あと継つぎでございます。ですが、刀を持ち帰った恭様に支持が集まる可能性もありますよ？」

　原因が、キョウ様が持ち帰った刀にあると陽太が楽しそうに返事をした。

「（えええっ、またこの刀が原因なの!?　オモチャのくせに勘かん弁べんしてくれよぉ……）」

　その言葉に、ギリリと奥歯を嚙かみしめて心の中で刀へ悪態を吐ついた。

　これは早く否定しなくては、大変なことになる。そう思った俺は、頭をフル回転させて伝えるべき言葉を選んだ。

「それに、今は西にし鬼おにの動きも怪あやしいのです。次期頭領への期待も高まっているのでしょう」

　しかし、またもや俺より先に口を開いた陽太が、少し腹立たしそうに呟つぶやいた。あれだけ上じよう機き嫌げんだった陽太が瞬またたく間に不機嫌になり、ぶつぶつ言っている。

　そんな変化を尻しり目めに、俺は言葉の中にあった「鬼」という単語に興味を引かれた。鬼と言われて頭に浮かぶのは、昔話やお伽とぎ噺ばなしに出てくる妖よう怪かいだ。

　刀の伝承といい、鬼の存在といい、一体どういうことなのか。

　まさか、伝承の刀で鬼おに退たい治じに向かえ、と言われないよね？　と、桃ももから生まれた男児的展開を警けい戒かいしてしまった。

　もちろん、そんな俺の胸の内を知る由よしもない陽太の言葉は続き、俺の常識を覆くつがえしていく。

「藤見に限らず、我ら東ひがし鬼おにの領地の至る所で目もく撃げきされているそうです。先日もその件について、義よし正まさ様宛あてに警戒を促うながす文ふみが届きました。藤見は南みなみ鬼おにとの里境にありますが、西鬼の手が伸のびてこないとも言い切れませんし……」

　その話を解かい釈しやくした後、なんてこったい、と自分の頭を抱かかえたくなった。

　ここで新たな事実が判明だ。どうやら、陽太や隆哉さん達は人間じゃなく「鬼」と呼ばれる種族らしい。もちろんキョウ様も例外ではない。

　俺達は東鬼で、敵として西鬼がいる。南鬼という単語もあったので、恐おそらく北にも同じく鬼が住んでいるのだろう。東西南北で分かれているという事だ。

　今まで接せつ触しよくしてきた人達は、どう見ても人間にしか見えなかったのだが、人外だとは驚おどろきだ。

[image: ]

　これはますます不可思議なことになってきた。もしかして人間は存在しないのか、という疑問も湧わいてくる。

　会話の中でそれを聞き出してみよう、と俺は陽太の質問を受けながら思った。

「西鬼達を警戒して、藤見にお戻もどりになって下さったのでしょう？」

「ああ、旅の途と中ちゆうで人間に……」

「ニンゲン？　どこかの集落の名ですか？」

　はい、いきなりアウトー。人間なんて存在していないんだってさ。

　人間？　何それ美味おいしいの？　という顔をしている陽太には、冗じよう談だんを言っている様子がない。

　とどのつまり、そういうことなのだ。現実世界では人間が当たり前のように生活しているが、この場所では鬼がその位置にいる。

　とは言っても、俺の記き憶おくしている鬼の姿とは似ても似つかないから、恐らく彼らの言う「鬼」が俺の認識している「人間」とイコールで繫がるのだろう。

　肌はだの色も赤や青じゃないし、角も牙きばもない。昔話によくある風ふう貌ぼうでないので、怯おびえる必要もない。

　呼び方が違ちがうだけで外見には何も違いがないじゃないか、と何とか混乱を静める。

「恭様、後で旅のお話を聞かせて下さいね」

　無言を肯こう定ていと取った陽太の表情は、純じゆん粋すいに未知の物への探求心が表れたものだった。

　その言葉を最後に、刀と鬼の単語が陽太の口から出なくなった。頭領の件を否定することも難しそうだ。

　そろそろ時間ですね、と呟いた陽太が俺から離はなれ、泥どろで汚よごれている着物を丁てい寧ねいに畳たたんでいる。

　そういえば、着き替がえが終わったら帰き還かんの挨あい拶さつへ向かわなくてはならないのだった。そこでは、隆哉さんの話にあった「父上」と「兄上」が新たに待ち構えているのだと思う。

　顔見知りが隆哉さんだけなのは、些いささか心細い。それに隆哉さんは、刀の噂を広めている張本人だ。そんな理由もあって、俺の中で隆哉さんへの信しん頼らい度どは低かった。ちなみに信頼度トップは、目の前にいる陽太だ。

「陽太は同席しないのか？」

「はい。今回は親子水入らずで話をするとお聞きしております。支し度たくが整い次し第だい、広間へ来るように、とのことです。オレは、このお召めし物を洗っておきますね！」

「陽太が直接……？」

「もちろんです。先さき程ほど買収……ゴホン！　お願いして仕事を手伝わせてもらえることになりましたので」

　買収って言った。無理やり誤魔化したけど、今絶対買収って言った。

　確か、城に着いた時に出で迎むかえてくれた人達の中に着物姿の女性達もいた。現代でいうところの、お手伝いさんか何かと思う。つまり、洗せん濯たくは彼女達の仕事だと思うのだけど……。

　そんなに俺が泥だらけにした着物を洗いたいのか？　それも従者の仕事なのか？　と尋たずねたい。

　でも、幸せそうな笑え顔がおを振ふりまく陽太に、それ以上を追つい及きゆうできなくなった。

　鼻歌交じりで着物を抱え上げた陽太を見て、お前は俺の奥さんか何かか、とツッコミを入れてしまったのは仕方がないと思う。

　気を取り直すべく息を吐いた後、姿見に自分を映した。

　表情は疲つかれ果てているが、そこに映った俺は、いつもより少しだけ大人っぽく見えた。さぁ、そろそろ覚かく悟ごを決めて広間へ向かおうか。
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　突とつ然ぜんだが、──迷子なう。

　隠かくすことなく、今の俺の状じよう況きようを説明しよう。

　着替えが無事に終わり、陽太と共に自室を出たまでは良かった。

　だが問題はそこからだ。てっきり広間まで付き添そってくれるものだと思い込んでいたのだけど、途中で洗濯場に用のある陽太と別れてしまったのだ。

　そりゃあそうだ。自宅にある一室を目指すだけなのに、道案内を頼たのむ人なんていない。広間には俺の親や兄弟が顔を揃そろえるので、他の者の入室を断っているとも聞いた。陽太が付いて来なかったのも当然だ。

　それにしても困ったことになった。最終手段は恥はじを覚悟した上で、適当なお手伝いさんに道を尋ねようと思っていたのに。何故なぜか、陽太と別れてから誰だれとも遭そう遇ぐうすることができないでいる。

　久しぶりだから広間の場所を忘れちゃった。何処どこだっけ？　と、軽いノリで尋ねる予定が、今は誰かに大声で助けを求めたい気分に変わった。

　自室に戻り、洗濯を終えた陽太が戻ってくるのを待つという選せん択たく肢しも思い浮うかばなかったわけではない。むしろ真っ先に思い浮かんだ。

　しかし、天は俺に過か酷こくな試練を与あたえるのが趣しゆ味みのようだ。そう、迷いに迷って散々歩き回った俺が、自力で自室に戻れるはずがなかった。

　いつか偶ぐう然ぜん辿たどり着くことができるだろう。いつか誰かと遭遇することができるだろう。そんな可能性を心の支えにして足を動かし続けたが、精神的な限界が訪おとずれていた。

　約束の時間がいつかは知らない。けれど、相手を待たせていることは確かだ。でも、俺一人では広間に辿り着く術すべがない。

　もう、誰かが俺を探しに来てくれるまで待機しようと思い、俺はその場にしゃがみ込んだ。

　……言っておくが、これは諦あきらめではない。後に俺を探しにくるであろう親切な人へ、俺の未来を託たくすことに決めただけだ。泣いてないぞ。まだ泣いてないからな、ぐすん。

　と、泣きべそをかき始めた俺を見かねてか、非情だった天が俺に救護班を遣つかわしてくれたようだ。

「何でさっきから俺達が仕し掛かけた罠わなを避さけるんだよ！」

　カパッ、という音と共に天てん井じようの板が外れて、見覚えのある人が逆さになって現れた。隆哉さんだ。

「だから言っただろう？　即そく席せきで作った罠に恭が引っ掛かかるはずなどない、と」

　続いて傍そばにあった壁かべが回転し、見覚えのある人が現れる。隆哉さんだ……って、あれ？

　くるりと身を翻ひるがえして天井から降り立った隆哉さん（？）が、回転した壁──仕掛け扉とびらから姿を現した隆哉さん（？）の隣となりに並び立った。

　その光景に、俺は目を白黒させる。全く同じ顔が二つ並んでいるのだ。

　一人は森からこの城まで一いつ緒しよだった隆哉さんだと思う。多分、天井から現れた方だ。だが、もう一人は初対面だった。

「直なお哉やが仕掛けた罠も回かい避ひされてるくせに、澄すましてんじゃねーよ」

「は、回避された罠の数を比ひ較かくしてみろ。隆哉の二十三に比べて、俺は十二だ」

　彼の名前は、「直哉」というらしい。

　直哉さんは雰ふん囲い気きや仕草が少し違うだけで、隆哉さんと同じ容姿をしている。そんな二人を見比べて、双ふた子ごか、と胸の奥で呟つぶやいた。

　地団太を踏ふんで悔くやしそうにしている隆哉さんと違い、直哉さんは面おも白しろくなさそうに口先を尖とがらせている。隆哉さんより、少し落ち着いているように感じた。

　二人が何の話で口論しているのかは分からないが、隆哉さん達に会えたのは運が良い。

　確か、広間には藤見家頭領である父親と俺達兄弟が集まるはずだ。つまり、このまま隆哉さん達の後をついて行けば広間に辿り着くことができる。

　座り込んでいた体勢から立ち上がり、俺は二人の会話が終わるのを待った。

　が、口論は激しさを増すばかりだ。

「仕掛けた数が違うから当たり前だろ！　確率では五分五分に決まってる！」

「なら質で勝負しようじゃないか。どちらの罠が優すぐれていたか、恭に聞こう」

　そして、何故か火の粉が俺に降りかかる形になってしまった。

　俺の一言で言い争いが終わるなら口を開くが、生憎あいにく二人が何を言っているのかよく分かっていない。

　罠がどうこう言っているが、道中そんなものは一つもなかった。迷子になる妖よう術じゆつを俺に掛けたと言われれば、納なつ得とくできるけれど。

　というか、もしかしてこの二人は俺を尾び行こうしていたのだろうか。

　もしそうなら、迷子になって半ベソ状態だったのを目もく撃げきされていたということだ。うわ、恥はずかしい……！

　羞しゆう恥ち心しんからくる動どう揺ようと、二人の剣けん幕まくに圧おされたことが相あい俟まって、一歩、二歩と後あと退ずさりをした。

　その時、他ほかと少し感かん触しよくの違う床ゆかを踏みつけたと思ったら、間を置かずして天井からバラバラと何かが俺の上に降ってきた。

　小指の爪つめほどの大きさをした緑色の何かが、大量に俺の身体からだに付着した。肌はだに触ふれた部分は、チクチクとしている。

　ああ、この感触には覚えがある。そう、これは俺が大だい嫌きらいな虫だ。それを理解した瞬しゆん間かん、意識が遠くなった。だが相変わらず感触は消えてくれない。

　今この時、気絶できてしまえば、どれほど気が楽になっただろうか。

　そんな願いを叶かなえず、遠とお退のく寸前の意識を繫つないでいたのは、隆哉さん達の会話だった。

「一番簡単な罠に目の前で掛かるなんて、嫌いや味みなのか!?」

「いくら巧こう妙みように偽ぎ装そうしたと言っても、所しよ詮せんは雑草。労力の無む駄だだったな」

　二人の言葉に、ギリギリで保っていた意識が徐じよ々じよにはっきりしてくる。

　な、なるほど。俺の全身に降り注いだ虫は本物でなく、雑草。俗ぞくに言う「ひっつき虫」と呼ばれる植物ということか。

　着物に付着したそれを手にして眺ながめると、虫ではないことが確かく認にんできた。

　何て酷ひどい罠なのだろう、と放心した俺は暫しばらく立ち直れそうにない。だが、緑色だったのが不幸中の幸いだ。

　これが、ゴで始まりリで終わる虫だったら、認識した瞬間に気絶していたかもしれない。

　知っているか？　ヤツら、自分の危険を察知した瞬間加害者に向かって飛んでくるんだぜ。

　それを友人から聞いた俺は、その後ヤツらが心安らかに過ごせるよう遭遇しても細心の注意を払はらって行動するようになったのだ。

　触さわらぬ神に祟たたりなし。この言葉はきっと、そういう時の為ためにあるのだと思う。

　そう思いを馳はせ、遠い目をした俺の前で、同じ顔をした二人が罠の方に顔を向けた。

「で、誰が仕掛けた罠だっけ？」

「罠を作ったのが隆哉、雑草を虫に見立てる案を出したのが俺だな」

「……これが恭の答えか」

「……これはまた、賢かしこい回答だな」

　暫しばしの沈ちん黙もくの後、隆哉さん達が何とも表現し難がたい顔で近づいてきた。

　前に立った二人は同じタイミングで俺に手を伸のばし、哀あわれな俺に付いたひっつき虫を取りはじめた。

　ひょいっ、と隆哉さんが俺の頭に付いていた物を。直哉さんは着物に付いたものを回収してくれている。

　二人が不ふ機き嫌げんになったのかと思ったが、そうでもないようだ。

「あー、本当に憎にくたらしい弟だなぁ」

「俺は、ある意味素す直なおで可愛かわいい弟だと思うよ。言い争いを止めるために、自分で罠に掛かってくれるなんて」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちらしきものを零こぼしつつも、二人の声こわ音ねには優やさしい響ひびきがあった。

　かなり気合いを入れて仕掛けたのか、全すべてのひっつき虫を取るのに少し時間を要した。しかも、都合良くゴミ箱なんて物はないので、廊ろう下かに投げ捨てる。

　この廊下を通る人や、掃そう除じをするお手伝いさんに迷めい惑わくを掛けてしまうことは確実だ。後で謝ろうと思い、俺は二人の手が離はなれるのを大人しく待つ。

　そして最後に二人は、気が済むまでぐりぐりと俺の頭を撫なでて、その手を離した。

　何だこれ、嫌がらせか。髪かみがぐしゃぐしゃになる上に、男にそんなことをされても全然嬉うれしくない。

　その気持ちが、口からではなく、行動に出た。手て櫛ぐしで乱れた髪を直し、小さく舌を鳴らして顔を背そむける。

　そんな俺の不ぶ躾しつけな態度に、隆哉さんと直哉さんは怒おこるどころか、楽しそうに互たがいの顔を見合わせた。

「はは。この生意気な感じ、恭が帰ってきたのだと実感できる！」

「同感だ。これは毎日が退たい屈くつしなくて済むかもしれないな」

　いっとき、二人の含ふくみ笑いが続いた。

　それを見た俺は意味が分からず、ますます表情を歪ゆがめた。そんな俺を見る二人の目が温かく優しいもので、くすぐったいと感じたのも事実だった。
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　和なごやかそうに笑っていた二人が、ふいにその空気を断たち切った。

　俺が髪や着物の乱れを直し終えたのを確認すると、表情を引き締しめた二人が本来の目的を口にする。

　すっかり道草をくって遅おそくなってしまったが、俺達は広間に足を運ばなくてはならないのだ。

「そろそろ移動するか。恭を独どく占せんしていると怒る者も多い」

「そうだな、父上と兄上もお待ちだ。それに──迎むかえも来ている」

　言葉と共に、直哉さんが長い廊下の一角を指差した。指示された方向を見ると、廊下の中央に、朱しゆ色いろの毛をした狐きつねが一いつ匹ぴき座っているのが確認できた。

　城の中に何故なぜ狐が、と首を傾かしげる俺とは違ちがい、隆哉さん達はその光景を当然のものとして受け取っている。

「あの狐は……？」

「ああ、兄上の影かげ獣ものだ。五年前と比べて大きさが違っているから、分からなかったか？」

　思わず漏もれ出た俺の疑問に、隆哉さんが答えてくれる。だが、カゲモノという耳にしたことのない単語への疑問が増えただけだった。

　影者、陰物、火獣……と頭の中で色々な漢字を当てはめてみる。だが、正解は分からない。

　狐に対する言葉なのだからペットのことをそう呼ぶのかもしれない。

　愛らしいというより格好良く俺の目に映る狐は、俺達の目が己おのれに向いたと理解しているようだ。

　行ぎよう儀ぎ良く姿勢を正した状態から立ち上がり、ゆったりと歩き出した。そして、長い廊下の角を曲がる前に、促うながすため後ろを一度振り返った。随ずい分ぶんと賢い狐だ。

　角の先に消えた狐を追うため、俺達も広間へ向かって歩を進める。隆哉さん達の後に続いているので、今度は罠わなに掛かかる心配がない。

　考えるのは、先さき程ほどの狐のことだ。

　迎えというからには、誰だれかの命令で俺達の前に姿を現したのだろう。人の言葉を動物が理解できないとは思わない。けれど、家庭で飼い慣らされている犬や猫ねことは雰ふん囲い気きが別物だと感じるのだ。

　もしかすると、普ふ通つうの動物ではなく誰かが作り出した存在なのかもしれない。結界という不思議な術があるくらいだ。

　ファンタジー映画によくある、魔ま法ほう使つかいや魔女の使い魔であったり、妖よう精せいといった類たぐいの存在であったりするのかもしれない。

　そんな憶おく測そくをしながら足を動かしていたのだが、前を歩いていた二人がとある部屋の前で立ち止まった。どうやら目的地に着いたらしい。

　飾かざり気けのない襖ふすまを直哉さんが開き、隆哉さんが先に中へ入った。そして、直哉さんがそれに続く。

　ズカズカと室内を進む隆哉さんと違い、直哉さんは俺が部屋へ足を踏ふみ入れるのを待ってくれているようだ。

　視線だけで直哉さんが俺を催さい促そくするので、心持ち身を小さくして室内へ身を投じた。その後すぐに、直哉さんの手によって襖が閉められた。

　意を決して室内を見回せば、そこに俺達以外の人が居おらず、部屋の先にまた襖があるのに気付かされた。どうやら、まだ広間への道中のようだ。

　立ち止まった俺を直哉さんが追い抜ぬいて行ったので、慌あわててそれを追いかけた。

　すると今度は、隆哉さんが部屋の奥にある襖を開け、直哉さんの通過を待っている。

　先程の隆哉さんと同じく、ズカズカと先へ進んだ直哉さんに、俺の入室を待つ隆哉さん。二人の役割が入れ替かわっただけだった。

　──だが、その先は同じではなかった。

　二つ目の部屋を通過した先にある、明らかに他ほかの物と違う襖が俺の目に飛び込んでくる。

　四よ枚まい立だちの襖の中央二枚に描えがかれた、花の文様。それを見て、どこかで目にした記き憶おくがあると感じた。

　それは確か、この城に入る時にくぐった門だ。じっくり見たわけではないが、城門の左右には、何かの花を円で囲ったようなマークが描かれていた。きっとこれは、藤見家の家か紋もんなのだろう。そして、この先が目的地である広間だ。

　いつの間にか隆哉さん達が左右に分かれ、家紋の描かれた襖から少し離れた位置に正座している。

　この場所に辿たどり着くまでの順序から察するに、今度は俺が襖を開けなくてはならないようだ。

　隆哉さん達の雰囲気が緊きん迫ぱくしたものに変わっていることもあり、何だか妙みように緊張する。

　自分を落ち着かせるためにも息を一つ吐はいて、中央二枚の襖の右側に俺が正座して位置に着く。

　と、直哉さんが広間の中にいる人へ向かって声を上げた。

「父上、兄上。恭を連れて参りました」

「──入れ」

　低く張りのある声が、俺達の入室を許可した。

　これで後には引けなくなった。

　隆哉さん達の美形具合と今しがた耳に届いた低音の声から考えて、きっと父親は渋しぶい雰囲気の美形なのだろうな、と予想して襖の取っ手に触ふれた手に力を入れた。

「失礼します」

　短く入室の挨あい拶さつを口にし、すっ、と襖を静かに開ける。

　今まで通過してきた部屋や、俺の自室とは比ひ較かくにならない広さの中に、男性が二人だけ存在していた。彼等が、父と兄だ。

　広間の奥──上座に腰かけているのは、壮そう年ねんで体格の良い男性。腕うでや首が太く、座っているだけなのに男性が強つわ者ものであると伝わってくる。

　額から頰ほおにかけて斜ななめに傷があり、厳格な雰囲気に凄すごみを増している。こちらが父だ。

　そして、その左側面に座している若い男──兄もまた、父をぐんと若くした容姿をしていた。一目で親子だと分かる二人だ。

　そんな二人に見つめられ、いっそのこと失神しとこうか、と真しん剣けんに考えた。どう見ても一いつ般ぱん人ではない。その筋の人だ。ぶっちゃけ超ちよう怖こわいです。

　本当は悲鳴を上げてしまいたかったのだが、何とかそれだけは押し止とどめた。

「部屋を間ま違ちがったようです。失礼しました」

　が、思わず開けたはずの襖を静かに閉めて、全力ダッシュで逃とう亡ぼうしようと身体からだが動いてしまった。

　しかし、左右から伸のびてきた腕が俺を捉とらえたので、それは許してもらえなかった。頭上から笑いを含ふくんだ声と、ため息めいた音が聞こえてきた。出所はもちろん、隆哉さんと直哉さんだ。

「ぶくくくっ、子供の頃ころと同じ逃にげ方してんじゃねーよ」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ。ここまで来たんだ、覚かく悟ごを決めて中に入れ」

　スパンッ、と良い音を立てて再び開かれた襖の先に、ずるずると引き摺ずられるようにして入る。

　そして問答無用で座らされたのは、上座の真正面だった。

　もう何だか心臓が持ちそうにない。

　つい相手の表情が気になって顔を動かせば、やはりこちらの視線を捕とらえるような瞳ひとみとかち合う。それはもう、渋い顔をされている。

　けれど、どこか呆あきれたような憮ぶ然ぜんとした表情があるのは、俺が彼らの身内だからだろうか。

「恭」

　そこで、またあの低い声で言葉が紡つむがれた。俺の名前だ。

　出来るだけ不自然にならないように頑がん張ばって声を出しても、どうしても上ずってしまいそうになった。

　確か、父である藤見家頭領の名前は、藤見義正。兄の名前は分からないが、彼が長男だろう。

　この広間には藤見本家の者だけが集まるよう言われている。なら、俺──キョウ様は藤見家四男だと分かった。

　そう、俺は藤見家の四男である男だ。堂々と帰き還かんの挨拶をすればいいだけだ。

　自分に言い聞かせ、何とか返事をしようと、真まっ直すぐ父である義正様を見つめて口を切った。

「ただいま戻もどりました、父上」

　俺の言葉に、相手が息を吞のむ気配を感じた。少し視線を彷徨さまよわせる様子は、何か言葉を選んでいるようだった。

　一時の沈ちん黙もくの後、不ふ機き嫌げんそのものといった低い声で返された。

「久々に会った父への挨拶がそれだけか」

　その剣けん幕まくに、身体が跳はねてうろたえる。

　え、ええ？　ただいまだけじゃ駄だ目めなの？　父上にお会いできて感激でございます、とか言った方が良かったの？

　藤見家特有の口上でもあるのかと焦あせった俺は、義正様の気分を害さない受け答えを思い浮うかべた。

　今にも口から魂たましいを吐き出しそうな俺の耳に、クスクスという笑い声が入ってくる。

　笑っているのは、義正様の遺伝子を引き継ついでいる一番上の兄だった。笑うことにより強こわ面もての印象が柔やわらかくなった。

「何を笑っておるのだ、正まさ人ひと」
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「いえ、広間に恭が現れるのを心待ちにされていらっしゃったのに、と思いまして」

　顔を顰しかめた義正様に、兄──正人さんが信じられない言葉を口にした。

　この不機嫌ダダ漏もれの義正様が、俺が顔を見せるのを待っていたというのだ。にわかには信じられない内容に、自分の耳を疑った。

　しかし、正人さんと並んでいる他の二人の兄も同じような表情で、それが事実であると思わせる言葉を口にした。

「我らも年の離はなれた弟の恭を構い倒たおしておりましたが、父上は一等恭のことを気になさっておいででございましたね」

「恭にだけは甘いので、幼き頃は理り不ふ尽じんだと思ったこともあったのですよ」

　兄達は口々に、自分達には厳しかったのにキョウ様には少し違ちがっていたといった内容を話し出した。

　その話が意外で、ぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返している俺の視線にバツが悪くなったのか、義正様はそっぽを向くようにして顔を逸そらし、吐き捨てるように言った。

「野垂れ死んだのかと思うておったわ、この馬ば鹿か息子むすこめが」

　ツンデレか。キョウ様のツンデレは父親譲ゆずりなのか。

　声こわ色いろが不機嫌そうなことは変わりないが、その様子から五年も音信不通だった息子を心配していた気持ちが感じられた。

　威い厳げん溢あふれる父は末っ子だけには甘く、一番上の兄は優やさしい眼まな差ざしで弟の成長を見守る。そして下の兄二人は可愛かわいさゆえに弟を構い倒す。これが俺ら──キョウ様の家族だ。

　ほんわかと胸の奥が温かくなり、自然と顔の筋肉が緩ゆるんでくる。きっと、今の俺はだらしのない顔をしているのだと思う。

　上座にいる義正様と、左側に並び座る兄達と視線を交差させた後に言った。

「俺も、父上と兄上達にお会いしたいと思っておりました」

　けれどその気持ちは、感化された俺の物なのか、キョウ様の物なのかは判断できなかった。
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　久々の親子の会話は、一方的に藤見の現状を教えられるものだった。

　旅の様子を尋たずねられるかもしれないと懸け念ねんしていたのだが、無事戻ったことを良しとしているようで、特に追求はされなかった。

　それだけ藤見親子の間に厚い信しん頼らい関係があるのだろう。

「して、恭よ。西鬼の動きが怪あやしいことは聞いているか」

「はい。先程陽太から少し説明を受けました」

　義正様達との会話の内容は、自室で陽太に聞いていた西鬼の行動についてだ。

「我ら東鬼と西鬼は互たがいに相あい容いれぬ間あいだ柄がら。さて、此こ度たびの行動……お前達はどう考える」

「協定がありますので、派手なことは出来ないと思います」

「兄上、協定とは大昔に結ばれた停戦協定のことでございますか？」

「三百年も前の協定を律りち儀ぎに守る奴やつ等でしょうか」

　義正様の問いに意見を述べるのは、俺を除いた兄弟達だ。

　無知な俺では論ずることなど出来ないので、じっと考える素そ振ぶりをしつつ、その話を聞き鬼についての知識を増やすことに徹てつする。

　もともと藤見が与くみする東鬼と、今回警けい戒かいされている西鬼は水と油のような関係らしい。

　今から約三百年前、東西南北の鬼の間で大きな戦いくさがあった。互いの領土を奪うばい合い、己おのが一族が最も優すぐれているのだと証明するために多くの血を流した戦いが。

　その中でも特に東西の鬼は互いを酷ひどく嫌けん悪おし、姿を目にしただけで刃やいばを交えるほど不仲だったそうだ。

　そして長い戦の後、各おの々おのの一族に多くの死者と心の傷を残したまま停戦協定が結ばれた。

　どうやら藤見はその戦で大きな功績を挙げたらしく、その褒ほう美びとして東鬼の長おさである東とう条じよう家から、今の領地を与あたえられたとのこと。

　もちろん褒美だけでなく、当時一番被ひ害がいが少なく停戦に前向きでなかった南鬼を牽けん制せいするという任務も命じられたのだ。

　結局、それから今に至るまでの三百年間は停戦協定が守られたままだ。

　それなのに──

「森で遭そう遇ぐうした者も西鬼なのですか？」

　何故なぜ今ごろになって西鬼が怪しい行動を取るのか。そこが理解できず義正様達に尋ねた。

　俺や陽太と対たい峙じした、あの四人の忍にん者じやを思い浮かべて口にした俺の質問に答えてくれたのは、正人さんだ。

「捕つかまえた二人は篠崎の者達が詰きつ問もん中だ。だが相手は忍しのび……そう簡単には口を割らないだろう」

　正人さんの声が低くなり、形の良い眉まゆが中心に寄った。

　目的が分からないからこそ、注意しておかなくてはならないということなのか。

　確か、捕まえられた忍者二人は俺が城に着くより早く身み柄がらを引き渡わたされたと聞いた。

　俺が到とう着ちやくしてから、それなりの時間が経過している。にも拘かかわらず、正人さんの答えに目覚ましい変化がないのは、詰問とやらが難航している証しよう拠こだ。

　次に、篠崎の者と言われて脳裏に過よぎったのは、陽太と要さんだった。まだ、彼ら以外の人には会ったことがない。

　いくら広間には俺達親子だけが集まると言われたとしても、城内を迷子になって歩き回った俺と顔を合わせる機会は少なくなかったと思う。

　それでも遭遇できなかったのは、忍者の詰問を担当しているからということか。

　恐おそらく、俺と陽太がセットのように、義正様達にもペアになる篠崎の者が従っているはずだ。

　隆哉さんと要さんは、感情のまま動こうとする主あるじを従者がうまくサポートしている感じだった。隆哉さんが熱くなっても、冷静な要さんがストッパーの役割を担になう。それで二人が成り立っていると思った。

　そう考えると、各々の主従が揃そろった時が楽しみになってきた。この先いくらでも機会があるだろうが、早く会ってみたいなぁ、と俺は胸を弾はずませた。

　ちなみに俺と陽太の関係はアレだ。飼い主と犬的なアレ。我ながら的確な例えだよね！

　と、主従の組み合わせに期待している俺に誰だれかが気付くはずもなく。

　正人さんの言葉を引き継いだ隆哉さんと直哉さんが、妙みような話を始めた。

「忍がどこの者かは分からなくても、東鬼じゃないことだけは確かだよな。東鬼の忍には、藤見の地に侵しん入にゆうしても痛い目に遭あうだけだと知れ渡っているし」

「藤見が敷しいた罠わなや結界の仕し掛かけと同じくらい、度が過ぎた場合の篠崎の対応も有名だからな」

　相変わらず話題は篠崎のことだが、二人の会話の意味がよく分からない。

　罠や結界の部分は、森で俺がキョウ様の身体能力に助けられながら破ったもののことだ。けれど、何故そこに篠崎の名が出てくるのか。

　それではまるで、藤見が捕ほ獲かくした後に篠崎が曲くせ者ものを袋ふくろ叩だたきにするようじゃないか。

　だが俺の頭の中に、矢の毒に冒おかされた忍者の顔面へ躊躇ためらいもなく解げ毒どく剤ざいをぶっかける陽太の潔いさぎよさや、それを当然のように受け止める要さんの顔が過った。

　そう思ってしまった瞬しゆん間かん。人ひと懐なつっこい陽太と、物もの腰ごし柔やわらかで丁てい寧ねいな印象の強い要さんのイメージが、ガラガラと音を立てて崩くずれていく。

　いや、陽太は俺の着物を洗う仕事に夢中だから、忍者への詰問には参加していないはずだ。

　要さんも、忍者が連行されるのを俺達と一いつ緒しよに眺ながめていたので、頭数に入っていそうにない。

　となると、忍者達の拷ごうも……ゲフンゲフン。詰問を担当しているのは、陽太と要さん以外の人ということになる。

　その結果に行き着いた俺は、先さき程ほどまで弾んでいた気持ちが一転し、重石おもしを抱かかえたような気分になった。

　未いまだ顔を合わせたことのない、義正様と正人さんと直哉さんに従う篠崎の人を恐れて、ぶるぶると震ふるえる。

　放心状態の俺の耳には、篠崎の容よう赦しやのなさを面おも白しろおかしく話す親子の言葉が次から次へと入ってきた。

　それを、今にも口から魂たましいを吐はき出しそうな気持ちで流しながら、早く別の話題に移ってくれることを切に願ったのだった。







　そんな俺の祈いのりの甲斐かいあってか、視線が交差した義正様の興味が別のものへ移った。

「そういえば恭。隆哉から聞いたが、なかなか面白い得え物ものを持ち帰ったそうではないか」

　変えられた話題に、ついにこの質問がきてしまったか、と顔をしかめた。

　隆哉さんが余計な噂うわさを広めてくれたおかげで、俺の持つ刀が伝説級の代しろ物ものだと勘かん違ちがいされているのだ。

「あ、それ俺も聞きたかったんだ！」

「長らく武器の所有者など出ていないから、詳しく話してもらいたいな」

　隆哉さんが元気よく挙手し、直哉さんも興きよう味み津しん々しんだという目で俺の持つ刀を眺めてくる。

　どこか期待に満ちた声でそう言われ、胸に抱いだいた嫌いやな予感がぐんぐんと成長していく。

「お前は昔から藤見の伝承について調べていたからな。こうして己の武器を手にして戻もどった姿を目まの当たりにすると、旅に出たがっていた理由も頷うなずける」

　追い打ちをかけるように、正人さんも目元を緩ゆるめて言った。

　思い返してみれば、キョウ様の部屋にあった本ほん棚だなには古い書物がぎっしりと詰つまっていた。

　なるほど。単に勉強熱心なのだと思っていたのだけど、伝承に関する物だという統一性があったのか。

　正人さんの言うように、昔から自分だけの武器に興味があって調べていたなら、何らかの糸口を摑つかんでいても不思議ではない。

　同じ藤見の男として、その秘密を知りたいと思う彼らの気持ちも理解できる。

　けれど、それは少しズルイのではないだろうか。

　キョウ様は単独で五年もの歳月を旅していたのだ。きっと、その道中では辛つらいことや苦しいことが多くあったと思う。それを、身内だからという理由だけで詳しよう細さいを聞き出そうだなんて。俺がキョウ様なら、お断りだ。

　……いや、実際は伝承の刀ではなく、単なる飾かざりなんだけどね。まぁそれはさて置き。とにかく、虫が良すぎるという話だ。

「この刀について語ることは何もありません」

　両目に星を散らしつつ期待に胸を膨ふくらませている彼らに、俺はきっぱりと言い放った。

　気分は完全に、五年の苦しい修しゆ行ぎようの旅を終えてきた侍さむらいだ。拙せつ者しやの秘密、守り通してみせるでござる！

「もちろん、次期頭領になるつもりもないので候補から外して下さい」

　いつの間にか、和わ気き藹あい々あいとしていた会話が途と切ぎれていた。

　俺の言葉を受けて視線だけで何かを会話したらしい四人の目が俺に集まり、逃にげられない予感をひしひしと感じて一いつ瞬しゆん泣きたくなる。だが、その意思を覆くつがえすつもりはない。

　そんな俺の頑かたくなな態度に、隆哉さんが逸いち早はやく不満顔で文句を言い始めた。

「何だよ、少しくらい話してくれてもいいじゃねーか。あ、じゃあ触さわらせてくれよ。それなら問題ないだろう？」

「嫌です。自分以外の者に刀を触らせるなど、冗じよう談だんじゃない」

　足あ搔がいて意思表示はしつつも、旗色が悪いことは否いなめない。

　刀に触りたいだなんて、とんでもないことを言ってくれる。そんなことを許せば、伝承級の刀でないどころか、オモチャだと気付かれてしまうではないか。

　ぐぬぬ、といった様子で引き下がろうとしない隆哉さんを俺も負けじと睨にらみ返す。

「こら、言い争いは止めろ」

　そこに間を取り持つように正人さんが妥だ協きよう案を口にするが、結局は隆哉さんの味方だった。

「なぁ、恭。隆哉も大人になってるんだ。子供の頃ころと同じように、お気に入りの玩具おもちやを取り上げようとしているわけじゃない。一度触ふれれば満足すると思うから、貸してやってくれないか？」

　俺は正人さんの言葉に、まさにオモチャなんですよ、と胸の内で悪態をついた。

　ていうか、隆哉さんって昔からキョウ様のオモチャを奪うばったり、嫌がらせをしたりしていたのか。そりゃあ懐なつかれていないのも無理ない。

　正確な年ねん齢れいは分からないが、五つ以上歳が離はなれていることは確実だ。幼心による悪戯いたずらだったとしても、な、なんて酷ひどい子供だったんだ。

　悔くやしそうな表情で睨んでくる隆哉さんに、俺はナメクジを見つけたような一睨みを返してやった。もちろん、出来うる限りの嫌けん悪お感かんを込めて。隆哉さんの信しん頼らい度どが絶賛急降下中だった。

　バチバチと火花を散らすほどの睨み合いをする俺達を、正人さんが止めるべく言葉を選び、直哉さんが仲ちゆう裁さいの頃ころ合あいを見計る。

　しかし、それより早く口を開いたのは義正様だった。

「本人が拒こばむのであれば、それ以上無理強じいするのは止めよ」

　鶴つるの一声。まさにその表現が相応ふさわしいと思えるほど素す直なおに、隆哉さんが俺から視線を外した。

　父の言葉を遮さえぎってはならぬ。そんな家訓があるかのように、誰だれも義正様の邪魔にならないよう口を閉とざしていた。

　公平を装って妥協案を告げた正人さんと違ちがい、義正様は俺の味方かもしれない。末っ子には甘いという話は本当だったのだ。

　見た目は怖こわいが、義正様の心は広くて美しく澄すみ渡わたっているのだろう。敵ばかりではないのだと思い直した俺は、義正様に尊敬の眼まな差ざしを送った──のだが。

「刀については、いずれ明らかになろう。解かれた謎なぞは当人が口にせずとも、何処どこからか漏もれ出るものだ。恭の意図せぬ所で刀の力が試ためされる」

　前言撤てつ回かい。すっっっごく不ふ吉きつな予言をされたから、味方じゃない。







　何はともあれ、義正様の命令に従って刀の話は本当に打ち切りとなった。

　帰き還かんの挨あい拶さつも済み、刀の噂も追つい及きゆう者を拒きよ否ひすることでそれ以上の拡大を防いだ。だから、そろそろ退席させてもらえるのだと思い込んでいた。

　だが、その希望も義正様が何処かから取り出した巻物のせいで泡あわとなって消え失うせた。

　巻物の紐ひもを解き、中身を広げた義正様が書かれた内容を目で追っている。読み終えるまで待つのが常識なのか、三人の兄達はじっと義正様を見つめている。

　とりあえず、俺も真似まねをして三人と同じように義正様が次の言葉を紡つむぐのを待った。

　そして、義正様の口から次の言葉が告げられた瞬しゆん間かん、瞬またたく間に広間の空気が緊きん迫ぱくしたものへ変わった。

「東条から、見合いの話がきた」

　特に感情を出さずに言った義正様に、まずは眉まゆをハの字形に下げた正人さんが反応した。

「は、藤見に見合いを持ち掛かけるなど、随ずい分ぶんと思い切った決断をされましたね」

　短く息を吐いた後に続けた言葉は、どこか皮肉を含ふくんでいる。

「それだけ、東条も多くに迫せまられているのだろう」

　軽く鼻を鳴らして答えた義正様に、「どうするおつもりで？」と正人さんが義正様の考えを聞かせてくれるよう促うながした。

　固かた唾ずを吞のんで義正様の答えを待つ彼らの握にぎりこぶしに、力が入っているのが窺うかがえた。

　三人が気にしているのは、誰だれが見合いの話を受けるかだと思う。三人ともいい歳なのだから、親密な女性が一人くらい居てもおかしくない。

　そんな三人の様子を観察しながら、それほどまでに見合いは嫌なものなのか、と首を傾かしげた。

　まあ、これだけ男が揃そろっているのだ。こういった話は年齢順で回ってくるものなので、末っ子の俺は用無しに決まっている。

　長男の正人さんは藤見家を継つぐことが優先されると思うので、隆哉さんか直哉さんが抜ばつ擢てきされるかな？　なんて悠ゆう長ちように構えていた俺と、義正様の目がバッチリ合ってしまった。

「恭が戻ったのも、何かの縁えんかもしれぬな」

　あ、また嫌な予感がする。これは学校の授業中に教師と目が合い、問題を解かされる時と酷こく似じしている。

　他ほかの問題と比べて一つだけ難易度が高いとか、唯ゆい一いつ自信のない問題であるとか、そんな答えたくない時に限って当たるアレと同じだ。

「お前達の内の誰かを向かわせようと思っていたのだが、恭に任せよう」

　義正様の決断に、ほらやっぱりー！　と心の中で悲鳴をあげた。

　えっと、もしかして腹いせ？　俺が刀の話を拒んだから、意地悪で俺を選んだの？

　違うとは分かっていても、そんな言い掛がかりを付けたくなってしまった。

「お、俺より兄上達の方が適任なのではありませんか？」

　義正様の想定外の選せん択たくに、俺は慌あわてて自分が適任者でないと申し立てを行う。

「馬ば鹿かげたことを言う。五年も放ほう浪ろうしていたお前とは違い、兄達には重要な仕事を任せている。暇ひまなのはお前だけだ」

　そう言われると、反論の言葉がすぐに出てこなかった。

　二十代後半だと思われる兄達が、この厳格な義正様の下で遊び暮らしているわけがない。

　一番子供っぽい隆哉さんも、多くの人手を率いて森への侵しん入にゆう者を捕つかまえにきた。あれも藤見の地を守る、何らかの役職に就ついているからだ。

　それに比べて俺は、胸を張って言える予定も計画もない。本物のキョウ様を探すとか、現代に帰る方法を探すとかの目標はある。それでもやはり、夢物語だと馬鹿にされると決まっているため口にすることは憚はばかられた。

　でも俺には、命令されたから「はいそうですか」と素直に従う義理だってないのだ。

　そもそも俺は恋れん愛あい結けつ婚こん派だ。確かに見合いから始まる恋こいもあるが、明らかに政略結婚臭の漂ただようこの話に頷うなずけるほど現実主義者じゃない。

　本気で好きになった子と恋をして、愛情を二人で育てた上で生しよう涯がい愛し続けると誓ちかいたい。

　それに、見合いのため別の土地へ向かうということは、忍にん者じや達に追いかけ回された時と同じような目に遭あう可能性がぐんっと上がる。

　加えて、この身体からだの本来の持ち主であるキョウ様の意思を無視するのは嫌いやだった。姿形は同じかもしれないが、俺はキョウ様ではない。現代日本で生まれ育った一いつ般ぱん人だ。

「お断りします」

　刀の時と同じように拒きよ絶ぜつの言葉を口にすると、またもや全員の眼めが俺に集まった。視界の中で、義正様だけが目を細めていた。

「添そい遂とげる相手は自分で探します。見合いの話は藤見にとって光栄なことかもしれませんが、俺では何の期待にも応こたえられません。行くだけ無む駄だでしょうね」

　最後は少し、ムキになってしまったかもしれない。

　思いのほか大きな声になってしまった主張に自分で驚おどろいたが、すぐに表情を引き締しめて義正様から目を逸そらさないようにした。

「刀は見せぬ、触さわらせぬ、語らぬ。頭領は務める気がない。見合いにも出向かぬとは……随分と小生意気に育ったものよのぉ」

　義正様がそう言ったと同時に、ズン、と場の空気が一気に重くなった。

　視界の端はしに映った三人の兄達が、困っているような怒おこっているような微び妙みような表情をしているものだから、少し居た堪れなくなる。

「っ……頭領と見合いについては、己おのれの器うつわではないと申し上げているのです」

　だが刀の話も頭領の件も見合いのことも、どれも譲ゆずるわけにはいかないと気合いを入れ直す。

　それは決して退くことも下手へたを打つことも許されない、一大局面。

　──それから暫しばらく沈ちん黙もくが続いた後、先に言葉を発したのは義正様だった。

「ならば」

　今まで以上に低い声だ。そのただならぬ様子のまま、僅わずかに目を細めてこう続けた。

「それらを拒むと言うのならば、今から課す難事に応えてみせよ」

　脇わきに座している兄達も、居住まいを正し真しん剣けんな眼差しで俺の反応を待っている。

　きっと俺の顔には、苦く渋じゆうの表情が浮うかんでいると思う。難事という単語に、妙みような胸むな騒さわぎを覚えたからだ。

　だが答えが決まっていた俺は、それ以上迷わず頷く。それが、俺への課題の幕開けだった。







　いつの間にか、広間には狐きつねが点々と姿を現していた。その数は全部で四。

　一いつ匹ぴきは、上座に落ち着いている義正様の傍かたわらに。また一匹は、小さく溜ため息いきを吐ついた正人さんの隣となりに。残る二匹は隆哉さんと直哉さんの後ろに隠かくれて、顔だけを出して周りの様子を窺っている。

　狐は述べた順に身体が大きく、毛色の赤みが薄うすい。特に、義正様の傍そばに控ひかえている狐は大型犬より頼たよりがいのある雰ふん囲い気きを持っていた。

　二番目に大きな狐は、廊ろう下かまで俺と隆哉さん達を呼びに来た狐だ。こちらもやはり、普ふ通つうの狐に比べれば大おお柄がらだ。

　そして後の二匹の狐は、先の二匹に比べれば小さいが一般的な狐と同じくらいだと思った。どうやら、大きくなるに連れて毛の色が薄くなるようだ。

　確か、二番目の狐は長男である正人さんのカゲモノと呼ばれるペットだったはず。ということは、この一番大きな狐は義正様で、同じ大きさの二匹は隆哉さんと直哉さんのものだろう。

　しかし何故なぜ狐達が集合する必要があるのだろうか。

　この光景を目にすれば、その疑問を持つと予想していた義正様が言葉を続けた。

「お前はまだ影かげ獣ものと契けい約やくを結んでおらんので気付かぬであろう。影獣達の親である藤見の土と地ち神がみに異変が起こっているようだ」

　これまた聞き慣れない「とちがみ」という単語に反応し、眉み間けんにしわが寄ってしまった。

　カゲモノと違い、こちらはすぐに土地神という漢字に変換できたが、話の意図は分からないままだ。

　今度は俺の反応を逐ちく一いち確かく認にんするつもりがないのか、義正様の話が先へ先へと進んでいく。

「我ら藤見の男鬼は遥はるか昔から土地神の血を引く獣けものと契約を交かわしてきた。己の影にそれを住まわせその力を借りているからには、見過ごすことはできぬ」

　義正様の言葉から、カゲモノが影獣と書くのだとようやく理解できた。

　なるほど、影に住む獣……だから影獣か。

「影獣と土地神、異変……」

　相あい槌づちも不十分なまま、何とかキーワードらしき言葉だけを復唱した。

　義正様の話を俺なりに分かりやすくしてみると、狐の親の様子を見に行って、何かあったらお手伝いをしておいで、ということになった。

　ふむ、動物は好きだから世話をすることを苦だとは思わない。むしろ楽勝だと思った。

「それを解決できれば、今回の話を無かったことにして下さるのですね？」

「お前が藤見の地の役に立とうものなら、考え直そう」

　頭領候補の見直しと見合いの話を白紙に戻もどして欲しいと念を押し、義正様の答えを頭にインプットしてから心の中に浮かんだ質問を一つ。

「陽太を連れて行きたいのですが、宜よろしいでしょうか」

「構わん、あれはお前の従者だ。来るなと言っても後を追ってくる」

　良かった、陽太の同行はオッケーのようだ。

　彼に影獣や土地神について詳くわしく尋たずねようと決め、俺は一度深く頭を下げてから広間を後にした。

「すぐに出立するように。時は一刻を争っている」

　そんな俺を見送った彼らの思おも惑わくなど、知らぬまま──
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　それから、暫くして。

　藤見家の末の息子むすこである恭が退室した後も、頭領の義正、長男の正人、次男・三男の隆哉と直哉は腰こしを上げなかった。

　頭領が去るまで動いてはならないという決まりがあるわけではなく、残るよう命令されたわけでもない。彼らは皆みな、思うところがあって場に残っていたのだ。

「父上も人が悪い。土地神のもとへ向かわせる理由ならいくらでもありましょう」

　呆あきれたように肩かたを竦すくめながら、長男の正人が聞いた。

「土地神様のご機き嫌げんが悪くなる原因もご存知なのに、何故このようなことを？」

「恭に影獣と契約を結ばせるためであれば、時が満ちた時に土地神様からお声が掛かかります」

　姿を消した弟に対した砕くだけたものではなく、父への敬意が払はらわれた丁てい寧ねいな口調で同じ顔をした双ふた子ごの息子達も続いた。

　そんな問いに、義正はフンと鼻を鳴らして答えた。

「今の恭では東条の地に向かうことを許可できぬ。恥はじを晒さらしに行くようなものだ」

　実は、護衛の獣として契約を結んでいる影獣の狐達から感じ取った「異変」の原因については、既すでに彼らの中で結論が出ていた。

　様子を見に行こうとは思っていたが、ここ最近別件で立て込んでいたため誰だれも時間を作れなかったのだ。

　そんな時に、五年ぶりに末の息子が帰き還かんした。

　一番成長する時期にその姿を見届けることが敵わなかったのは残念だったが、久ひさ方かた振ぶりに目にした末っ子は想像していた以上に立派な青年になっていた。

　良い機会だと、腕うで試だめしの意味も込めて義正は恭を土地神のもとへ行かせることにした。

　藤見の男鬼なら土地神の血を引く獣と契約をするのが当然だ。本来ならば不在だった五年の間に獣を選んで契約を結んでいるはずだった。

　まあ、少し時期が遅おそくなっただけで契約の場に向かったことには変わりない。

　旨うまくいけば、再びこの城へ戻ってくる頃ころには恭の影かげにも獣が住み着いているだろう。

　これから先、時間は十分にある。旅の話を徐じよ々じよに聞き出すことも、刀の秘密を少しずつ暴あばくことも、契約した影獣の扱あつかい方を教えてやることも、これからは自由にできるのだ。

「それにしても、恭が次期頭領候補とは……くくっ、一体どこからそのような話を聞き入れたのでしょう？」

「ぷぷっ！　そりゃあ、恭の帰還に大喜びした陽太が噂うわさを全部報告したんじゃないか？」

　同じ顔をした双子の言葉は、我が慢まんし切れなかった笑いを含ふくんでいる。

　そんな二人を見やるのも、これまた似た容姿をした親子だった。

「如何いかが致いたしましょう、父上。次期頭領の座を弟と争うことになっているようです」

「争うことは別に構わぬが……あれほどまでに拒こばまれると、現頭領の身としては複雑だな」

　ケラケラと笑っている隆哉と直哉に釣つられ、難しい顔をしていた義正と正人も身体からだからフッと力を抜ぬいて楽にする。

　その胸の内で思うのは、暫くは末っ子に掛かり切りになりそうだな、という期待。

　義正は自分と同じことを考えているであろう三人の息子達と共に、末の息子を思って顔を綻ほころばせあった。
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　見合いを回かい避ひするための課題を告げられた後、自室に戻ろうと城の中を歩き回った。

　言っておくが迷子ではない。今回は城の構造を把は握あくするために探たん索さくしているのだ。迷子じゃないからな。だから違ちがうってば。

　その道中、明るい陽ひが降り注ぐ庭で三み毛け猫ねこをかまっている陽太を見つけた。

　素っ気なく寝ね返がえりを打っている猫の背や頭を撫なでていた彼だが、すぐに俺に気付いて顔を上げる。その拍ひよう子しに、猫が駆かけて見えなくなった。

　猫の後ろ姿を眺ながめていた俺の前に、陽太が嬉うれしそうな顔で近づいてくる。

「義正様達とのお話は、もうお済みなのですか？」

「ああ。陽太も洗せん濯たくが終わった後のようだな」

　仄ほのかに香かおる石せつ鹼けんの匂においは、洗濯場で着物を洗っていたのだと証明していた。

　笑えみを深めることで俺の問いを肯こう定ていした陽太は、ふいに自分の着物の袖そで口ぐちをゴソゴソと漁あさったあと、紙の束らしき物を差し出してきた。特に何の疑いもせず、俺はそれを受け取った。

　服や刀のように、これも俺がキョウ様から借りていることになる代しろ物ものだと思ったからだ。

　現代で使用していた紙し幣へいと同じくらいの大きさと質感の白い紙に、赤や黒の墨すみで何やら奇き妙みような模様が描えがかれている。

　子供の悪戯いたずら書がきにしては精度の高いそれが何なのか、サッパリだ。

「お着物から術式の描かれた符が出てきました。お返し致します」

　けれど、その疑問は目の前の陽太が容易たやすく解決してくれた。

　符と聞いて浮うかんだのは、お寺や神社で売られている魔ま除よけのものや、テレビでお化け特集を見た時に映っていた、心しん霊れいスポットに貼り巡めぐらされたそれ。

　あとは、数年前に映画で見た陰おん陽みよう師じと呼ばれる呪じゆ術じゆつ師しがそれを使って「悪あく霊りよう退散！」と言いながら妖よう怪かいや悪役を倒たおしているシーンだ。

　お化け関係は怖こわいのでお断りだが、陰陽師のようにこの紙に何か呪文を唱えれば、火の玉が飛び出したり、雷かみなりが走って敵を打ち負かしたりするのであれば、実際に見てみたいと思った。

　この世界には、ファンタジーでよくある魔ま法ほうに近いものがあるのかと、密ひそかに心を躍おどらせる。

　そんな俺の手にある符の束を見ながら、陽太が悔くやしそうな声を漏もらした。

「それにしても、随ずい分ぶんと難しい符ですね。読み解くのに時間が掛かってしまいました」

「へぇ、これの意味が分かったのか。扱えるか？」

「うーん……、三種類ある符の中でオレが扱えそうなのは一種類だけですね。あっ、でも苦手だった鬼き道どう術じゆつは使えるようになったのですよ！」

　一いつ瞬しゆん曇くもらせた表情をすぐに明るいものに変えた陽太は、きどうじゅつ？　とやらを使うため胸の前で両手を合わせた。

　次に長い指同士が組まれたと思えば、それが一定の速さで次々と組み替かえられていく。

　そしてポポポポンッと可愛かわいらしい音を立てて、陽太と俺を取り囲むように小さな炎ほのおが幾いくつも現れた。鬼おに火びと呼ばれるお化け屋や敷しきで定番の物を、ぐっとファンシーにした感じだ。

　何だか鬼っぽい！　とテンションの上がった俺は浮かんでいる鬼火を指先で追う。

　そんな俺の反応に、陽太が得意げに胸を張って解説を始めた。

「ふふふ、よくできているでしょう？　見た目は小さな炎ですが、上位鬼道術の一種を改良した術なので軽く触ふれるだけで大火傷やけどです！」

　あっぶねぇぇぇ、好こう奇き心しんに任せて触さわるところだった!!

　そういうことはもっと早く言ってくれないかな!?　あと三秒遅ければ触ってたんですけど！

「な、なかなか工く夫ふうを凝こらした術だな」

「ありがとうございます！　こういった見目が強そうでない術は敵を油断させやすいので色々と改良を加えて強力なものにしています。体力を多く消費してしまうのが難点ですが、最近やっと使い慣れてきました」

　あはは、直訳すると「見た目はキュートだけど実はエグイ術を好んで愛用している」ってことだよね？　何この子ちょっと怖い。

　ニコニコと指先で可愛らしい炎を操あやつる陽太に潜ひそむ残ざん忍にん……げふん。おちゃめな部分を見つけた俺は、乾かわいた笑いをもう一度漏らした。

　きどうじゅつ……えっと、鬼が使う魔法や魔道みたいだから、鬼道術でいいのかな？　それの仕組みは謎なぞだけど、陽太のおかげで見た目に騙だまされてはいけないということはよく理解できた。

　とりあえず、話を戻もどそう。

　先さき程ほど、符が三種類あると陽太が言ったので確かく認にんしてみると、確かに描かれた模様の違う札が三種類あった。

　符の束は三種類の模様の違うものが五枚、五枚、三枚の順で重なっており、最後に白紙の二枚が予備としてある状態だ。

　陽太が使った術の例もあるので、効力が分からないまま持ち歩くのは少し躊躇ためらわれる。

「陽太はこの符の効力を俺に説明できるか？」

　ピンと閃ひらめいたのが、クイズ形式にして陽太から答えを聞き出すことだ。

　符を返してきた時に、読み解いたとか何とか言っていたから回答に期待できる。
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「そうですね……。保身の式に反はん撃げきの上位鬼道術が組み込まれているようですから、不ふ意い討うち対策でしょうか」

　思おも惑わく通り、陽太は符について解説しながら解答を口にした。だがその説明を聞いた俺は、単なる紙切れの便利さに舌を巻きそうになった。

　説明によると、この符は攻こう撃げきを受けた時に一発無効にしてくれた上で加害者に反撃するのだ。

　直接その効力を目にすることは無かったが、森で忍にん者じやに襲おそわれた時はその機会が巡っていたのだろう。

　忍者達に対して発動しなかったのは、何だかんだで俺が攻撃を一度も受けていないからだ。

　キョウ様の感覚と身体能力もあり、手しゆ裏り剣けんは全すべて避よけた。苦く無ないで刺さされそうになった時は、陽太の矢がそれを阻はばんでくれた。

　仮にそれがなかったとしても、怪け我がをしないための対策が用意されていたということか。

　キョウ様の用よう意い周しゆう到とうさに感心しながら、俺は符の束をペラペラと捲めくった。すると、今しがた陽太が説明してくれたものとは別の模様が描かれた符に変わった。

　それに気付いた陽太が、待ってましたとばかりに、次の符の説明を口にする。

「そちらは結界札の一種ですよね。物理的な被ひ害がいを極限まで抑おさえ、鬼道術での損傷もほぼ無効とは素す晴ばらしい！　恭様の符を見ていると、隆哉様の符が子供の落書きに見えてきます」

　……おま、その台詞せりふを絶対本人の前で言うんじゃねーぞ。すっごく良い笑顔で言ってるけど、それ失礼以外の何物でもないからな。

　それにしても、キョウ様は随分と高性能な符を持ち歩いてたんだな。おこぼれに与あずかる身としては助かるが、万が一にも勝手に消費した場合が少し心配だ。後で使用料を請せい求きゆうされないだろうか。

　不安を抱かかえながら続けて符を捲っていると、また模様が別のものになった。

　この符についても、同じように陽太が説明してくれると思っていた。が、眉まゆをハの字形にした陽太は首を横に振ふる。

「申し訳ありません、恭様。この符の効力は読み解くことができませんでした」

　残念そうに口を開いた陽太は、少し落ち込んでいるようだ。

　俺なんて一種類も分からなかったんだ。自信持っていいんじゃないか？　なんて安易な励はげましを口にしようとするが、ちょうど別の物に目を奪うばわれた。

　他ほかの符と違い、白紙のものが二枚あるのだ。予備か何かだろうか。

「使用済みの符も一いつ緒しよにお持ちだったので、捨てずに取っておきました」

　すぐに陽太の言葉を耳にして、それが間ま違ちがいだと分かった。

　ああ、数が中ちゆう途と半はん端ぱな理由は使用済みだったからか。ふむふむ、使用後は符が白紙になる仕し掛かけなんだな。

　単純に考えると、三種類の符を五枚ずつ持っていて、効力の不明な符を二枚使った後という計算になる。

　きっとこの使用済みのものは、キョウ様が何かのタイミングで使ったのだろう。こうして怪我もなく健康体である姿から、残りの符を持っていても危険ではないと分かる。

　まぁ、効力が不明なのは少し気になるが、忍者の一件もあったので念のため持っていて損はないはずだ。

　そう結論付けた俺は、最初の五枚、次の五枚、最後の三枚からそれぞれ一枚ずつ符を抜ぬき取り、それを陽太に差し出した。

　陽太は俺の行動が意外だったようで、符と俺を交こう互ごに見て目を丸くしている。

「これ、もしかしてオレにくださるのですか？」

「ああ。同じ符を持ってくれていれば俺も安心だ」

「恭様っ、そんなに心配して頂けるなんて……。結界術以外の符は使いこなせないかもしれませんが、後生大事に取っておきます！　ど、どこに保管しましょう？」

　いや、多分それって使ってこそ意味のある物だから、保管せず所有してくれ。

　それに何か激しく誤解しているみたいだから言っておくけど、俺が陽太に符を渡わたしたのは、キョウ様からの使用料の取り立てを軽減するためだ。陽太も同じものを持っているのだから、支し払はらいは割わり勘かんで宜よろしく。

　あと、効力の分からない怪あやしい符についても似たような理由だ。ふはは、危険な符だったら困るので陽太も道連れだ。

　何だか、自覚していたよりずっと自分がどうしようもない人間に思えるが、背に腹は代えられない。

　外げ道どうな考えを顔に出さないよう注意し、手にしていた符を適当に分けて着物の合わせ目や袖そでへ突つっ込んでおいた。

　それを見ていた陽太も、真似まねるようにして着物の中へ符を仕し舞まい込む。乱雑な俺とは違ちがい、符のある場所を大事そうに触れた陽太の手はとても丁てい寧ねいだった。

　その場所を何度か撫なでていた陽太だが、一呼吸置いてから本来の仕事である従者としての役目を果たすべく、口を開いた。

「この後は如何いかがなさいますか？　お部屋でお休みになられるのでしたら、お茶をお持ちしますが」

「残念だが、すぐに土地神のもとへ向かうことになった」

　俺の答えに、陽太が目をぱちぱちさせて首を傾かしげる。

　広間での取り決めを一通り説明した方が良いだろうか、と溜ため息いきをついて空を仰あおぐ。いつの間にか陽ひも真上を通過し終わっている。あと数時間後には、空の青に朱しゆ色いろが混じり始めるだろう。

　急いだ方が良さそうだ、と思った俺は視線を戻して陽太に言った。

「詳くわしくは道中で話す。陽太も一緒に来てくれないか」

「はい、ご一いつ緒しよ致いたします！」

「じゃあ、俺は待っているから出で掛かける準備をしてこい」

「えっ!?　そ、そんな、お待ち頂くなど……！　恭様が裏門に向かわれている間に準備を済ませて追いつきますので、お先に──」

「俺は、ここで、待っている」

　一言ごとに区切り、一つ前の言葉と同じものを繰くり返した。大事なことは二回言っておかないとな。

　俺がこう言ったのには理由がある。運よく陽太に会えたのに、今いま更さら「待ち合わせをしましょう」などと言われては堪たまらないからだ。

　それに、陽太は俺が向かう場所を城門ではなく「裏門」と言った。つまり、土地神を訪ねるには俺が未いまだ足を運んだことのない場所を通る。

　だから尚なお更さら、ここで陽太を待って案内してもらう必要があった。そう、もう迷子は嫌いや──じゃなくて、探たん索さくは必要ないのだ。

「い、急いで準備をしてきます!!」

　そんな俺の言葉を受け、陽太は大おお慌あわてでその場から離はなれた。

　そして、ちょうど一分後。弓矢と大量の矢が入った矢や筒づつを背に、二本の短めの刀を帯に差した姿で陽太が戻もどってきた。

　キリリと表情を引き締しめて、「お待たせしました！」と元気に言う陽太を眺ながめ、俺は思った。

　え、あの、そんなに大量の武器が必要な場所に行くの？　と。

　見合い云うん々ぬんの話を放ほうり出して、全力で逃にげ出してしまいたくなったのは仕方がないと思う。

　懐ふところと袖に仕舞い込んだ符の使用料をキョウ様に取り立てられるのは、案外すぐかもしれない。







　城の裏門から出て少し歩くと、真まっ直すぐに延びていた道が途と中ちゆうで左右に分かれていた。

　陽太の案内によると、土地神が住むという森は左手側のようだ。残る右手側の道は神社に続いているらしい。

　森へ向かう道中、俺は宣言していた通り、広間で交かわされた話の内容をかいつまんで説明した。

　と言っても、俺には意味が分からない単語や目的が多くあるので、その度たびに陽太の意見を聞くような会話になった。

　無知であることのボロが出ないよう注意するのは気き疲づかれするが、俺と会話できるだけで喜ぶ陽太は気軽に答えを口にしてくれる。

「恐おそらくですが、義正様達は恭様の影かげ獣ものについてもお考えなのではありませんか？」

「俺の影獣？　土地神の異変を調査することが、か？」

「はい。影獣は契けい約やく者の身の安全を守る、言わば護衛です。藤見の鬼おにだからという建前もあると思いますが、恭様の身を案じていらっしゃるのですよ。それに、もし本当に土地神に大きな異変が起こっているのであれば、命令を下すより先に誰だれかが調査へ向かっているはずです」

　見合いを回かい避ひするための条件や、面めん倒どう事に対する使いっ走りだと思っていたのだが、陽太の解かい釈しやくは違っているらしい。

　確かに、陽太の言葉は正論だと思った。

　かくいう俺も、土地神の異変という重大そうな件に、誰も出向こうとしないことが気になっていたのだ。

　常識的に考えれば、最優先して多人数で調査に向かってもおかしくない。それが何故なぜか、俺と陽太の二人きり。

　陽太の言う通り、藤見の血を引く男なのに影獣と契約していない点は、マイナス要素なのだろう。だから義正様達は俺を土地神のもとへ向かわせたのだ。

「そういうことか。なら、俺と陽太の二人だけというのも理解できる」

「そうですね。ですが、人員を割さく余よ裕ゆうがなかった、とお答えするのも正しいのです」

「どういう意味だ？」

「昨晩の大雨が原因で、山沿いの道が土ど砂しやで埋うまってしまったのです。町や農家の男手が作業にあたっておりますが、本日中に終わるのは難しいかと。それと、城仕えの者達は……」

　そこまで口にして、陽太が声をつまらせた。曇くもらせた顔には警けい戒かいの表情も浮うかんでいる。

　何か気を許せない理由があるのかと考えると、逃とう亡ぼうした忍にん者じや達のことが俺の脳裏に過よぎった。

「忍者の追つい跡せきか」

　思わず低くなった声でそう尋たずねると、陽太は悲ひ壮そうな面おも持もちで頷うなずいた。

「はい。実は、藤見の地に潜ひそんでいた忍しのびはあの四名だけではありません。小隊を成し、藤見の至る所で目もく撃げきされております」

　尚なおも陽太は言葉を続けた。

「奇き妙みようなことに、里の者に手を出してくる様子はありません。何かを探しているようだとは感じているのですが、城に侵しん入にゆうする気配もなく……」

　歯切れの悪い言葉の先は、憶おく測そくばかりが飛び交かっていて続かないようだ。

　この様子からするに、里に侵入している忍者達の捜そう索さくも思うように運んでいない。だから余計に、義正様達は俺と陽太の他に人員を割かず、尚なお且かつ影獣という存在で俺の安全を確保しようとしてくれたのだ。

　まったく、回りくどいにも程ほどがある。それならそうと言ってくれれば、俺も反はん抗こう的な態度を取らなかったのに。

　影獣と契約をして来い、と言われただけなら俺も喜んで首を縦に振ふった。

　影獣が「契約者の影かげに住む護衛」だと知ってから、俺も欲しくて堪らなくなっているのだ。

　広間に揃そろった狐きつねを見て、とても賢かしこいペットだと思っていた。しかしその正体は影に身を潜め、契約者の危機に颯さつ爽そうと現れる護衛獣だったなんて。か、格好良すぎる……。

　旨うまくいけば、俺も自分の影に狐を飼うことができるかもしれない。

　そんな淡あわい期待をうっとりと抱いだきながら、会話を続けた。

「土地神と影獣のことはよく分かった。見合いのことも関係なかったんだな」

「恭様のお話をお聞きする限りでは、売り言葉に買い言葉だったのかもしれませんね。ご心配なさらずとも、見合いの話は義正様が東条に断っていると思います」

　当然のように言い切った陽太の目は、それが疑いようのない事実だと物語っていた。

　確かに義正様とは言い合いをしたので、売り言葉云々の部分には思い当たることがいくつもある。だが、見合いを断る理由については何も分からなかった。

　そんな俺を置き去りにしたまま、陽太は一つの昔話を口にした。

「思えば、東条との問題は大昔の戦いくさの時から繫つながっているのですね──」

　その昔話は、藤見と篠崎が深く関かかわっているものだった。




　今から約三百年前、東西南北に分かれている鬼一族の間で大きな戦があった。

　鬼一族で一番の数を誇ほこり、好戦的な性格をした者が多い南鬼。

　他ほかの鬼一族に比べると少数だが、鬼道術の扱あつかいや守りに長たけた北鬼。

　個々の能力が高く、自分達が全すべての鬼を統すべるべきだと考えていた西鬼。

　そして、西鬼と同じくらいの能力を持つが、その考えに賛同できなかった東鬼。

　それらの鬼一族の考え方や在り方、暮らし方や生き様……多くの物が食くい違ちがい、すれ違い、誤解を生んで大きな戦が始まった。

　それは数年をかけて激化と沈ちん静せい化を繰り返し、多くの不幸と悲しみを生みながら変化していった。

　戦に終しゆう止し符ふが打たれる頃ころには、いつの間にか西鬼と東鬼の決戦となっていた。

　南鬼は決着後に満身創そう痍いであろう勝者の一族を蹴け散ちらすために機会を窺うかがい、北鬼は守りを固めた状態で一足早く戦の傷を癒いやしながら静観を貫つらぬいていた。

　そしてその戦が終わった時、後世に語り継つがれるほどの功績を残したのが、当時の藤見家頭領とその従者の篠崎だった。

　西鬼と激しい交戦を繰くり返した東鬼だったが、次し第だいに西鬼の勢いに圧おされ始め戦せん況きようは世辞にも喜ばしい状態だと言えなかった。

　あと一戦交えれば、その場に勝ち残っているのは西鬼であろう。誰もが西鬼の勝利と東鬼の敗北を確信した時、東鬼のとある鬼が西鬼の首領である西さい条じようと相あい討うちへ持ち込んだ。

　命こそ奪うばえなかったものの、双そう方ほう共に先の戦に出られぬほどの重傷を負った。

　将を失った西鬼は統とう率そつが乱れ、南鬼の付け入る隙すきを多く与あたえた。同じくその隙を突ついたのも東鬼で、それは南鬼が動くより少しだけ早かった。

　東鬼の提案により、東西南北の鬼達の間で戦の傷を癒すための停戦協定が結ばれた。その協定があるからこそ、今こうして均きん衡こうを保ったまま後世の鬼達が暮らしているのだった。

　そう、東鬼一族にとって藤見は英えい雄ゆう。篠崎という藤見に劣おとらず能力の高い鬼を従者とし、いくつもの戦を敗北の危機から救ってきた猛者もさ。

　功績として東条に与えられた領地に居住まいを移した後も、英雄の面おも影かげを追うものは後を絶たなかった。

　藤見と篠崎は、東鬼の未来を繫いだ英雄と、その従者として注目を集める存在である──




「──それがこうして今に至るのですが、現実は藤見にも我ら篠崎にも非情です」

　そこまで陽太が語り切った後、俺は確かく認にんするように口を開いた。

「つまり陽太は、藤見が英雄の血を引いているから見合いをしない、と言いたいんだな？」

「はい。英雄である藤見の血を欲ほつする者は少なくありません。だからこそ、藤見も東条も血が混ざるのを拒こばむのです。血が一つになってしまえば、東条より藤見が力を持ってしまうと思う者も多いでしょう」

　きっぱりと言い放った陽太の言葉で、見合いを断る理由が分かってきた。

　きっと、藤見が西鬼との戦いを終結させ停戦へ導いたことで、東鬼で誰よりも注目を集める存在になってしまったのだ。

　決戦の相手は西鬼の長おさだった、西条。だが東鬼は、一族を統すべる東条でなく藤見が戦った。至し極ごく簡単に言ってしまえば、東条より藤見の方が目立ったということだ。

「藤見と篠崎にその意思がなくとも、他の鬼達は藤見を称たたえます。事実、英雄とその従者に多くの賞賛が集まったと聞きました」

　それは、東条にとって面白くないと思う部分もあったのかもしれない。

　たとえ東条が心から藤見を褒ほめたとしても、心無い者が余計な噂うわさを流すことだってある。

　藤見が目立ったことを良く思わない輩やからがゼロだったとも言い切れない。噂や憶測は時として人の心を大きく搔かき乱してしまうものだ。

　昔、学校の席せき替がえで窓側の一番後ろの席に二度続けてなったことがある。

　くじ引きで決めた公平なものだったのに、比ひ較かく的てき初めの方にくじを引いたことで妬ねたんだ者から不正をしたのではないかと疑われた。

　もちろん俺は不正なんてしていないし、確率は低くても同じ席を二度続けて引き当てる可能性があるのも分かっている。

　しかし、その時に向けられた疑いの眼まな差ざしが酷ひどく悲しかったのだ。だからそれ以降、俺は多くの者が羨うらやむその席が嫌きらいになってしまった。

　まぁ、少し問題の大きさが違うが、一度疑いを持ってしまえば良く映っていたものも濁にごりを帯びてくるという点では似ている。

「東条が藤見にこの地を与えたのも、南鬼との相討ちを狙ねらって──」

「そう噂され、鬼達が東条への不信感を募つのらせたのも事実です。だから、藤見は皆みな々みなの前で東条に臣下である誓ちかいを立て、東条より上に立つ意思がないと宣言したのです」

　俺の言葉を引き継いだ陽太により、足元の気温が一気に下がった気がした。どうやら陽太は少し感情的になっているようだ。

　興奮して苦い顔をしている陽太の肩かたを二、三度叩たたいて落ち着かせてやる。その片手間で考えるのは、義正様との会話だ。

　やはり、見合いの話は俺を土地神のもとへ差し向けるための口実に過ぎない。俺を心配してくれた、顔が怖こわくても優やさしい人に次に会った時はお礼を言おうと決める。

　だが、まだ問題は一つ残っている。頭領候補についてだ。

　この問題を回かい避ひするためにも、何とかして土地神の血を引く獣と影かげ獣ものの契けい約やくを結ばなくては。

　そう考えながら森の中を進んで行った。

　程なくして見えてきた森の入口の前に陽太と並び立ち、俺は気合いを入れ直して力強く森に入るための一歩を踏ふみ出した。

　この後、自分の身に何が起こるのかも知らず──
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　同刻、土地神の森に暗あん躍やくする黒い影が複数あった。

　風が吹ふき抜ぬけるように速く動くが、生まれる音は草葉が微かすかに揺ゆれる程度。そんな洗練された動きをする影の主──藤見に侵しん入にゆうした忍にん者じや達が、集団を率いる立場にある忍しのび頭がしらの指示で一カ所に集まった。

　彼らの風ふう貌ぼうは、黒の忍装束に頭部には頭ず巾きん。顔には口布をあてて素す顔がおを晒さらさないように、と統一されている。

　もちろん、集まると言っても身を寄せ合う形ではない。彼らは、咄とつ嗟さに戦せん闘とうや逃とう走そうに行動を移せる距きよ離りを各自で取っていた。

　忍者は外部に情報が漏もれるのを防ぐため、仲間内での会話を矢や羽ば音ねと呼ばれる音の暗号で行う。場に集まった忍者達の耳にも、忍頭の飛ばした矢羽音が入った。

　内容はこれから向かう目的地と、行動について。端たん的てきにそれを伝えた忍頭が最後に「散！」と矢羽音で合図した後、集まっていた忍者達はその場から消えた。

　否いな、未いまだそこには二つの影が残っていた。

　一つは、矢羽音で指示を出した忍頭。だがもう一人は、統一されているはずの装いとは違って頭巾や口布を取り去った男だった。

　男は太い木の枝の上に立ち、幹にその身体からだを預けて目を瞑つぶっている。忍頭の視線を受けても尚なお、その場から離はなれようとしない男は何を考えているのか。

「貴様、私の指示を聞いていなかったのか」

　苛いら立だったような忍頭の声が、男に投げられた。矢羽音を使わないのは、男がそれを理解できていない可能性もあると思ったからだ。

　しかし忍頭の配はい慮りよも何のその。男は閉じていた目を薄うすく開いた後、フンと鼻を鳴らして小こ馬ば鹿かにしたような態度を取った。

　その様子から、この男が他ほかの忍者達と違ちがって忍頭に従う立場でないのが分かる。現に、男は他の忍者達と同じ里や組織の出身ではなかった。

　協力する気もなければ、従う気もない。雇やとい主が同じなので仕方なく同どう胞ほうと位置づけているが、本心からはそう思っていないのだ。

　男にとって、忍者達は任務を完かん遂すいするための駒こまの一つだった。同様に、忍頭にとってこの男も利用するだけの存在だ。互たがいにいけ好かない相手だと思っているのは理解している。

「ここで意味もなく一戦交える気か」

「ククッ、それも一興だが……今は止めておこう」

　暫しばし、一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れたが、睨にらみ合いを止めて男は視線を逸そらした。

　その口から紡つむがれたのは、先さき程ほど忍頭が尋たずねたことへの返答だ。

「目指すべき地は、土地神とやらが住まう場所。矢羽音の指示は理解できている」

　矢羽音で伝えられた機密事じ項こうを口にされ、忍頭はムッと眉まゆをつり上げる。だが、これ以上時間を無む駄だにするべきではないと思い直し、咎とがめる言葉を飲み込んだ。

「ならば、貴様は黙だまって結界と〝彼奴きやつ〟への捕ほ縛ばくの準備を怠おこたるな」

　それでも念を押すのは、この任務での男の役割だ。

　諜ちよう報ほうや戦闘を得意とする忍者達とは違い、この男は鬼道術と呼ばれる呪じゆ術じゆつの腕うでが立つ。

　忍頭は、それを買われて今回の任務に同行を命じられたのだと踏んでいた。事実、この男無くしては任務の完遂は難しい。

　これが自分の部下であれば容よう赦しやなく切り捨てているのだが、今はその時でない。任務が終われば、どうなるかは分からないが。

　その時に思いを馳はせ、忍頭は男の前から姿を消した。向かうのは、藤見の土地神のもと。




　忍頭が消えた後、木の幹から身体を離した男は音もなく地面に降り立ち、面めん倒どうそうな動作で印を組んだ。

　素早く指を組み替かえて目を瞑ると、その身体から紫むらさき色いろの霧きりが吹き出し、生ぬるい風に乗って森中へ広がっていく。

　発動させたのは、森と外部とを遮しや断だんする結界術の一つ。これから事を荒あら立だてようとする男達にとって非常に都合の良い術だった。

　そこでふと、男が目を開いた。森の中に自分たち以外の何者かが既すでに入り込んでいることに気付いたからだ。

「若いネズミが二匹ひき。……運のない奴やつ等だ」

　完全に術を掛かけ終えた男が呟つぶやいた言葉を、二匹のネズミ──恭と陽太が気付くはずもなかった。
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　森の中を進んで少しすると、風が出てきた。草や葉が風になびき、深緑がザワザワと揺れる。

　俺が最初に佇たたずんでいた森と比べると、土地神が住むというだけあって、どこか神聖な空気が漂ただよっているように思えた。

　葉を茂しげらせた木々の影につつまれて、森しん閑かんとしている。

　ぼんやりと森の中を歩いている最中、鋭するどく響ひびいた鳥の声に何度も意識を呼び戻もどされる。

「この森には隆哉様達の仕し掛かけた罠わながなく歩きやすいので、うっかり気を抜いてしまいそうになりますね」

「気が抜けない？　何故なぜだ？」

「恭様ほどの方なら大だい丈じよう夫ぶかもしれませんが、森には侵入者を迷わせる術が掛けられているのですよ」

「……ちなみに、迷った者の末路はどうなる」

「土地神様は慈じ悲ひ深い方なので、入口まで侵入者を戻すだけですよ。まぁ、体力と精神の限界まで森を彷徨さまよい歩かせた後にですが」

　わーぉ。ただ陽太の後を付いて歩いてたけど、そんな仕掛けがあったなんて驚おどろきだ。

　もしかすると、俺が感じていた「ぼんやり」とした感覚は迷わせる術の一つだったのだろうか。

　森へもう一度入ろうという気力を削そいでの追い出しに、二度目を試みる者は滅めつ多たにいないらしい。

　そうならないためにも、気を引き締しめて前を歩く陽太の後を必死で追いかけた。







　小一時間ほど歩き続けた後、俺達はようやく少し視界が開けた場所に到とう着ちやくした。

　奥に一本の大木があり、そこへ続く道は一定の長さまでしか伸のびていない草が生えているだけ。

　大木の奥には更さらに森が深く続いているように見えるが、俺達側にある一番近い木とは約十メートルほどの距離があった。

　その大木──ご神木と言えば良いのか。その神木に近づいて調べてみると、根本がくり抜ぬかれ空くう洞どうになっていることに気付いた。

　空洞の入口は狭せまいので、まずは俺が中を覗のぞき込んでみることにする。どこからか光が届いているのか、特に広くない幹の中は思っていた以上に明るかった。

　その空洞の最さい奥おうに、俺達の目的である土地神様とやらは居た。

　神木の幹の奥から目を光らせて俺を見ているのは、大人を一人くらいなら乗せることができそうなほど大きな狐きつねだ。

　耳と尻尾しつぽにうすい朱しゆ色いろが残っているだけで、他の毛は全すべて白。広間で見た義正様の影かげ獣ものより圧あつ倒とう的に白の比率が多い。

　更に大きく違うのは、この土地神と称しようされる狐の顔には赤い模様があることだ。それにより、神秘的な雰ふん囲い気きが増している。

　明らかに不ふ審しん者である俺をじっと見る土地神の目は、何かを深く考えているようにも感じられた。

　その視線に居た堪たまれなくなって目を泳がせば。土地神の傍そばで朱色の小さな物体がモゴモゴと動いているのが見えた。

　朱色の毛玉のようなそれが、土地神の周りに点々とある。

　全部で五つある毛玉は、どれも妙みような動きで土地神との距きよ離りを詰つめたあと、腹部に並んで落ち着いた。

　なんだなんだ、と見守っていると毛玉が再び動き出し、そこから小ぶりな尻尾と耳がひょっこり生えてきた。子狐だ。

　小さく鳴き声を漏もらす五つの毛玉が土地神の傍でじゃれ合っている。遊んでいるのか、単に転がっているのかは不明だが、異変という物ぶつ騒そうな言葉に値あたいする状じよう況きようでないことは確かだった。

「子供が生まれていたのか」

　妊にん娠しん中や子育て中は気が立っていることも多いはずだ。だから土地神の様子が普ふ段だんと違っていたと伝わったのだろう。

　小さく鳴いて母親である土地神にすり寄る姿を見ていると、自然と俺の頰ほおも緩ゆるんでしまう。

　契けい約やくするなら、あの子狐達のどれかになるのかな。そんな幸せすぎる未来に思いを馳せ、義正様への報告で子狐の可愛かわいらしさを如何いかにして伝えるか考えた。

　そんな和なごやかな空気が流れていた、──その時。

　藤見の土地神が住まうとされる森一帯に、他の獣けものの大きな唸うなり声が響き渡わたった。

「っ……!?」

　その声を聴きいた途と端たんに背筋を得体の知れない何かが這はい上ってきた。その感覚に居ても立っても居られなくなった俺は、慌あわてて空洞の中から外へ出た。

「陽太、一体何が起こったんだ!?」

　神木の傍を離はなれない状態で周りを警けい戒かいしている陽太に尋たずねるも、再び森中に響いた獣の声が俺の不安を煽あおった。

「わ、分かりません。ですがこの辺り一面に、我らの物でない結界が張られております！」

「結界だと？」

　目に見える変化がないとは分かっていても、結界と聞いて周囲を探さぐるように見回してしまった。そこで一つ、先さき程ほどと比べて森の中が暗くなっていると感じた。

　確かく認にんのために見上げた空は青いのに、森に届くはずの光が遮さえぎられてしまっているような印象だ。

　そんな俺の傍かたわらで素早く状況を整理した陽太が、矢や筒づつの中にある無数の矢の中から羽根の色が他ほかと違ちがうものを一本取り出した。

　その矢の先せん端たんには、何か特とく殊しゆな部品のようなものが取り付けられている。

「鏑かぶら矢やを飛ばします。音を聞けば兄上達が異変に気付いて下さるはずですから」

　外部に異変を知らせようとする陽太の様子から、これはもう、二人で何とかしようというレベルの話ではないと察する。

　空に向かって構え、力いっぱい弓を引いた陽太によって、空へ昇るようにして矢が放たれた。

　風を切って上空を目指すそれが、俺達の異変を知らせるために高い音を響き渡らせる──と思っていたのだが。

　四方八方の木々から飛び交かった武器により、音を鳴らす前に撃うち落とされてしまった。

　その攻こう撃げき方法は、嫌いやでも俺の記き憶おくに記録されている。

「恭様、前方に忍しのびが十名弱。……すぐに姿を現すので、迎げい撃げきします」

　言葉にされて、俺は戦せん慄りつした。きっと背中一いつ杯ぱいに鳥とり肌はだが立っている。

　告げられた忍にん者じやの数に、今回は無傷では帰れないと思った。

　弓を構えて臨戦態勢を取っている陽太に続き、俺は懐ふところから符を一枚取り出して、土地神とその子供たちがいる神木に貼はり付けた。

　物理攻撃も術による攻撃も極限まで軽減するこの結界札なら、土地神達を守ってくれる。

　ついでに俺と陽太のことも守って欲しい、と。そんなことを思いながら、俺も腰こしにある刀オモチヤの柄つかに触ふれて、迎むかえ撃つ姿勢を取った。

　その刹せつ那な、叢くさむらの中から何かが笹ささ藪やぶを分けるような音がした。

　素す早ばやく近づいてくる人の足音だ。それも複数。そして、人のものではない、犬や猫ねこのそれとも違う──もっと重く大きな音が一つ。

　背後にある神木の空洞の中で、土地神が警けい戒かい心しんを高めて唸り声を上げたのが伝わってきた。

　──来る！

　そう思った瞬しゆん間かん、茂しげみの奥に青白い稲いな妻ずまのような閃せん光こうが走った。

　光に弾はじかれるようにして飛び出してきたのは、忍しのび装束に身を包んだどこぞの忍者達。

　次いで、のろのろと茂みの奥から姿を現したのは、全身に濃こ紫むらさきの霧きりのようなものをまとった黒い獣だった。

　それは虎とらやメスのライオンに似た姿をしているが、どちらでもない。俺の記憶にあるそれらよりも、二回り以上大きかったのだ。先程目にした土地神が小さく思えてくるほどだ。

　グルル、と唸り声を出す獣の目は金色に光っていた。狙ねらいは忍者達か、俺と陽太か、それとも土地神か。

　ゆっくりした足取りだが、一歩一歩確実に近寄ってくる獣の視界に、空洞が映らないよう俺達は壁かべとなった。

　弓を構えた陽太の狙いは、矢先の高さからして獣だ。忍者では避さけられる可能性が高く、獣ならば的が大きく狙いやすいという単純な理由からかもしれない。

　でも、俺にはその選せん択たくが正解なのか分からなかった。

　ただ一つ確実に言えるのは、このむせかえるような血の香かおりの主が、その獣だということだ。

　よく見れば、片方の後ろ足を引き摺ずるようにして動いている。それだけじゃない。身体からだが黒いので分からなかったが、その獣は全身の至る所に傷を負っていた。獣が歩くたびボタボタと血が滴したたり落ちている。

　陽太も血の量が多すぎることに感付いたらしく、ぐっと眉まゆを寄せて難しい顔になった。

　けれど、そんな獣の衰すい弱じやくぶりは忍者達にとって好機だったようだ。

　忍装束の懐から取り出した符を苦く無ないや短刀に巻き付け、獣が避けられない位置から地味な攻撃でいたぶり始めた。

　符が何らかの術となっているのか、傷つけられた場所に紫むらさき色いろの霧が集合してできた鎖くさりが巻き付き、獣の自由と意識を奪うばっていく。

　野太かった唸り声が、少しずつ呻うめき声へと変わっていく。

「っ……止めろ！」

　そのあまりに非道な仕打ちに、俺は思わず声を上げてしまった。

　声にこそ出していないが、陽太も俺と同じ気持ちだ。向けられた矢先が獣から忍者達に変わっていることで、それが分かる。

　ぐらりと身体を揺ゆらし、地に倒たおれ込んでしまった獣の金色の綺き麗れいな目に俺達が映りこんでいる。

　助けてやるとは約束できないけれど、せめてそこで大人しくしていてくれ。

　そんな思いを込めて、俺は鎖に拘こう束そくされたまま唸り続けている獣を見つめた。

　息も絶え絶えなのにもかかわらず、大きく口を開けて長く鋭するどい牙きばを見せて威い嚇かくしてきた獣に、その思いは通じていないことを悟さとった──
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　前方には獣を囲むようにして立つ忍者が八名。後方には守るべき土地神と、その血を引く子狐達。逃にげるという選せん択たく肢しは初めから無かった。

　ならば逃げられない以上、力ずくで切り抜ぬけるよりほかない。勝負するしかないと、俺は覚かく悟ごを決めたのだ。

　獣を囲んでいた八人の忍者の内、三人が俺と陽太に数歩近づいた。奴やつらが俺達の相手をするようだ。

　あとの忍者達は高みの見物という良いご身分。完全に舐なめられているな、と悪態をつきたくなった。

　でも悲しいかな、現代では健康体をキープできる程度の運動しか行ってこなかった俺に、現げん役えき忍者の相手なんか務まるはずがない。

　けれど、一いつ矢し報むくいるまではいかなくても、奴らに一いち撃げきくらいは叩たたき込んでやりたいと思っていた。

　キョウ様の戦いの感覚と、懐や袖そでに仕込んだ符を頼たよりにした戦法になってしまうけれど、頑がん張ばっていれば俺にも機会が巡めぐってくると信じている。

　腰にあるのは鞘さやから抜けないオモチャの刀だけれども、殴なぐりつけるくらいはできる。

　自分以外の人に怪け我がをさせることに抵てい抗こうがないと言えばウソになる。しかし、それ以上に忍者達を許してはいけないと思ったのだ。

　だから俺は、手が震ふるえそうになるのを何とか抑おさえて、刀の柄に右手を添そえた。

　そして──、一人の忍者がぎらりと短刀を抜き放ったのが合図だった。それに続いて二人の忍者も懐から武器を取り出し、対する陽太が弓を構え直す。

　その迫はく力りよくこそ互ご角かくだが、やはり人数の差は不利だ。うす笑いを浮うかべている忍者達からは、圧あつ倒とう的な余よ裕ゆうが漂ただよっている。







　そよという風もない。

　しかし、俺の耳に風を切った音が複数届いた。

　笹や枝葉を分け乱す激しい音がおこった。陽太と忍者達が動いたのだ。

　剣けん戟げきの音が森の静せい寂じやくをやぶり、草葉を踏ふみ荒あらして駆かける音と残像が残る。

　一手目は、弓と手しゆ裏り剣けん。ぶつかり合った二つは互たがいを弾いて地面に落ち、それを見届ける間もなく次の技わざに移る。

　構える暇ひまを与あたえぬよう打たれた刃は物ものを避けたが、その先で迫せまった忍者に苦無で切り付けられた。

　紙一重ひとえでそれを避けた陽太は素早く弓を背に片し、その拍ひよう子しに直接矢を手に持ち、それを武器として取った。

　残る片手は腰にあった短刀を抜いて、時に身を翻ひるがえしながら俊しゆん敏びんな忍者と同等の身軽さで対たい抗こうしていた。

　陽太を囲む影かげは三つ。明らかに数で劣おとっているのだが、先さき程ほどまで余裕そうだった忍者達に同じ気持ちはない。

　冷静になる間も取らせず、時には弓、時には矢じり、時には短刀、そして時には体術を駆く使しして忍者達を確実に仕留めにかかっていた。

　まぁ、そのおかげで俺が完全に余っちゃってるんですけどね！

　忍にん者じや達の攻こう撃げきが陽太に集中しているのは、強い者から先に倒すことにしたからだと思う。

　その判断が正しいのかはさて置き、とりあえず肩かた透すかしをくらった俺が戦わずに済んでいることは幸運だった。

　もちろん、陽太を見捨てるつもりなんて全くない。ただ俺の加勢は必要ないだろうし、参入しても邪じや魔まになるだけだと思ったからだ。

　その証しよう拠こにたった今、陽太に傷を付けられた忍者の一人が地に伏ふして動かなくなった。

　続けざま、別の忍者に陽太の前方宙返りを利用した踵かかと落としが華か麗れいに決まった。何それ格好良すぎるんですけど。

　頭部を狙った踵は咄とつ嗟さに避けた忍者により、肩かたへの攻撃となったが動きを一時的に止めるには十分だった。だらりと力なく下がった忍者の腕うでの様子からして、脱だつ臼きゆうしたらしい。

　忌いま々いましそうに舌打ちした忍者は一度陽太から距きよ離りを取り、外れた肩の関節を自分で治す。

　もう一人も陽太に手裏剣を打ちつけたあと、大きく跳ちよう躍やくして脱臼を治し終えた忍者の隣となりに並んだ。

　間を置かずして、二人が左右に走った。同時に、陽太も地を蹴けって疾しつ走そうしていた。今度は二対一だ。

　また俺は除のけ者だよ、と少し退たい屈くつな気分になりながら交戦する陽太達を眺ながめていた、その瞬しゆん間かん。

（──跳とべ！）

　という言葉が、俺の脳裏を過よぎった。キョウ様の感覚が身体にそう命令したのだ。

　それに従って咄嗟に俺が脇わきに跳ぶのと、忍者の放った苦無が俺の耳元を通過していくのとが同時だった。

　切っ先が着物の肩かた口ぐちをとらえたが、肌はだまでは届かなかった。しかし、ほっとしたのも束つかの間。陽太の相手をしていたはずの忍者の一人が、獣けもののような低い姿勢で姿を現したのだ。

　その手には小刀が握にぎられている。忍者は間かん髪はつを容いれず、地を蹴って俺に仕し掛かけた。

　うえぇっ、俺!?　もしかして俺と戦う気なの!?　た、確かに自分だけ余ってることに不満を言ったけど、構って欲しかったわけじゃないんだ！　待った、タイム、ポーズ、ちょっと落ち着いて考え直してください!!

　完全に反応が遅おくれた俺の目の前に、剣けん尖せんが迫った。

　キョウ様の感覚が俺に何か命令を下しているような気がするが、焦あせった俺はそれを瞬しゆん時じに理解できなかった。

　あ、俺の人生終わったわ、と。上から振ふり下ろされようとしている小刀を、何故なぜか平へい淡たんな気持ちで見ていた。

　が、次の瞬間。懐ふところが燃えるように熱くなったと思ったら、雷かみなりが落ちた時のような爆ばく音おんが俺と忍者の間に響ひびいた。

　直後視界に映ったのは、忍者が宙に飛ばされていく姿。俺にはそれが、アクション映画がスローモーション再生されているように感じられた。

　忍者は悲鳴も呻うめき声も上げず、背中から落ちるようにして倒たおれた。打ちどころが悪くて気を失ったようだ。恐おそらく、宙を舞まっている時点ですでに意識はなかったと思われる。

　何が起こったのか暫しばらく理解できなかった。けれどすぐに、微かすかな熱を帯びている懐に入れていた、ある物の存在を思い出した。

　胸むな元もとから出てきたのは、黒や赤の墨すみで複雑な模様が描えがかれた一枚の符。仄ほのかに温かいのは、模様が光っているからだと思う。

　そしてそれは、光っては消え、また光るという点てん滅めつを何度か繰くり返して、最後は文字が薄うすくなって消えた。同じように、熱も引いていく。

　結果、俺の手元には白紙となった符があった。記き憶おくが正しければ、これは陽太から「保身と反はん撃げきの符」と説明されたもの。

　つまり、忍者の攻撃を避よけ切れなかった俺を守るため符が発動し、反撃や防ぼう御ぎよを許す間もなく相手を打ちのめしたということだ。

　そのあまりの効力と結果に、白紙になった符を握り締しめて目を輝かがやかせた。

　忍者の数は全部で八。既すでに陽太が一人倒し、俺も符で一人沈しずめている。簡単な引き算の答えは、残り六だ。

　そして俺の手元には忍者を一発で気絶させた符が残り三枚。味方として、忍者三人と同時に戦っても引けを取らない陽太が一人。

　数で圧倒的に劣っていたが、これは分からなくなってきた。否いな、むしろ勝利の風が俺達に吹ふいていると言っても過言ではない。

　明らかに動どう揺ようしている忍者達を見て、俺のテンションが急きゆう上じよう昇しようを始めた。

　ふ、ふはははは。ついにやって来ました、俺のターン！　戦力外通告を言い渡わたされていたので陽太に任せきりだったが、どうやら俺にも活かつ躍やくの場があるようだ。

　キョウ様の作った符で少なくともあと三人は引き受けることができる。残りは陽太が頑張って何とかしてくれるだろう。

　勝利パターンを思い描き切った俺は、懐や袖に符があることを確かめ、ボッコボコにしてやるぜ！　と意気込んで、オモチャの刀の柄つかに手を添えた。

　イメージするのは、侍さむらいや武士が鞘から刀を抜ぬく、抜ばつ刀とうシーンだ。少し前まえ屈かがみになり、腰こしを沈めて機会を待った。

　いつの間にか、黒い獣を囲んでいた五人の忍者の内の一人が俺の前に進み出ていた。俺を見て目をつり上げている。随ずい分ぶんと警けい戒かいされているようだ。

　そんな忍者の視線を気に留めず、俺は全身に気勢をみなぎらせ、刀を抜く気配をみせながら忍者との間合いを詰つめていく。

　単なるこけおどしだが、うまい具合に誤解した忍者が少しずつ後あと退ずさった。俺の身構えと気き迫はくに威い圧あつを感じたらしい。

　かまわず、俺は残りの間合いを一気に詰めた。そして忍者と戦い易やすい位置に踏み込むや否や、柄に添そえていた腕を動かして仕掛けるフリをした。フェイントだ。

　その気配に焦った忍者は、俺が刀を抜くより先に素す早ばやく斬きり込んできた。誘さそいに引っ掛かかった忍者が俺の頭上へ短刀を振り下ろす。

　キョウ様の感覚が、身を引いてこの斬ざん撃げきをかわせと命令してくるが、敢あえてそれを無視した。

　目的は、隠かくし持っている符の発動。忍者を一いち撃げきで沈める、もしくはかなりのダメージを与えることができる方法を有効活用するためだ。

　手負いにさえなれば、後は陽太が楽々と倒してくれるに違ちがいない。

　そして、俺の思おも惑わく通り短刀が俺の身体からだを傷つける寸前に、懐にあった符が熱を帯びて発動した。

　再び響く、雷らい鳴めいに似た轟ごう音おん。符の餌え食じきとなった忍者は、今度は地面を滑すべるようにして吹き飛ばされていった。うわぁ、あれは痛い。

　頭ず巾きんや覆ふく面めんで顔を隠しているが、あれが生身なら顔面が切り傷や擦すり傷きずで悲ひ惨さんなことになっていたと思う。

　暫く倒れた忍者の様子を窺うかがってみたが、最初の忍者と同じく、飛ばされた衝しよう撃げきですでに気をやってしまったようだ。ピクリとも動かない。

　ちょ、ちょっと気の毒なことになったが、概おおむね予定通りに事が運んだようだ。これで倒れた忍者は三人。残りはあと五人だ。

　この調子であれば、俺と陽太だけで窮きゆう地ちを脱だつすることができる。そう思った俺は、残り二枚の符をどのように利用するか考えを巡めぐらせたのだった。
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　仮の同どう胞ほうである忍にん者じや達の攻こう防ぼうを木の上で静観していた男は、口端を少しだけ上げた。

　あれだけ偉えらぶっていた忍者達が、容易たやすく沈められていく様が面おも白しろいと思ったのだ。そして何より、対たい峙じしている身なりの良い若い男鬼──恭の戦い方が気に入ったからだ。

　一いつ瞬しゆんの隙すきが命取りとなるはずの戦いで、最低限の動きで攻こう撃げきをかわす姿。常人であれば確実に命を落としている間合いなのに、そこにはゆったりとした余よ裕ゆうすら感じられる。

　それだけであれば男にも同じことが可能だが、すぐにそれが見けん当とう違ちがいなのだと気付いた。

　若い内は有り余る体力を使っての激げき闘とうを好む傾けい向こうにあるもの。例に漏もれず、最初は男の目にも恭の戦法が随分と冷静さを欠いたものに映っていた。

　しかし腰の得え物ものを抜く気配すら見せず、仕込み符だけで簡単に忍者の身体に土を付ける。

　絶ぜつ妙みような間合いで攻撃をかわされていた分、「仕留めた！」と忍者を一瞬喜ばせておいてからのそれは、言葉通り心身共に大きな衝撃を与あたえただろう。

　戦法としては有りだ。だがその怠たい慢まん極きわまりない遊びに、男は声を出して笑いたくなった。

「（さすがは藤見の鬼、といったところか）」

　男は惨みじめにも意識を失って転がる同胞の忍者を視界に捉とらえ、口端の笑えみを更さらに深めた。

　このまま同胞達が惨めったらしく倒されていくのを眺ながめているのも一興だ。しかしそれでは、当初の目的──黒い獣けものを捕ほ獲かくすることが難しくなる。

　男は寄り掛かっていた木の幹から身体を離はなし、打開策を練るべく辺りを見渡した。

　たった二人に手を焼いて劣れつ勢せいになっている同胞に加勢しても良いのだが、場を離れるのは得策だとは言えない。何故なぜなら、男はこの木の上から動いてはいけないからだ。

　男が木の上から動かないのには二つの理由がある。

　一つは、あの傲ごう慢まんな忍頭の指示により黒い獣を捕獲するための呪じゆ術じゆつを複数使っていること。

　術は、森に張った外部に異常を悟さとらせない結界と、獣を捕ほ縛ばくするためのものの二種類。どちらも体力と精神力を大きく消費させる上位鬼道術だった。

　今でこそ弱り切っているが、強大な力を持つ獣に術をかけるのは生半可な術者では不可能だ。

　呪じゆ詛そに酷こく似じした術は下手へたをすれば呪術返しに遭あう。同胞達に分け与えた符も、一枚作るだけで、半人前の術者なら命を落とすほどの力を消費するものだ。

　そんな貴重な符を惜おしげもなく使われたこともあり、獣は息も絶え絶え。この様子なら、呪術返しの心配はないと男は判断した。

　もう一つは、単に仮の同胞の無様な姿を眺めていたいだけ。

　助けを求めてくれば手を貸す気でいるが、協力という考えが抜け落ちている忍頭からその申しん請せいがあるとは思えない。

　だからと言って、このまま見ているだけでは同胞も壊かい滅めつさせられ、獣も取り逃にがすという最悪の事態に陥おちいってしまう。男にとって前者は然さ程ほど重要ではないが、後者は許されない失態だ。

「（チッ……これだから集団での任務は好かん）」

　胸の内で舌打ちを一つした後、男は胸の前で手を合わせ、指を絡からめて印を組みだす。

　死に相当する痛みで正気を失いかけている獣は、敵味方の判断ができないだろう。呪術がかかっていることを証明する紫むらさき色いろの霧きりを纏まとっている獣を見て、男はそう思った。

　その脳裏に浮うかんだのは、血と痛みと死への恐きよう怖ふに狂くるった獣が無差別に暴れ回る姿。赤を散らすのは獣か同胞か、藤見の鬼達か。どちらにせよ戦せん況きようを変える切っ掛けにはなりそうだ、と男は印を組み終えた──
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　忍者達との交戦に伴ともない動き回ったせいか、俺達の立ち位置は最初のものと随分変わっていた。

　相変わらず一定の距きよ離りを保って忍者達が獣の近くにいる。だが、同じくらいの距離で俺と陽太も獣の近くに歩みを進めていたのだ。

　神木の中にいる土地神はキョウ様の結界が守ってくれるので、今はあまり気にしなくて良い。

　目標は、土地神と怪け我がをしている獣から忍者を遠ざけることだ。だから、別に忍者を気絶させてしまわなくても構わない。退たい却きやくしてくれるなら、それも有あり難がたい。

　しかし残念ながら、忍者達にその意思はなさそうだ。武器を構えて目を光らす様は、逃げの一手を探さぐっているようには思えない。これは攻撃の機会を待っている目だ。

　そして同じく、陽太も弓を構えて隙を狙ねらっている。もしかすると、俺が動いた時に援えん護ごをしてくれるつもりなのか。

　とにかく、早々に決着をつけて隆哉さん達に助けを求め、黒い獣の怪我も治ち療りようしてやりたいと考えていた。

　そこでふと、横目で獣を見ると何やら最初と雰ふん囲い気きが違うことに気付いた。

　確か、茂しげみから姿を現した時は紫色の霧のようなものを纏っていた覚えがある。鎖くさりは忍者の符を使った刃は物ものの攻撃によって追加されたものだから、巻き付いていて当然だ。

　妙みようなことに、その紫色の霧がいつの間にか薄うすくなり、消えかけているではないか。

　何か嫌いやな予感がする。もう少し距離を取って様子を見た方が得策だ。

　そう思った俺は、陽太に後退するよう指示をすべく口を開いた。しかしそれより一いつ拍ぱくほど早く、獣が大きな唸うなり声を上げて動きだした。

　ビリビリと痺しびれるような怒ど声せいとも聞こえる吠ほえ方に、場にいた者達の目が集まる。

　刹せつ那な、血を滴したたらせながら数歩だけ前に進んだ獣から青白い閃せん光こうが放たれ、俺達の視界を一瞬役に立たなくさせた。

　この光は獣が初めて姿を現した時と同じだ。

　確かあの時は忍者が一いつ斉せいに飛び出してきた。まるで何かを避さけるように。

　もしかすると、獣の攻撃方法の一つなのかもしれない。チカチカする視界の中で漠ばく然ぜんと考えた。

　ようやっと目が慣れ時間の感覚が戻もどってくる。ほんの一瞬だったのか、もっと長かったのかは分からなかったが、俺と同じような反応をしている忍者達を見るとそう長い時間は経たっていないようだった。

　しかし、光が晴れた先にある自分達の位置関係を見て、はっとする。

　獣から見て、俺達と忍者達の距離は同じようなものだった。けれどそれは、獣が動く前の話だ。

　青白い閃光を出す直前に動いたことで、俺達の距離に変化が起こっている。そう、獣の一番近くに立っていたのは──陽太だ。

　そのとき、獣が渾こん身しんの力で牙きばを剝むき陽太に向かって飛びかかっていくのが見えた。

　俺と違ちがい間近で閃光が目に入った陽太は、未いまだ目を眩くらませて周りを確かく認にんできずにいる。

「──っ、陽太！」

　気が付けば、考えるより先に行動していた。

　後から思えば、陽太も手練てだれなのだから避けることも、受け身を取ることもできただろう。

　だが動いてしまったものは仕方がない。それに、こうして動いたことを少しも後こう悔かいしていない自分がいた。

　俺もとことん馬ば鹿かだな、なんて自じ嘲ちようしながら陽太を突つき飛ばして、獣の攻撃を受けた。

　それは二回に分かれた攻撃だった。一度目で鋭するどい爪つめが狙った者の身を裂さき、二度目で薙なぎ払はらう。邪じや魔まなものを殴なぐり棄すてるような動きに近い。

　陽太を庇かばったあと、何とか頭の中に響ひびいていたキョウ様の感覚で鋭い爪の一いち撃げきをギリギリで避けることができた。だが、二度目は思考も身体も追い付かなかった。

　腹部に薙ぎ払われるような攻撃を受けて、耐たえることもできず真横に吹ふっ飛ばされる。一瞬の浮ふ遊ゆう感かんがあったと思えば、すぐに全身が地面に叩たたき付けられていた。

　きっと、符の反はん撃げきを受けた忍者達と同じ経験をしているのだと思う。はは、こりゃあ気を失いたくもなるってもんだ。

「ぐ、ぁ……」

「恭様!!」

　あまりの衝しよう撃げきに、一いつ瞬しゆん息ができなくなった。

　ようやっと視力の戻った目を剝いて、叫さけび声のように陽太が俺の名前を呼ぶ。

　俺に追つい撃げきがかからないよう、周りを威い嚇かくしているらしい。その形相はまるで鬼おにのようで忍にん者じやと獣を睨にらみ付けていた。

　だが身体からだは怒いかりで震ふるえ、弓の狙いも定まらずにいる。

　起き上がるため身体に力を入れた俺に慌あわてて駆かけ寄ろうとする陽太を手で制し、深く深く息を吐はいて、もう片方の手で顔を覆おおった。

　ここで隙すきを見せれば、俺も陽太も忍者にいたぶられて終わりだ。冷静を欠いているにしても、陽太が怒りに任せた殺気を振ふりまいているのは悪いことではない。

　少し俺が無理をして、大してダメージを受けていない顔で起き上がれば、最悪の方向に転ぶのは避けられる。

　ゆっくり身体を起こしながら、気き丈じように振る舞まうよう挫くじけそうな自分に活を入れた。

　本当は打ち付けた背中と腰こしが酷ひどく痛む。あと、それ以上にお尻しりが超ちよう痛い。これ多分二つに割れてると思う。あ、お尻は最初から割れてたっけ。てへ。
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　なんて冗じよう談だんが言えるようなので、とりあえず打だ撲ぼくだけで済んだようだ。

　思い浮かぶ疑問は大量にある。

　何が気に入らなくて獣けものは忍者ではなく陽太を狙ったのか、どうして俺を守る符が発動しなかったのか、そもそも何故なぜこの黒い獣が急に動き出したのか。

　その答えは、意外に簡単だった。

　獣が陽太を狙ったのは、やはり単純に一番近かったからだ。現に、俺と陽太が離はなれたことにより獣の次の攻こう撃げき対象が忍者達へ移っている。その対応のためか、忍者達は俺を仕留めにくることができなかった。

　次に、俺を守ってくれるはずの符が発動しなかった理由だ。それは、獣の一回目の攻撃を避けたことが原因だった。

　符を隠かくし持っていたのは、懐ふところと羽織の袖そでの中。それぞれに複数枚所持していたのだが、残り二枚ある反撃の効力を持つ符は全すべて袖側にあった。

　最悪なことに、獣の爪を身体に受けなかったものの、避けた拍ひよう子しに袖が引き裂かれていた。それによって隠し持っていた符を落としてしまっていたのだ。

　どうして全て大事に懐に仕し舞まい込んでおかなかったのだろう、と自分の愚おろかさが悔くやまれる。

　そして確実に言えるのは、俺のターンが終しゆう了りようしたということだった。符を利用した戦いができない俺は、ただの役立たずだ。

　最後に、何故獣が急に動き出したかだが。それは強こわ張ばった表情で獣の相手をしていた忍者によって明かされた。

「おのれっ……何故獣を捕ほ縛ばくしていた術を解いたのだ！」

　突とつ如じよとして、忍者の一人が大声で後方にある木々に向かって叫んだ。

「恭様っ、ご、ご無事ですか!?」

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶだ……」

　忍者が他ほかに気を取られている隙に、俺の傍そばへ陽太が半泣きで駆け寄ってきた。

　陽太に無事であることを短く伝えると、俺はその手を借りて体勢を立て直しながらも、妙な行動をしている忍者に聞き耳を立てた。

　程ほどなくして、疑問の答えが木々の間から姿を現した。まだ忍者が隠れていたのか。

　幹に身体を預ける形で俺達を見下ろす忍者は、他の者と比べて装いが少し違っている。少し距離があるので確かなことは言えないが、頭ず巾きんを被かぶっていないので顔が見え易やすい。

　そんな観察もほどほどに、忍者二人の会話は続けられた。

「我らにまで被ひ害がいが及およんでいるではないか。今すぐ獣の捕縛を再開しろ」

「お前達が役に立たないからだ。獣に不意を突かせねば戦せん況きようを変えられぬなど、情けない」

「何だと……!?」

「結界で外部に異変が漏もれないようにしても、油断して獣を取り逃にがされては困る」

「黙だまれ！　これ以上の手出しは無用だ。貴様はそこで黙って見ていろっ」

　一方的に会話を切った忍者に、木の上にいる忍者はそれ以上何も言わず従うことにしたようだ。会話の中にあった「獣の捕縛」とやらを実行すべく、胸の前で何度か指を組み替かえて黙もくした。

　すると、また紫むらさき色いろの霧きりが黒い獣に纏まとわりつき、自由を奪うばった。

　符以外で魔ま法ほうのような術が発動するのを目にするのは二度目だ。これも映画や漫まん画がで見た、陰おん陽みよう師じや忍者が使う動作と同じだと思った。印を結ぶ、という行こう為いだ。

　その様子から推測するに、この忍者は戦せん闘とうタイプではなく、こういった術で味方の援えん護ごをする補助タイプかもしれない。

　土地神の森に張り巡めぐらされている妙みような結界も、この忍者の仕し業わざだ。効力は本人が言ったように、外部に異変を察知されないようにするもの。

　つまり、隆哉さん達が俺達の危機に気付く可能性は限りなくゼロに近い。どうあっても、自力で助けを求めなければならないらしい。

　何とかして鏑矢を射させるかと考えたが、それは弓を構えている間に陽太が無防備になってしまうので却きやつ下かだ。

　俺が盾たてとなって隙を作る手段もあったのだが、符を失った今ではそれも辛つらい。八はつ方ぽう塞ふさがりとは今の俺達のようなことを言うのかもしれないな、ともどかしさに唇くちびるを嚙かんだ。







　再び獣が紫色の霧に包まれ、力なく地に横たわったのを見た忍者達は、今度こそ本気で俺達を仕留めに掛かかってきた。

　全身の痛みが酷くて、思うように身体が動かない。

　唯ゆい一いつの救いは、俺が符を失ったことに気付いていない忍者達の攻撃が、致ち命めい傷しようを負わせるものではなく体力を削けずるようなものであることだ。

　だが、いくらキョウ様の体力や能力が高いと言っても、いつか限界が訪おとずれる。

　脳内で響く指示に従って身体を動かしても、徐じよ々じよに反応が遅おくれるようになってきた。

　そこに、金属の弾はじける音がした。後あと退ずさって音の方向を見ると、刀を取り落としてしまった陽太が、一度崩くずした体勢を何とか立て直して腰にあるもう一本の脇わき差ざしに手を伸のばしている所だった。

「くっ……」

　と微かすかな呻うめき声を出す陽太。その様子がおかしいと、俺の位置からは左横顔しか見えなかったので気付くのが遅れた。

　不自然ながらも動く陽太の姿を確かく認にんした後、俺はぎょっと目を見開いた。陽太が半顔を己おのれの血で真っ赤に染め上げていたのだ。

　傷自体は深くないようだが、額を斬きられたらしい。傷の箇か所しよも右眉まゆの上と、分が悪い。出血が多い上に、流れてくる血によって片目の視界を奪われる。

　俺に庇かばわれた動どう揺ようからか、戦いに集中し切れていない陽太には多くの隙が生じている。素人しろうとの俺にもそう見えるのだから、忍者達にとってはまたとない好機だ。

　もちろん、そんな陽太に気を取られている俺も例外ではない。

　間かん一いつ髪ぱつで避さけた飛礫つぶてが、俺の脇わき腹ばらをかすって飛んで行った。今回も着物が裂さけただけだが、もはや全身ボロボロだ。

　そんな攻こう防ぼうを繰くり返していると、さすがの俺もついに息が切れてきた。息を吞のんだり吐いたり呼吸が辛い。

　右目が一時的に使い物にならなくなっている陽太も、明らかに劣れつ勢せい。これは本格的にピンチだ。

　もはや攻撃に転じるのは不可能。どうにかして、結界の符を使って立て籠こもり作戦へと切り替える他ない。そう思い、荒あらい呼吸をしながら陽太を回収すべく周囲に目を走らせた。

　そのとき。

（──仕方がない、か）

　頭の中に響ひびいていた声が、忍にん者じやの攻撃を避ける指示とは別の言葉を呟つぶやいた。

　声なき声は、俺以外には届いていない。ぴたりと抵てい抗こうを止めた俺に、俺を攻せめていた忍者達も訝いぶかしんで足を止めた。

「（キョウ様……？）」

　名を呼ぶ声が震ふるえたのは疲つかれからではない。

　どくどくと脈打つ鼓こ動どうがうるさいほど存在を主張しているのは、期待しているからなのか。

（勝手に死なれちゃ困るんだよ。代わってやるから見ていろ）

　これは俺の問いに対しての答えではない。だが、今はこの状じよう況きようを打破することの方が先決だろう。

　どうすれば良いのかは分からないが、ごくりと唾つばを飲んで、怒おこっているような声に従って身を任せた。

「……──っ!?」

　直後、カッと目の奥と額が焼けるように熱くなった。

　符が発動した時も熱を感じたが、その熱さとは比べものにならないほどだ。今まで経験したことのない熱から逃のがれようと、腕うでで額を擦こするべく持ち上げた。

　が、腕を動かそうと思って脳から指示を送っても、俺の身体からだは反応してくれなかった。

　けれど思い通りに動かないだけで、自分が何を思っているのか、次に自分がどんな行動を取るか、頭に計画が流れ込んでくる。

　どんな表現をすれば良いか分からない。だがそれは、意識が残ったまま一歩引いた場所で自分自身を見ている。そんな感覚だった。

　そして、俺の変化はそれだけではなかった。

「黒くろ鬼おに……」

　忍者の一人がポツリと呟いた。

　そうだ。その言葉の通り、俺は『鬼』と呼ばれる姿に変化していた。

　その場にいる者達の視線が集まったのは、俺の額。そこには二本の長く鋭するどい角が生えていた。ちょうど眉の真ん中に位置する場所だ。

　角の色は黒。深しん淵えんを映したようなそれは、見る者を闇やみに引きずり込んでしまいそうな印象を与あたえた。

　変化と言っても、外見はそれだけだ。だが、内面は明らかに今までと違ちがうと感じていた。

　痛みが激しく、一歩動くだけでも苦痛だったはずなのに、今は健康体そのものだ。あれだけ乱れていた呼吸もすっかり落ち着いている。

　内から溢あふれ出るような力が有り余っており、驚おどろき戸と惑まどっている忍者を相手に憂うさ晴ばらしをしたくなってくる。

　どんな風に痛めつけてやろうか、どうやって生き地じ獄ごくを味わわせてやろうか。そんな無む慈じ悲ひで物ぶつ騒そうな考えが俺を支配して、クツクツと好戦的な笑えみを零こぼれさせる。

　先さき程ほどまで逃げに徹てつし、情けなく眉を下げた弱々しい男の空気は消え失うせている。

　今ここで威い圧あつ的に立っている眼光の鋭い男は、俺ではない。これは──キョウ様だ。

「ば、馬ば鹿かな、まさか黒鬼だなんて……」

　明らかに動揺している忍者から、この状態が一いつ般ぱん的でないことが伝わってきた。

　かくいう俺も、昔話によく出てくる鬼のイメージは赤や青だ。むしろ、赤や青以外に鬼の色があったの？　という気持ちだった。

　ザッ、とキョウ様と距きよ離りが近かった忍者が慌あわてて離はなれ、他ほかの忍者達も集めて警けい戒かいを強めた。けれど、横目でそれを見たキョウ様は、それ以上関心を示さない。

　激しい攻防で騒そう然ぜんとなっていた辺りが、キョウ様一人の動向を見守って静せい寂じやくに包まれている。

　その警戒に応こたえるように、静かな動作でキョウ様が動いた。

　衣きぬ擦ずれの音を伴ともなって動くキョウ様の腕が選んだ先は、腰こし元もとにある一本の刀だった。

　左手を刀の鞘さやに添そえ、柄つかを持った右手をゆっくりと上げていく。俺がいくら抜ぬこうと試ためしても微び動どうだにしなかった刀それが、──抜けた。

　俺には抜けなかった刀が、キョウ様によって、いとも容易たやすくその刀身を現したのだ。

　深い闇を思わせるような清せい澄ちような刀身に、薄暗い森にある僅わずかな陽ひが反は射ねて光った。獣けものが放った閃せん光こうとよく似た、青白い光だ。

　どこか妖よう異いな光を放つそれを、美しいと思った。忍者も見入っているのか、息を吞んだような表情で刀を凝ぎよう視ししている。

〝藤見の男鬼の中には、自分だけの武器を持つ者がいる。それを、旅から戻もどった四男が持ち帰った〟

　隆哉さんが勝手に広めた噂うわさは本物だった。まさに、伝承の通りキョウ様は自分だけの武器を持っている。

　キョウ様の身体に魂たましいだけが入り込んでいる、まがい物の俺に刀が抜けなかったはずだ。刀は分かっていたのだ。俺が刀の所有者である、本物の藤見恭でないと。

　感動に胸が打ち震えた。息が詰つまって瞳ひとみの奥が熱を持つのは、キョウ様という存在に信しん頼らいと憧あこがれを抱いだいたからだ。

　それと同じように、少し離れた位置に茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしている陽太も片方しか開いていない目をキラキラさせてキョウ様に見入っている。

　相変わらず顔面が血で汚よごれているが、出血は止まっているようだ。

　だがキョウ様は多くの視線を気に留めず、左手首にあった物を見て呆あきれたような声を漏もらした。

「フン、相変わらず過保護でいらっしゃる」

　視線の先には、俺が隆哉さんに無理やり付けられた腕うで輪わがあった。

　無造作にそれを取り外したキョウ様は続けて宙に放ほうり投げ、落下に合わせて下から上へと一直線に刀で切り上げた。

　途と端たんに、木製の腕輪が弾はじけて白い光を纏まとう粒りゆう子しとなり、瞬またたく間に空へと昇のぼっていった。

　そしてそれは、打ち上げ花火が弾けたような音を藤見の地に響き渡わたらせ、鮮あざやかな赤色をした煙けむりを空に残した。──狼煙のろしだ。

　あれだけ躍やつ起きになった、外部への連れん絡らくをキョウ様は簡単に成功させた。

　鏑かぶら矢やのように一いち目もく瞭りよう然ぜんなものではなく、常識的に考えれば全く用よう途との違う、腕輪という装そう飾しよく品で。

　その事実に気付いた忍者達が、はっと我に返り、憤ふん怒ぬの表情を浮うかべる。

　引き上げられたキョウ様の口から出るのは、怒いかりを煽あおる呼び水だ。

「さて、藤見の者達が駆かけつけてくるまで時間がないが、どうする？」

「くっ……貴様、ふざけた真似まねを！」

　一人が、キョウ様の刀より少し短い刀を手にして気合いと共に抜いた。

　それに合わせて、キョウ様も切っ先を忍者の喉のど元もとへ向けた。二人の間には斬きり込むには長すぎる間合いがあるが、そのまま喉のどを刺さしてくるような威い圧あつ感かんがあった。

　後ろに立っていた四人の忍者は、少し間をおいて武器を構えたが、仕し掛かけてくる気配はなかった。

　陽太ももしもの時に備えて弓を構えるだけで、手を出す気はない。キョウ様が忍者とどう交戦するか見届けるつもりのようだ。

　キョウ様は刀を下げ、下段の構えを取った。対たい峙じした忍者も刀の切っ先を、キョウ様の喉元へ向ける。

　下から上へと静かに動く切っ先と共に、キョウ様の身体もゆっくりと間合いをつめた。

　刀身が水平になった所で挑ちよう発はつするように笑いを漏らせば、忍者の刀の切っ先が小刻みに震えた。恐おそれているのか、苛いら立だっているのか。

　強ごう引いんに切り込んでいけば、その逆上した感情と不安定な刀筋から隙すきを突つかれると分かっているのだろう。苛立ちながらも、忍にん者じやは仕掛けまいと感情を抑おさえていた。

　だが、生じた隙は感情を抑えるだけでは補いきれなかった。

　一気に間合いをつめたキョウ様に反応して、大きく後あと退ずさった忍者の腰こしが浮いた。刀を持つものにとって致ち命めい的てきな一いつ瞬しゆんの隙を、キョウ様がとらえた。

　斬ざん撃げきが向かったのは、忍者の顔や身体ではなく手にしていた刀。腰が据すわっていないことで中ちゆう途と半はん端ぱに力が込められた刀は、簡単に弾はじかれる。

　切っ先がキョウ様から逸それ、反応が遅おくれたまま何かしらの反はん撃げきを試みようとした忍者の首元に、跳ちよう躍やくしたキョウ様の華か麗れいな回し蹴げりが決まった。やだ何今の、超ちようカッコイイ……！

　どうやらキョウ様も、陽太と同じで武器と体術を組み合わせて戦うようだ。

　忍者は喉のつまったような声を上げ、倒たおれるのを懸けん命めいに耐たえて脇わきへよろめいた。

　が、キョウ様はその身体が力なく蹲うずくまってしまう前に正面に立ち、刀身を腹部へ一いつ閃せんさせた。

「ギャァッ！」

　悲ひ愴そうな声が静かだった森に響ひびいた。

　同時に、鈍にぶく重い音と共に忍者の身体が振ふり抜いた先へ飛ばされる。容よう赦しやのない一いち撃げきにより、陽太の髪かみ色とは別の鮮やかな赤と鉄の臭においがその場に広がった──、ように思えた。

　だが、斬られたはずの忍者の身体からは血が流れていない。

「ゴホッ、ゴホッ……!?」

　激しく咳せき込んで地面に蹲うずくまっているものの、斬撃による外傷は見当たらなかった。峰みね打うちだ。

　斬られた本人も腹部に手を当てた後、血が噴ふき出ていないことに目を白黒させている。あの一撃により、命を落とすことも覚かく悟ごしていたに違ちがいない。

　歩みを進め、威圧的な目で見下ろすキョウ様を忍者が渋しぶい表情で見上げた。命を奪うばわなかった理由を尋たずねているようだ。

　言葉を紡つむいだキョウ様の声は、酷ひどく冷れい淡たんなものだった。

「土地神の前では殺さない。命を重んじる藤見と土地神に感謝するんだな」

「く、くそっ、その愚おろかさ、いつか災わざわいとなって御おん身みに降りかかろうぞ！」

「は、弱い犬ほどよく吠ほえる。──駄だ犬けんは寝ねていろ」

　負け惜おしみで悪態をつく忍者を鼻で笑い、今度こそ意識を奪うため刀の柄つか頭がしらで頭部を殴なぐった。

　視線だけで人を殺せてしまいそうな忍者を、罵ののしりながら昏こん倒とうさせたキョウ様。あまりにも圧あつ倒とう的な結果に誰だれもが目を見張った。

　目を輝かがやかせてキョウ様を見つめる陽太の表情は、うっとりと熱に浮かされている。もはや崇すう拝はいレベルだ。

　対照的に、怒りと殺気を数倍にして今にも襲おそい掛かかってきそうな忍者達が、武器を構え直した。

　その一いつ触しよく即そく発はつな空気を察知したキョウ様が、未いまだ熱視線を送り続けている陽太に声を掛けた。

「陽太」

「は、はい」

「援えん護ごは任せた。あまり役に立っていないように見えるが、その弓は飾かざりではないのだろう？」

「っ……承知！」

　抜ばつ刀とうしていた刀を鞘に戻しながら、茫然としていた陽太に向けて煽るような言葉を口にする。

　それ以降、視界に陽太を映さない。見み据すえるのは、迎むかえ撃うつ気でいる忍者四人だ。

　キョウ様は左右に二人ずつ分かれている敵を見て、右の二人を相手にすることをすぐに決めたようだ。

　柄に右手を添えたまま、遠間の敵に向かって一気に走り寄った。すでに各おの々おので武器を構えていたはずの忍者達は、突とつ然ぜんの疾しつ走そうに気け圧おされている。

　まさか真正面から突っ込んでくるとは思わなかったのだろう。

　その動どう揺ように拍はく車しやをかけるように、交戦するには明らかに不利な真ん中に近い忍者を敢あえて選んだ。陽太の相手をしている忍者が助すけ太刀だちにくる可能性なんて、完全に無視だ。

　シャッ、という鞘さや走る音と共に、閃せん光こうが弧こを描えがいた。

　金属同士がぶつかった高く鋭するどい音が耳に。そして振り抜ぬいた右みぎ腕うでには確かな手て応ごたえ。

「ぐ、はっ……！」

　右目の端はしに、押し負けた忍者の身体からだが重心を崩くずし、地に何度かバウンドして倒れるのが見えた。強打しただけで、意識を失うほどの衝しよう撃げきではない。

　それを見て俺は、後を追って顔面を踏ふみつけるとか、頭をサッカーボールのように蹴り上げるとかキョウ様がドＳな行動に出ると思い込んでいた。

　だがキョウ様はその忍者に追い打ちを掛けなかった。

　刀を抜き払はらった後、身体をひねって残る忍者へ太刀たちを浴びせたのだ。狙ねらったのは、反応が遅れて隙ができている上半身ではなく、脚あし。

　刀の峰みねで膝ひざを側面から殴り、苦痛と痺しびれで足止めをする。

「なっ、貴様──」

　続けて、その構えのまま柄頭だけを引き上げて忍者の顎あごを下から殴った。

　刀の峰や柄頭、体術を使って容赦ない攻こう撃げきを繰くり出すキョウ様の戦い方は非常に目まぐるしい。

　顎への強きよう烈れつな一撃で軽く脳のう震しん盪とうを起こしたのか、忍者は目をうつろにして怯ひるんでいる。

　次にそれも放置して、地面へ叩たたき付けられてから何とか体勢を立て直し、背後に迫せまっているであろう先さき程ほどの忍者の相手に移る。

　上げた刀を上段に構え直しながら反転し、目前に迫っている敵を斬りつけた。ここまで、流れるような体たい捌さばきだ。

　だが相手もスピードと反射神経に長たけている忍者。切っ先が鼻先を掠かすめ小さな息を漏もらしたが、ギリギリの所で身体をひねって痛つう恨こんの一撃から逃のがれた。

「あぁ、今のを避よけられるだけの実力はあるのか」

　感心したように。けれど、明らかな挑発を含ふくませてキョウ様は嗤わらった。

　それを目まの当たりにし、自分たちだけでは相手ができないと踏んだのだろう。

　二人は大きく間合いを取り直しながら、荒あらい息を吐はいた。怯んでいた忍者は早々に意識を引き戻もどしたようだ。なかなか打たれ強い。

　彼らが忙せわしなく周囲を見回したのは、他ほかの忍者達と共に陣じん形けいを組み直すためか。

　しかし、半ば戦意を喪そう失しつしている二人の双そう眸ぼうに、更さらに非情な現実が映った。

　助勢となるはずの仲間二人が身体を痙けい攣れんさせて倒れているのだ。彼らに共通しているのは、矢を受けていること。

　どうやら、指示通り陽太が横よこ槍やりを入れてきそうな敵を倒してくれたらしい。

　忍者達は矢に塗ぬられていた毒によって沈しずめられたようだが、後で陽太が解げ毒どく剤ざいをぶっかけると思うので気にしないでおく。

　土地神の前では命を奪わないという決まりがあるそうなので、大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　これで数は、木の上で傍ぼう観かんを貫つらぬいている忍者を含めて二対三。援えん軍ぐんが到とう着ちやくする確証のある俺達にとって、非常に有利な戦せん況きようだった。







　しかし、事はそう旨うまく運んでくれないようだ。

「待て」

　それは、ただ一つの静かな制止の声だった。

　今まで傍観することに徹てつしていた忍者が、俺達と対たい峙じしていた忍者二人の後ろに降り立った。

　やはりこの忍にん者じやだけ、他の忍者達と違って頭ず巾きんを被かぶっていない。黒と青が混じったような色をした不ふ揃ぞろいな髪かみが、吹ふき抜ける風で揺ゆれた。

　細身だが全身にはしなやかな筋肉がついている。片目は髪に隠かくれつつあるが鋭く、挙きよ措そにも隙すきがない。

　ついに協力して戦う気になったのか、と踏んだ俺達は新たな敵に注意を払った。

　だがその二人の間を分けるようにして進んできた彼は、予想外の言葉を口にした。

「この黒鬼の相手、引き受けてやろう」

　俺──キョウ様を指差した忍者は、明らかに能力がズバ抜けているキョウ様と一人で戦うと言い出したのだ。

　一人でなんて、無む謀ぼうにもほどがある。今の戦いを見ていなかったのか、とキョウ様と陽太は怪け訝げんそうな顔をして眉まゆを寄せた。

「援軍を呼ばれた今、もはや結界を張る意味などない。その分の労力をこの黒鬼に回してやる」

　その言葉の通り、森を覆おおっていた結界が解かれて陽ひの光が差し込んでいる。

　森全体に結界を張り、あまつさえ獣けものの抵てい抗こうを抑おさえていたという忍者の能力は非常に高いと思う。

　補助系の術のみを得意としているのかと思い込んでいたのだが、その口ぶりから戦せん闘とうにも自信があるのだと分かった。

　一いつ切さい気の抜けない相手だ。キョウ様が相手を見据えて、そう認にん識しきしたのが俺にも伝わってきた。

　二人の忍者が特に異論を口にしない様子から、キョウ様とこの忍者の一いつ騎き打うちが決まった。

　陽太も自分が残り二人の忍者を引き受けなくてはならないと理解しているようで、キョウ様の邪じや魔まにならないために少し離はなれた。

　二人の忍者が消え、陽太が離れた方向から金属の触ふれ合う音と、激しい足音が聞こえた。けれど、そちらを気にしている余よ裕ゆうなどない。

　静かな睨にらみ合いを続けた後、駆かけたのはキョウ様だった。そこに手加減などなかった。

　飛び込みざま片手で忍者の首をはねるつもりで斬きりつけた。跳ちよう躍やくしつつ抜き放った刀身が弧を描く。

　──ガキィンッ……！

　二つの金属が鳴らした音に、どこか鈍にぶく壊こわれるような音が交じった。

　一いつ拍ぱく後、その場に忍者の手にしていた刀の刀身が折れ落ちた。キョウ様の一いち撃げきが刀を砕くだいたようだ。

　一いつ瞬しゆん、忍者の目に驚おどろきの色が浮うかんだ。だが、それもすぐに無感情なものへ戻され、残った柄つかの部分を投げつけてきた。

　それを避けて再び対峙したキョウ様と忍者は、じりじりと間合いを詰つめたり離れたりしながら攻撃の機会を探さぐる。

　次に仕し掛かけたのは、キョウ様ではなく忍者だった。

　キョウ様が間を取ろうと右足を引いた瞬しゆん間かんをとらえて、正面から突つっ込んできた。いや違ちがう、その表現には少し語ご弊へいがある。正確には、捨て身とも取れる攻撃方法で襲おそい掛かかってきたのだ。

　忍者らしく、厄やつ介かいな飛び道具で戦うのかと懸け念ねんしていた手しゆ裏り剣けんや飛礫つぶてを、キョウ様めがけて投げたまでは良かった。

　雨が降り注ぐようにして投げられたそれをかわすため、引いていた右足に力を入れて避けるつもりだった。

　もちろん、避けた先に忍者が待ち構えていることも想定して、次の行動も決めていた。

　しかし、忍者はあろうことか、降り注ぐ武器を気にもとめず突っ込んできた。当然、その身は自分が投げた武器で傷つく。

「っ……気でも狂ふれたか」

　相あい討うち狙ねらいにしては馬ば鹿かげた策だ。現にキョウ様は飛び道具の攻撃をかわすことに成功し、特とつ攻こうしてきた忍者の一撃も刀で受け止めている。

　負傷者は、苦く無ないでキョウ様の刀と競せり合いをしている忍者だけ。だがますます奇き妙みようなことに、背や肩かたに己おのれの武器による傷を受けたはずの忍者は、キョウ様の言葉にも涼すずしい顔をしたままだ。

　気味が悪い。それが正直な感想だった。

　背に刺ささった武器はまだしも、せめて肩や腕うでにある手裏剣を抜ぬいてもいいのではないか。そう思ったのだが、忍者はその素そ振ぶりさえ見せなかった。

「なるほど。駄だ犬けんとは少し違うようだな」

「はっ、あんな雑魚ざこ共と一いつ緒しよにされては困る」

　鍔つば迫ぜり合いの距きよ離りで短い会話をした後、キョウ様は忍者を力ちから尽ずくで押しやって、再び距離をとって対峙した。

　けれど、忍者の仕掛けは止とどまることなく続いた。圧されているわけではない。ただ、とても速いのだ。

　攻撃方法に大きな違いはない。しかし、地面に刺さる武器がキョウ様の動きを悪くしているのは明白だった。

　一体どれだけの武器を所有しているのか。終わりの見えない飛び道具の猛もう撃げきを受け、さすがのキョウ様も苛いら立だって舌打ちを一つした。

　降りしきる武器の雨に乗じて、飛び込んでくる忍者の一いち撃げき一撃が回数を増すごとに重くなってきている。

　これでは埒らちがあかない。そう思ったキョウ様は、俺が懐ふところに隠していた符の一枚を片手で取り出して、端はしを口にくわえて引き破った。

　獣から受けた攻こう撃げきで袖そで口ぐちの符は落としてしまっていたが、懐のものはまだ残っていたのだ。

　真っ二つになって地面にヒラヒラと落ちていくのは、陽太が「解読できなかった」と言った、効力が不明な符だ。読み解けなかったのは忍者も同じなのか、じっと符の模様を目で追っている。

　そして、その破り捨てられた符が地面に到とう達たつしてすぐに、キョウ様が走り出した。

　変わらず忍者は武器を上空から無数に降らせてくるが、今度はキョウ様もその中へ飛び込んでいった。

　背中に武器を浴びる忍者とは違って、真正面から受け止める形となったキョウ様の頰ほおや腕に傷がいくつもできた。

　斬り込むのではなく、半身をひねり出すように、刀を右手だけで突き出して忍者の喉のど元もとを狙った。

　だが、そんな捨て身を真似まねた渾こん身しんの一撃も、スピードで勝まさる忍者には通用しなかった。

　僅きん差さでそれを避よけたのだ。お返しとばかりに、忍者の手にしていた苦無がキョウ様の脇わき腹ばらを抉えぐり、真っ赤な液体が飛び散った。

　同時に、意識だけが存在しているはずの俺の腹部にも、信じられないほどの激痛が走った。

「所しよ詮せん、黒鬼といえども若鬼。この程度か」

　吐はき捨てるように忍者が呟つぶやいた後、キョウ様の上体が前に傾き、がっくりと膝ひざをついた。それもすぐに、力なく地面に倒たおれ込んでしまう。

　地面を真っ赤に染め上げていく血が流れ出るのと比例しているのかもしれない。俺が受けた激痛も意識を奪うばっていこうとする。

「（駄だ目めだ、起きてくれ、こんな所で死ぬなんて嫌いやだっ……！）」

　痛みに意識を失いそうになりながら、俺は地面に転がって微び動どうだにしなくなったキョウ様へ向けて叫さけんだ。

　そんなキョウ様を、忍者は上から虫ケラでも見るような目で見下ろしていた。




　だが、その一瞬後。

「──っ……何!?」

　忍者は慌あわててその場から大きく飛び退のいた。刹せつ那な、忍者の真横を閃せん光こうが弧こを描えがいて消えた。

　閃光の正体は妖あやしい闇やみ色の刀身を持つ、藤見の男鬼が見つけてきた伝承の刀。その刀を扱あつかえるのは、ただ一人しか存在しない。藤見恭だ。

　なんと忍にん者じやにその攻撃を仕掛けたのは、つい今しがた地面に倒れ込んだはずのキョウ様だった。

　驚きに目を剝むいた忍者が地面に目を配ると、そこにはキョウ様の身体からだも噴ふき出た赤い液体もない。

　そう、全すべてはこの一撃で忍者を仕留めるための目くらましだったのだ。
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　しかし、攻撃を封ふうじるため、暫しばらく腕が使えなくなる程度には重傷を負わせようと仕掛けた斬ざん撃げきは、かすっただけだ。

　峰みね打うちではなく刀身で斬り込んだ様子から、キョウ様の本気が窺うかがえた。

「チッ、仕留め損そこなったか」

　固まっている忍者を尻しり目めに、また仕切り直しか、とキョウ様が二度目になる舌打ちをした。

　きっと、また同じような武器の雨が降る。それに備えてキョウ様は刀を構え直した。

　……が、忍者は何も動きを見せなかった。

　殺気に溢あふれ鋭するどくつり上がっていた目が、今はぼんやりと右みぎ腕うでから流れる血を眺ながめている。

　裂さけた忍しのび装束から見える肌はだ色いろには、血の線が浮かび上がり、そこから一筋だけ血が零こぼれた。

　左手でそれを掬すくい取り、指先に移った赤を擦こすって他ほかの指に広げる。そんな気味の悪い行こう為いを何度か繰くり返した後、忍者は声を殺して身体を震ふるわせた。それはまるで歓かん喜きに身を委ゆだねているようだった。

　戦いの手を止めて幾いく分ぶんかの時間が経過した後、忍者が目を細めて口を開いた。何やら上じよう機き嫌げんに笑っているようだ。

「黒鬼、お前はとても面おも白しろい男だ」

　血の付いた指先でくるりと弄もてあそばれる苦無の柄には、符のようなものが巻き付けてある。

「今のは身代わりの符か？　それにしては平然としているのが気になる。いくら死から逃のがれたと言っても、それ相応の苦痛は与あたえたはずだが」

　忍者はトントン、と苦無に巻いた符を指で叩たたいた。

　それを見て、忍者も武器に符の効力を追加していたんだな、と理解した。

　随ずい分ぶんと遠まわしな説明だが、身代わりの符を使っても無事では済まない対策が、あの苦無に加えられていたのだろう。

　それに怯ひるむことなく、あまつさえ見事な反はん撃げきを披ひ露ろうしたキョウ様を褒ほめている。

　何故なぜ無事に動き回れているのか、という問いの解答は──俺だ。

　恐おそらく、キョウ様は俺にダメージの半分もしくは大部分を負担させることで、忍者の攻撃を最低限の被ひ害がいに抑おさえたのだ。

　その無む謀ぼうで大だい胆たんかつ、勇気のある行いは並なみ大たい抵ていの男ではできない。とんでもなくハイスペックな人物なのだと、キョウ様を見ていると痛感させられる。

　……だけど一言だけいいだろうか。

　あの、キョウ様マジ酷ひどくない？　見物している役立たずな俺を利用するのは構わないけど、せめて「ちょっと痛いよ」ぐらいの一言は欲しかった。

　そんな俺の不満を忍者が知るはずもなく、クツクツと喉のどの奥で笑う忍者とキョウ様の会話が続けられた。

「特別に名を覚えておいてやる」

「生憎あいにくだが、礼れい儀ぎも知らない忍者に名乗る気などない。知りたきゃ自分で調べるんだな」

　それも忍しのびの得意分野だろう？　と言って嫌いや味みな笑いを浮うかべたキョウ様。これではどちらが悪役なのか分からない。

　礼儀というのは、藤見の地に無断で入り込み好き勝手に荒あらし回っていることを意味しているのだろうか。それとも、名を尋たずねるなら、まずは自分から名乗れという古典的なことか。

　どちらにせよ、キョウ様が自分の名前を教える気がないことは、相手にも伝わったようだ。

　一層目を細めた忍者が、また「面白い」と呟いて怪け我がをした右腕を掲かかげた。







　それを境に、土地神の森に笛の音が響ひびき渡わたった。

　キョウ様がその音に耳を傾かたむけ、どこから聞こえてくるのか探さぐっていると、俺達のすぐ近くでも同じような笛の音が鳴り響いた。

　振ふり返った先にいたのは、二本の指を口にあてて高音を響かせている陽太だ。

　二人の忍者を相手にしていたせいか、傷は多いが大きなものはない。辺りには、額に青い角を生やした忍者が一人倒れている。忍者もキョウ様と同じように鬼と化していたようだ。

　残りの一人は何処どこだろうか、と周囲に目を向けると、俺と戦っていた忍者の隣となりに赤い角を持つ忍者が肩かたで息をしながら並び立っていた。仕留める寸前だったのだと思う。

　陽太が返した指笛を受けて、再び別の場所から指笛が返された。先さき程ほどと比べると明らかに距きよ離りが近く、接近してきているのが分かった。

　きっとこの笛は、俺達の助勢に来てくれた人達の発しているものだ。

　それを忍者達も理解しているようで、助勢が到とう着ちやくするより前に場を去ることに決めたらしい。

　キョウ様と戦っていた忍者が、浮かべていた笑えみを消して無表情で口を開いた。

「この勝負、預けておく。次は必ず死合おう」

　なんて物ぶつ騒そうなことを言いながら、忍者二人は叢くさむらを吹ふき抜ぬける一いち陣じんの風のような音を残して去った。

　敵を目前にして取り逃にがすなんて、褒められた行為ではないだろう。だが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの俺と陽太ではこれ以上の戦せん闘とうは不可能に近かった。




　見上げた空は西の方がうっすらと朱しゆ色いろに染まり始めていた。

　そんな陽ひに朱色を帯びた光が零れる中に残されたのは、俺と陽太と、結界に守られて無事だった土地神とその子供達。そして──虫の息の、黒い獣けものだけだった。
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　森中の緑が息を吹き返したように淡あわく照り輝かがやいている。

　風があった。木々の葉や雑草が風になびき、サワサワと小さな音を立てている。

　だがそれも束つかの間。忍者達が逃げて一分にも満たない時間が過ぎた頃ころ、叢の先に多人数の足音が聞こえた。

　きっと、キョウ様が腕うで輪わを壊こわしたことにより上がった狼煙のろしに気付いた味方だろう。

　その予測どおり、誰だれよりも先に俺達の前へと飛び出してきたのは、同じ顔をした二人の青年だった。隆哉さんと直哉さんだ。その後に、要さんや武士っぽい人達が続いてくる。

「「恭、陽太、無事か!?」」

　ずれることなく重なった声は、さすが双ふた子ごといったところか。

　俺達の姿を瞳ひとみに映すまでの必死の形相や、無事を確かく認にんしたあとの安あん堵どの表情も同じで、何だか笑いたくなった。

　地に伏ふした忍しのびの数は七。対する俺達は二人とも大おお怪け我がはなくとも全身が傷だらけだ。まぁ、怪我がないかと問われれば首を横に振るが、無事かと聞かれれば肯こう定ていになる。

　キョウ様も俺と同じことを思ったようで、心配してくれた隆哉さん達に向かって答えを口にした。

「命に関かかわるような怪我はありません。それにしても、随分とゆっくりされたご登場のようですが、お昼ひる寝ね中でございましたか？」

　わぁ素す敵てきな笑顔。キョウ様のツンデレ、冴さえわたりすぎてて超ちようクールなんですけど。むしろツンしかないっていうね。いや、これツンデレじゃなくて嫌味か？

　そう返すのは、キョウ様の通常運行のようだ。

　脱だつ力りよくしたように肩を落とし、半ば呆あきれ顔がおで隆哉さん達は溜ため息いきを吐ついた。

　とりあえず無事が確認できた、と判断したのだろう。二人は、地面に転がっている忍者を捕つかまえて城まで連れていくよう周りに指示を出した。

　そして再びキョウ様と向き合うと、感心したような声で鬼の姿のままのキョウ様を上から下まで眺めた。

「しかし恭、お前……黒鬼になれるのか」

「五年前は赤鬼だったよな。これは里の者がまた喜びそうだ」

　そういえば、忍にん者じや達も黒い角の生えたキョウ様の姿を見て驚おどろきに目を剝むいていた。もしかして黒鬼とは、かなり珍めずらしい存在なのだろうか。

　鬼についての知識が皆かい無むと言って良いほど乏とぼしい俺は、周りの反応に首を捻ひねるばかりだ。

　だがキョウ様はその視線が気に入らなかったのか、身体からだに力を入れたと思ったら、それを解放するイメージで力を抜いた。同時に額に熱が集まったが、それもすぐに収まっていく。そしていつの間にか、額にあったはずの角が消えていた。

　それを一歩下がった感覚で見ていた俺の意識も、引き寄せられるようにしてキョウ様の身体へ戻もどった。すーっと、ハッカ飴あめを食べた時のような感覚に似ている。

　同時に、俺に攻こう撃げきを避さける指示をしていた時と同じく脳裏にキョウ様の声が響いた。

（俺と話がしたければ、鏡かがみ社やしろに来い）

　その一言だけを残して、キョウ様は沈ちん黙もくした。鏡社の場所が分からない、と尋ねる俺の言葉は完全に無視だ。

　どうやら俺の危機を救うために身体に還かえってきてくれたキョウ様が、再び頭に響くだけの声と化してしまったようだ。

　確認のため、自分の意思で身体が動くか試ためしてみる。左手に「動け」と指示を出せば、思い通りに動いた。

　続いて、その手を腰こしにある刀の鯉こい口くち付近に添そえ、鍔つばの部分を親指で押してみる。しかし、刀が抜ける気配はなかった。

　再び身体を支配した俺は本物の藤見恭ではない。やはり刀はそれが理解できているようで、俺がいくら力を入れてもピクリとも動かなかった。

　まぁ、ここまではキョウ様が助けてくれるまでと特に変わりがない。

　だが深刻な問題が一つあった。それは、キョウ様が俺の思考を押しのけて身体を動かし出す前に感じていた、アレだ。

　そう、全身が尋じん常じようじゃないほどの苦痛を訴うつたえているのだ。特に黒い獣に吹っ飛ばされた時に打ち付けたお尻しりが超痛い。きっとお尻は真っ二つだ。

　キョウ様が身体を使っていた時は、乱れた息も整っていて痛みなんか全く生じていないような顔をしていた。

　てっきり鬼となったことで怪我が治ったのかと思っていたのだけれど、一時的に怪我や痛みを封ふうじていただけで、元の姿に戻ればそれも解かれるみたいだ。

　しかも、鬼の間に受けたダメージや疲ひ労ろうが加わって、鬼になる前の何倍も辛つらい。正直言って今にも倒たおれそうだ。

　獣の攻撃を受けて怪け我がをしたのは俺の責任だし、キョウ様に助けてもらわなくてはならない状じよう況きように陥おちいったのも自じ業ごう自得だ。

　それでも、自分だけ痛い思いをしなくて済むとか。あんまりだぜ、キョウ様……。

　強くて格好良いとか憧あこがれるけど、ツンデレでドＳって何なの。ハイスペックすぎて同じ容姿をしているはずの俺が可哀かわい想そうすぎるんですけど。

　と、キョウ様への不満と憧れの交じった妙みような感情を抱いだきつつ、全身の痛みを我が慢まんして動かずにいると、陽太を連れた要さんが近づいてきた。

　隆哉さん達のように、要さんも陽太を心配して一目散に駆かけつけたのだろうな、と二人の様子を窺うかがった。だが、どうも雰ふん囲い気きがおかしい。

　要さんは真面目まじめな顔で俺を見つめた後、陽太を地面に正座させ、自分も同じように並んだ。

　手で無理やり押さえつけて陽太の頭を下げさせながら、これまた同じく己おのれの頭を深く下げる。陽太に至っては額が完全に地面についている。

　突とつ然ぜんの土下座に驚きよう愕がくして声が出せない。陽太は頭を怪我しているから下を向かせない方がいいんじゃ、とも思ったが口を挟はさめる雰囲気ではなかった。

　視線だけで「どういうことですか？」と隆哉さん達に説明を求めるも、彼らも首を横に振るだけで意を解かいしていない。

　そうやって俺達が顔を見合わせて声を掛かけるべきか迷っていると、意を決したようにパッと顔を上げた要さんが、酷ひどく重々しい声こわ色いろで言葉を紡つむいだ。

「恭様。勝手ながら陽太を恭様の従者から外して頂きたく思います」

　要さんに頭を押さえられている陽太の肩かたが、大きく揺ゆれた。

　何か言いたそうに、抵てい抗こうしたそうに地面に突ついている手を強く握にぎっているが、要さんがそれを許さないようだ。

　意味はストレートに受け取れば良いだけかもしれないが、何故なぜそんなことを急に言い出したのか全く分からない。

　俺は反応が遅おくれたせいもあって表情を変えなかったが、隆哉さんが顔をこわばらせ、直哉さんも渋しぶい表情を浮うかべている。

　そんな俺達を一通り確認した後、要さんは更さらに言葉を続けた。

「主人を危機に晒さらしてしまうような従者は不要です。しかも恭様は黒鬼でいらっしゃる。陽太では恭様のお役には立てません。直系ではありませんが、分家には陽太より役に立つ者もおります。どうか、従者を選び直して頂きたい」

　その話を耳にして俺は真っ先に、冗じよう談だんじゃない、と思った。

　キョウ様が黒鬼である云うん々ぬんの件はさて置き、俺を助けるために命がけで戦ってくれた陽太を解かい雇こしろだなんて、何を言っているんだ。

　弓矢で忍者の攻撃から俺を守り、自ら率そつ先せんして俺のために危険へと身を投じた陽太に何度助けられたことか。

　それだけじゃない。守るだけでなく、陽太からは楽しさや安らぎの感情もたくさん貰もらった。

　全身で主あるじである俺への好意を表し、会話をするだけで幸せそうに笑う陽太。その口から噓うそが出たことなど一度もないのも、信しん頼らいを寄せる理由だ。

　何か分からないことや困ったことがあれば、真っ先にその名前を呼んでしまうくらい気を許している。慣れない地で右も左も分からない俺の、一番の味方だ。言わば、友人なのだ。

　忍者達と戦ったこともあり、陽太がとても強いとも分かっている。キョウ様が援えん護ごを任せて気に留めないほどの腕うで前まえもある。

　そんな陽太を横において、何が役立たずだ、と少し怒いかりを含ふくんだ声音で俺は要さんの申し出を否定した。

「陽太以外の従者など必要ありません」

　この言葉に、また陽太の身体が大きく震ふるえた。

　これが俺じゃなくてキョウ様だったとしても同じことを言うはずだ。戦い方や思い切りのある判断から、キョウ様は良しとしない事をズルズルと引き摺ずるタイプではない。

　陽太が従者として力不足だと感じていたなら、旅に出る五年前よりもっと前に従者を替かえているはずだ。

　加えて、俺やキョウ様の意見も聞かずに、陽太を解雇して、俺から友人を奪うばおうとする要さんに苛いら立だってしまった。

　これは、俺達の信頼関係をハッキリさせた方が良いと思った俺は、普ふ段だんの自分とは比べものにならないほど低い声で言った。

「立て」

　そのたった一言に、陽太が弾はじかれるように顔を上げた。押さえ付けていた要さんの手が離はなれたのは、俺の声に驚いたからか。

　誰だれへの言葉かなんて俺の目線を追えばすぐに分かる。その視線を受けた本人は額や膝ひざについた土を払はらわず立ち上がった。

　何を言われるのか分からず、不安と混乱が入り混じったような目をしている陽太へと歩みを進めた。

　俺の邪じや魔まにならないよう、要さんもその場から立ち上がって隆哉さん達の方へ移動する。三人で俺と陽太を見み極きわめようというのだろうか。

　だが、他人がどう思おうとも俺の気持ちは変わらない。陽太に従者であってほしいと自分の口で正直に伝えるだけだ。

「俺は、陽太が自分の役に立っていないとは思っていない」

「っ……でもオレは、恭様をお守りするどころか逆に庇かばって頂きました」

　ああ、従者を解雇してほしいという要さんの言葉を自分で否定しなかったのは、それが原因か。

　どうやら陽太は俺に獣けものから庇われたことを後こう悔かいしているようだ。それを自分から要さんに話したかは分からないけれど、それが理由で否定できないでいるなら話は早い。

「あの時、狙ねらわれていたのが俺なら、陽太はどうした」

「っ、もちろん身を挺ていして恭様をお助けします!!」

「なら、俺と同じだな」

「え……」

「陽太が危ないと思った瞬しゆん間かん、考えるより先に身体からだが動いていた。陽太が無事だと分かった時、無事で良かったととても安心した。お前を庇ったのは俺の意志だ」

　従者とか部下とか、そんなことなんて関係なく、俺がそうしたいと思ったから勝手に身体が動いた。その意志を陽太の目を見ながら伝えた。これは噓うそ偽いつわりでなく、本心だ。あの時、俺は確かに迷いなく陽太を助けるために動いた。

　それに陽太は自分のことを過小評価しているけれど、キョウ様が援護を頼たのめる程度には腕うで利ききだ。役立たずだなんて思われていない。

　何より、俺は陽太に従者ではなく友人として今後も交流を深めていきたいと思っているのだ。

　そんな俺の視線を受けた陽太は、か細く掠かすれた声で疑問を口にした。

「オレは、オレは中ちゆう途と半はん端ぱな未熟者ですが、恭様のお役に立てますか……？」

「当たり前だろう。陽太じゃなきゃ嫌いやだと何度言わせるんだ？　これからも俺と同じ道を進んでいく気があるなら、余計な事を考えず胸を張っていろ」

「は、はいっ……！」

　ずっと泣き出しそうな顔をしていた陽太が力強く頷うなずいた瞬間、その目から大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれた。

　本当はハンカチの一枚でも渡わたしてやりたいが、生憎あいにくそれらしき物を持っていない。だから俺は励はげましと了りよう承しようの意味を込めて、ぐずぐずと鼻を鳴らす陽太の肩を数回叩たたいた。

　あとは、俺達のやり取りを睨にらむような目で見つめている要さんに、この意志を貫つらぬき通すともう一度強く言っておく必要があると思った。

　隆哉さん達の隣となりに立っている要さんの表情は、怒おこっているような、呆あきれているようなそれだ。でも、その中に少しだけ悲しみがあるような気もした。

　俺と目が合った要さんは、その表情と同じものを感じさせる声色で言葉を紡いだ。

「何度も言いますが、未熟者の陽太では恭様のお役に立てないでしょう。原因は恭様もご存知のはずです。それでも従者を替えないと仰おつしやるのですか」

「そんな基準で従者を選びません。それに、陽太は単なる従者ではなく俺の友人です」

「──分かりました。ですが、目を瞑つぶるのは今回限りです。篠崎の分家に代わりがいくらでもいることを忘れないで下さい」

　俺の言葉に一いつ瞬しゆんだけ声を詰つまらせた要さんだったが、やはり陽太を解雇させることを諦あきらめていないようだ。

　今回限り、の部分は俺ではなく陽太への警告だろう。同じことを繰くり返せば次は問答無用で従者の交代を迫せまるという頑かたくなな決意が感じられた。

　もちろん俺はそれに従うつもりは全くない。

　でも、どうして要さんがここまで陽太を解雇させたいと言ってくるのか気になった。篠崎が藤見を守るための従者なのは知っているが、要さんはそれだけで言っているのではなさそうだ。

　そんな風に多少の疑問を残したが、何とか陽太を従者から解雇しなくて済んだ。

　ほっと安あん堵どの息を吐ついたのも束つかの間。まだこの場に未解決の問題が残っていることを思い出した。

　俺の意思で動くようになったキョウ様の身体を、痛みに耐たえながら引き摺って向かった先は──今にも息絶えそうな黒い獣の所だ。







　獣の身体を覆おおっていた薄うす紫むらさき色の霧きりは、忍にん者じや達が去ったと同時に消え失うせているが、身体に巻き付いた鎖くさりはそのままだった。それは重々しく痛ましい。

　確か、傷を付けられた時に鎖が獣を縛いましめていたと記き憶おくしている。傷の数だけ鎖があると言えばいいのだろうか。

　その鎖の先には、赤い液体を止めどなく滴したたらせる深い傷がいくつもあった。獣が苦しそうに息をするたびに、そこから新たな赤を生み出していく。

　恐おそらく、この獣の命は長くない。鎖がその命を蝕むしばむように、ジャラジャラと音を立てた。

　陽太や隆哉さん達、忍者達を拘こう束そくし終えた助勢の男達が固かた唾ずを吞のんで見守る中、俺は獣の前に膝をついて屈かがみ、弱々しい息をする獣の身体にそっと触ふれた。

　抵てい抗こうされると思っていたのだが、獣にはもはやその体力すら残されていないようだ。

　交差したはずの獣の目が虚こ空くうに逸そらされ、今にも瞼まぶたが閉じそうになっていることに気付いた。

　その様子に焦あせった俺は、何とかして獣の意識を自分に向けようと口を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに元気になれる」

　なんて気休めの言葉にしか聞こえないかもしれないが、この命をどうにかして繫つないでやりたかった。

　ペットとして飼うのは無理だけど、この怪け我がが治って元気になるまで俺が世話をしてやる。

　義正様達が反対しても、この獣のために頭を下げて面めん倒どうを見よう。

　だから生にしがみ付いてくれ。そんな思いを込めて獣の首筋に触れて、願いが届くよう金色の美しい瞳ひとみを見つめた。

　そんな俺の想おもいが届いたのだろうか。微かすかにだが、諦めかけていたその眼めに生への執しゆう着ちやくが浮うかんだ気がした。

　そこで不意に、背後から草を踏ふんで近づいてくる足音が耳に入った。人の足が生み出す音とは違ちがったもの。

　振ふり返った先に見えたのは、薄うすい朱しゆ色いろの耳先と尻尾しつぽをした大きな狐きつね。神木の空くう洞どうで息を殺していた土地神だ。

　土地神の姿を目にして、俺だけでなくその場にいた誰もが緊きん張ちようして息を吞んだ。そんな俺達にかまわず、土地神は獣の近くまで来てピタリとその足を止めた。

　すると獣の喉のどから、か細い唸うなりが一つ絞しぼり出された。まるで獣同士の会話のようなそれを俺が理解することなど敵かなわないが、焦りを生むには十分だった。

　動いたことで、獣の身体からまた赤が噴ふん出しゆつした。これ以上それが漏もれ出てしまえば、本当に獣の命の灯ともしびが消えてしまう。

　何とかその赤を抑おさえようと、俺は自分の身体で獣の傷を止血しようと試みた。抱だきつくような格好になり、着物に赤が大量に移る。だがそれは鮮あざやかな色ではなく、どす黒いものだった。

　獣が再び土地神の姿を目に映して、また鳴いた。

　最後の言葉を土地神に伝えているような気がして、死なないで欲しいと強く願いながら獣に寄せた身体に力を入れる。

　金色の目がそんな俺を見て、土地神へ向けたものと似た鳴き声を零した。それを最後に獣は目を閉じてしまい、その時が訪おとずれるのを待つだけの状態になってしまった。

　そして、それを待っていたかのように、土地神が一声空に向かって長く吠ほえた。

　すっかり朱色に染まった空に響ひびき渡った声は、身体を離はなれようとする獣の魂たましいを導くものなのか、安らぎを願うものなのか。

　もう手の施ほどこしようがないのだろう。なら、この獣けものの最さい期ごを俺が看み取とろう。そう思った俺は、目を閉じたまま今にも消えてしまいそうな息をする獣の身体からだを優やさしく撫なでた。

　赤が乾かわいた場所もあれば、新しく濡ぬれている部分もある。確実に身体が冷えていくが、獣の鼓こ動どうは弱々しくも未いまだ動いていた。

　その音に耳を傾かたむけ、いつか止まってしまう瞬しゆん間かんまで安らぎを与あたえられたら、と撫でる手に想いを込めた。







　そして何度かその行こう為いを繰り返した後、──変化は訪れた。

　獣を解放するように、身体に残っていた鎖が粉々に砕くだけ、青白い粒りゆう子しと化したそれが風に乗る。

　くるくると回って風と戯たわむれ、時に獣の身体へ。時に俺の身体へと移動して宙を舞まった。

　だが、変化はそれだけでは終わらなかった。

　それを見届けていた土地神の身体から対ついとなるような薄い朱色の粒子が浮き上がったのだ。

　青白いそれと同じように、朱色のそれも風に乗って回転するように舞い、土地神の身体を通過したと思ったら、次は俺へ移動してくる。

「っ……？」

　一瞬身体を強こわ張ばらせて身構えてしまったが、害はないようだ。

　それが一撫でするように俺の周りを舞った後、今度は青白い粒子と混ざり合うようにして回転を始めた。

　その速度は徐じよ々じよに速くなり、粒子が広がる幅はばを大きくさせていく。

　最初に含ふくまれたのは、横たわった黒い獣。次にその近くにいた俺。そして最後に土地神の順で粒子は範はん囲いを広げて回転を続けた。

　そして、次し第だいに青が一ひと際きわ濃こくなって、最終的に横たわった獣の身体に吸い込まれた。逆に色を無くしつつある朱色は、土地神のもとへ静かに戻もどっていく。

　粒子の舞が終わった後、ザワザワと神木の葉が大きく騒さわいだ。

　──その直後。

　粒子を身体に吸い込んだ黒い獣の身体が真っ白な閃せん光こうを周囲に放った。

「う、うわっ!?」

　突とつ然ぜんのことで、その場にいた者達は光に視力を奪うばわれて己おのれの目を覆った。それは俺も同じだ。

　獣が初めて俺達の前に姿を現した時や、陽太に襲おそい掛かかる前に見た殺気を含んだ光と似ている。

　だが今度の光からは、何故なぜか優しさと慈じ愛あいといったものを感じた。溢あふれんばかりの思いに、胸の奥が熱くなる。

　そうしてようやく光が収まり、俺達の視力も戻った頃ころには黒い獣の姿は消えてしまっていた。

　あの光は獣が逝いったために生じたのか。と物悲しい気持ちで、獣が横たわっていた場所に目を向けた。

　だが、俺は思わずその場所を二度見、三度見してしまった。何故なら、そこには行ぎよう儀ぎよくちょこんと座り、つぶらな瞳で俺を見上げている白い物体がいたからだ。

　それは、茶色の耳先と尻尾を持つ小さな白しろ猫ねこだった。

　仔こ猫ねこは俺の目が自分に注がれていることを理解すると、てててーっと駆かけ寄ってきて、俺の脚あしにしがみ付いた。

　何をするのかと思って、特に抵抗せず成り行きを見守っていると、仔猫は小さな手足を駆く使しして俺の身体をよじ登ってくる。

　目的地は俺の肩かただったようで、そこに到とう達たつすると俺の頰ほおに自分の頭をグイグイこすりつけてきた。

　腕うでを上げて肩と平行にすればそこを駆け、指を近づけてみれば甘嚙がみをしたり、猫パンチをお見み舞まいしてくる。

　……何この猫ちゃん、超ちよう可愛かわいいんですけど。

　そんな風に仔猫にデレデレになってしまいそうな顔を、俺は何とか引き締しめた。

　可愛らしさに絆ほだされてしまいそうだが、この仔猫は獣が倒たおれていた場所に突然現れたのだ。獣と何か繫がりがあるかもしれないと思い、俺は仔猫へ質問を投げようと考えた。

　が、後ろで同じ声が揃そろって「馬ば鹿かな！」と大きな声を上げた。隆哉さん達だ。

「まさか、恭の契けい約やくをあの獣に譲じよう渡とされたのですか!?」
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「な、何故ですか土地神様！」

　詰つめ寄るようにして前に立つ二人を、土地神は涼すずしい顔で眺ながめているだけ。

　俺の名前が出ているから、どうも話題は俺に関することのようだ。

　本人が蚊帳かやの外なのは後々困りそうだと思ったので、俺はその会話に加わるべく仔猫を肩に乗せたまま一歩を踏み出した。

　が、そこでぐらりと視界が傾いた。

「恭様!?」

「お、おい恭！　どうしたんだっ！」

「馬鹿、揺ゆり動かすな！　早く城へ運んで手当てを──」

　少し前から体力が限界だと感じていたが、まさか倒れるほど疲ひ労ろうしているとは。

　薄うすれていく意識の中で最後に俺の耳へ届いたのは、焦あせった表情で俺に駆け寄ってくる陽太の心配するような叫さけびと、土地神に詰め寄る二人の兄の声だった。

　俺が倒れた拍ひよう子しに、この仔猫を潰つぶしませんように……と心の中で呟つぶやいて、俺は完全に意識を失った。
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　藤見の地から離はなれ、忍しのびの足で三刻ほど休まず走って到達したのは、東鬼の地でも端はしの位置にある、滅めつ多たに人が寄り付かない場所だった。

　深い霧きりに包まれたそこにあるのは、主あるじを失って何十年も経たった古い屋や敷しき。そこが藤見の地を荒あらした彼らの今回の拠きよ点てんだった。

　入念に張り巡めぐらされた結界により、屋敷の存在に気付く者は皆かい無むと言っても過言ではない。

　そこに、藤見の地に足を踏ふみ入れるよう忍にん者じや達に指示を出した者──老年の男は腰こしを落ち着けていた。

　部屋は薄うす暗ぐらく、二つの人ひと影かげがあることしか分からない。ただ、男の方からは酒の香かおりがした。手て酌じやくで一いつ杯ぱいやっていたようだ。

　その男と対面した位置に跪ひざまずいているのは、藤見恭と一戦交えた頭ず巾きんを被かぶっていない忍──紫雨しぐれだった。

　任務の報告のためか、人ひと払ばらいがされた屋敷の一室で静かだが怒いかりを含んだ男の声が響いた。

「獣けものにも逃にげられ、忍の大半を捕つかまえられたじゃと？」

　年配の者らしい口調の男の問いに、紫雨は頭を垂れたまま何も答えない。沈ちん黙もくは肯こう定ていだった。

　獣を捜そう索さくするために集められた忍者の数は約二十。

　重要な部分を一いつ切さい知らされず、とある獣を追い捕えよ、という命に従って東鬼の地を転々としながら調査した。そしてようやく目的の獣を見つけ、後を追った──のだが、獣の向かった先が想定外の場所だったのだ。

　決して、忍の能力が低かったわけではない。紫雨との相あい性しようは悪かったが、むしろ能力の高い者達だったはずだ。

　だがそれ以上に、あの地……藤見の地に住まう鬼の能力が高かった。鬼の一族なら誰だれもが知っている伝承の通り、篠崎という従者を従えて里を栄えさせている、東鬼の名家。

　そんな存在に真っ向から勝負を仕し掛かける気になどならず、身を潜ひそめながら結界や符を使っての時間を要する手段になってしまった。

　そうまでしたのに、その結果は散々なものだった。あれだけの手勢を揃えて臨のぞんだにもかかわらず、戻ったのは片手で数えられるほどだ。

　ヒュッ、と勢いよく飛んできた盃さかずきは避よけなかった。気が立っている男の相手をするのは疲つかれると知っているからだ。

　それに、紫雨は見苦しく言い訳するつもりもなかった。額に痛みが走ったが、微び動どうだにしない。

「可能であれば捕えて連れ帰れと命じたが、その様子では敵かなわなかったようじゃな」

「申し訳ありません。抵てい抗こうが激しく、押さえることは不可能でございました」

　ふむ、と声を漏もらした男は酒の香りを漂ただよわせているが酔よった素そ振ぶりはなかった。

　男は暫しばらく何かを思案するように考え込んだ後、再び紫雨に向き直って問いを続けた。問われたのは、連れ帰るよう命じた獣の命についてだ。

「ならば息の根を止めてきたのじゃろうな。確実に仕留めねば、次は生まれぬ。抜ぬかりはないな？」

「は。生命いのちを削けずる符の効力を移した武器で体中に傷を負わせました。息を引き取るのも時間の問題かと」

「では今回の失態は見み逃のがそうぞ。もともと使し役えきできぬなら殺すつもりだったのじゃから」

　淡たん々たんと紡つむがれる言葉に、慈じ悲ひなど皆無だ。

　紫雨に男の目的は分からなかった。何のために獣を追い、捕まえようとしたのか。

　追う内に、獣もまた何かを探していることに気付いた。それを見届けてみたいという好こう奇き心しんが生まれなかったと言えば噓うそになる。

　しかし、あれだけの深手を負わせたのだから、すでに事切れているだろう。

　苦痛から解放される瞬しゆん間かんを目に焼き付けたかったとも思うが、今となってはそれも叶かなわない。

　まぁ、供く養ようという意味で訪おとずれるのも悪くはない。それに、もう一度あの地に赴おもむいて、死合いを先送った若い黒鬼のことを調べるのも良いと思った。

「藤見には多くの忍しのびが捕えられておりますが、如何いかが致いたしましょう」

「忍には口を割らぬよう呪じゆ詛そをかけてある」

　だが、尤もつともらしい理由を述べても男の返事は素っ気ないものだった。

　胸むな元もとから取り出した一枚の符に触ふれ、男は帰き還かんしなかった忍達の結末を決めた。

「使えぬ者を生かしておくほど、ワシは慈悲深くはないのでのぉ」

　しゃがれた声でそう言い、クツクツと笑った男の顔はとても醜しゆう悪あくだ。

　獣と同じように、じきに終わりを迎むかえるであろう忍達へ向けて紫雨は心の中で手を合わせた。







　男から退室を命じられ、紫雨が屋敷の外に出ると霧が少しだけ晴れて、空には月が眩まぶしく輝かがやいていた。

　僅わずかだが降り注ぐ月光は美しい。だがこの光は忍にとって明るすぎる。逃のがれるようにして、紫雨は闇やみが深い場所へ足を向けた。

　多くの葉によって光を遮さえぎってくれる木の太い枝に腰を落ち着け、忍装束の袖そでを捲まくり上げる。

　そこには、黒く長い角を持つ若鬼につけられた傷が残っていた。

　すでに右みぎ腕うでの血は止まっている。うすく肉を裂さいただけだったのだ。紫雨にとっては怪け我がとも呼べぬ軽傷だったが、この傷を見ていると酷ひどく興奮した。

　先さき程ほど、盃を投げられた際の額の痛みは既すでに消え失うせている。だが、この右腕の傷だけは未いまだ真新しく残り、痛みを伴ともなっている。

　この事実に、紫雨は声を上げて笑い出したい衝しよう動どうにかられた。寸での所で止めたが、不気味に浮うかんだ笑えみまでは抑えられなかった。

　あの忌いま々いましい男に従って赴いた任務だったが、まさかの収しゆう穫かくに心が躍おどるばかりだ。

　そもそも、男の下で使われているのには理由がある。自分と男、男の上に立つ少数の者達にしか知られていない、大きな秘密によってだ。

　きっとあの獣も、そんな汚きたない男達の駒こまとして利用される予定だったのだろう。

　命を落としたかもしれないが、己おのれのように支配されて解放を望めなくなるより何倍も幸運ではないか、と紫雨は思った。

　だが、もしかすると男達に従わなくても良いかもしれない。と、紫雨は右腕を上に掲かかげながら目を細めた。

　あの若鬼は紫雨が探し求めているものに限りなく近い。

　面おも白しろい。単純にそう思った。

　優やさ男おとこのような風ふう貌ぼうをしているくせに、数多あまたの戦場を駆かけ巡ってきたような眼めを持つ若鬼に、興味が湧わいた。

　しかもあの若さで黒鬼だ。紫雨の知っている限りでは、黒鬼は多くの経験を積み高い能力を身につけねば到とう達たつできない、鬼の上位。それを、たかだか二十を超こえたあたりの若造が鬼化できる。これを面白いと言わずして、何とすれば良いのか。

　暫しばらくは退たい屈くつをせずにすみそうだ。

　そんなことを考えた紫雨は人知れずほくそ笑み、くるりと回転して木から降り立った後、闇に溶けるようにしてその姿を消した。

　そして、屋敷の奥で老年の男が符を破り捨てた瞬間──、藤見の地で多くの忍者が灰となってその命を散らした。
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　土地神の森で一騒そう動どうあった日の翌日、俺は城の薬臭くさい一室で目を覚ました。

　日付が変わっていることに気付いたのは、外が明るくて小鳥の鳴き声が聞こえてきたからだ。

　眠ねむ気けの覚めない頭で首と視線だけを動かして周りを見ると、すり鉢ばちのような物で何かを搔かき混ぜている陽太の姿が確かく認にんできた。

　額に包帯を巻いているので、額の怪我は治ち療りようしてもらったようだ。視線だけでは全すべてを確認できないが、どうやら俺の怪我も治療が終わっているらしい。

　途と中ちゆうで気を失ってしまったため、自分の置かれている状じよう況きようがイマイチ理解できないが、陽太が傍そばに付いているということから要さんが口にした従者云うん々ぬんの件はクリアできたのだと思った。

　そのことに安心して息を吐はくと、陽太がすり鉢から顔を上げて笑った。

「良かった、お気付きになられたのですね」

「……ここは？」

「藤見の城にある薬師の部屋です。恭様は獣と契けい約やくなさった後、お倒たおれになってしまったのですよ。覚えていらっしゃいますか？」

　布ふ団とんから起き上がる俺に手を貸してくれながら、陽太は俺に正しい記き憶おくが残っているか確かめるような言葉を口にした。

　その中にあった、契約という部分を聞いて頭に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。

　契約と言えば、藤見の鬼おになら土地神の血を引く獣と……と続くあの話が連想される。だが俺は土地神の森にいた仔こ狐ぎつねと契約とやらを結んだ記憶がない。

　陽太の言う獣けものが、鎖くさりに繫つながれていた黒い獣を意味するなら、もうこの世にはいない。あの獣は息を引き取る所を俺達に看み取とられたはずだ。

　なら、別の意味か。

　あの場で俺の近くにいた獣は、土地神と白い仔こ猫ねこだけだ。

「仔猫のことか？」

　と尋たずねれば、陽太は頷うなずいて俺の傍かたわらに目をやった。

「はい。詳くわしくは義正様からお話があると思いますが、恭様がその猫と契約をなさったのは確かですよ」

　陽太の視線の先には、白い身体からだを丸めてふわふわの毛玉状態になっている仔猫。一定の間かん隔かくで身体が上下しているので、眠ねむっているのだと分かった。

　森で別れずに俺の傍にいるということは、土地神の血を引く狐ではなく、この猫ちゃんと契約をしてしまったということだろうか。

　まぁ、俺としては影かげ獣ものを護衛ではなく、可愛かわいいペット感覚でしか見ていないので大して差はない。

　頭領候補については、土地神の血を引く獣と契約を結べていないので言い逃れができない。

　そこは何とか、忍にん者じやを退けたという部分を押し出して対たい抗こうしようと決めた。

　そんなことを考えながら仔猫を眺ながめていると、陽太がすり鉢を片付けて何やら盆ぼんの上に水やら湯ゆ吞のみやらを置き始めた。

　振ふり返った陽太の顔は今まで以上にニコニコしている。あ、何か嫌いやな予感がする。

「オレ特製、恭様専用回復薬です！　これを飲めば疲つかれも取れて元気になると思います」

　じゃじゃーん！　と効果音が付きそうな勢いで、陽太は盆を床ゆかに置いた。位置が悪くてしっかり中身を確認できないが、チラッと見えた湯吞の中身はどす黒かった気がする。

　気絶という名の休息を取ったおかげで、すっかり体調は元通りになっている。だから陽太の用意してくれた薬（？）を飲む必要性が俺には感じられなかった。むしろ、飲みたくない。

　なるべく陽太を傷つけないよう言葉を選んで断ろうと、俺は慎しん重ちようになった──のだけど。

「これを飲まれた後は湯ゆ浴あみをなさって下さいね。オレは調合の片付けと、湯上がりの恭様を治療する準備を整えておきます。あっ、お身体が辛つらいようでしたら湯ゆ殿どのまでご一いつ緒しよしましょうか？」

　ちくしょう、完全に逃にげ道を断たたれた。何だこの用よう意い周しゆう到とうな計画は。

　もう身体の調子は良いのだが、湯浴みだと言われても風ふ呂ろの場所が分からないので、陽太に案内してもらうしかない。

　それに、体調が本調子でないことにしておけば陽太が迎えにきてくれる。風呂場からこの部屋まで戻もどる自信のない俺にとって、選せん択たく肢しが用意されていたとしても選べるのは一つだけだった。

　そう、手に取って初めて分かる、このおどろおどろしい液体を飲む以外に選せん択たくはないのだ。

「くっ……本当に効くんだろうな」

「もちろんです！　でも一気に飲まれた方が良いと思います。少し苦いので……」

　その助言の通り、俺は覚かく悟ごを決めて湯吞の中身を喉のどの奥へと流し込んだ。

　見た目ほどドロドロ感はないが、鼻を一気に抜ぬけるツンとした痛みにワサビでも入れているのかと怒ど鳴なりたくなった。

　だが湯吞の中身が半分以上残っていたので仕方なく諦あきらめ、何とか残りのそれを一気に飲み切った。

　──よし、結果を発表しよう。

　陽太特製回復薬とやらは、体力を回復させて疲ひ労ろうを取るだけに飽あきたらず、俺の意識を数秒間奪うばっていくという効力も発揮してくれた。確かに効き目は抜ばつ群ぐんだ。

　だが不味まずい。不味すぎる。不味いという表現が褒ほめ言葉だと思えるほど最悪な味なのだ。

　そのあまりの不味さに、せめて一言だけでも文句を言ってやろうと思って渾こん身しんの力を振り絞しぼって口を開いた。

「おい陽太……お前はこの薬の味見をしたことがあるのか」

「はい、ありますよ？　でもオレは薬や毒物の研究をしすぎたせいで薬物の味あじ音おん痴ちなのです。あの、何か問題がございましたか？」

　味音痴な部分が恥はずかしかったのだろうか。少し照れたように話す陽太の前では、俺の小さな嫌いや味みは全く通じないのだと悟さとった。

　口の中に残る苦味と同じように、俺は渋じゆう面めんで黙だまり込むことしかできない。

　こうして俺は、陽太に体調がまだ万ばん全ぜんでないという理由を付けて風呂場まで案内してもらうことに成功したのだった。

　しかし払はらった代だい償しようはかなり大きく、広く立派な檜ひのき風ぶ呂ろを楽しむ余よ裕ゆうもなく湯船に撃げき沈ちんする形で入浴を終えた……。







　入浴後に戻った薬師の部屋で陽太の手当てを受けた俺は、広間に来るよう義正様に言われていると陽太に告げられた。

　土地神の森であったことは昨日の内に陽太が報告しているそうなので、今回は契約した仔猫についての話だろう、と言われた。

　今回は陽太も同席するそうなので、迷子……ゲフン。城の中を探たん索さくしなくてもいい。

　広間までの廊ろう下かを陽太と歩きながら、俺は白い包帯の巻かれた陽太の頭を見ながら尋ねた。

「怪け我がの具合は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「出血が多かっただけで、傷自体は深くありません。傷きず跡あとも残らないそうです」

　それは良かった。男だから顔に多少の傷があっても気を留めないかもしれないが、綺き麗れいに治る方が良いに決まっている。

　その傷を見るたびに忍者達との戦いを思い出すこともあると思うので、俺としてはそちらの方が有あり難がたかった。

「そうか。……あれから要さんとは話を？」

　次に浮うかんだのは、陽太が俺の従者であることを頑かたくなに拒こばんだ要さんの姿だった。

　あの場では俺の主張を受け入れてくれたが、納なつ得とくしている様子ではなかった。城に戻ってから義正様に訴うつたえていないだろうか、と心配になったのだ。

「恭様が五年前に旅立たれた後、オレの稽けい古この相手を一番して下さったのは要兄上なのですよ。だから兄上を恨うらんだり妬ねたましく思ったりしません。急にあんな発言をなさったのは、黒鬼の恭様を見て驚おどろかれたのでしょう」

　兄上は心しん配ぱい性しようですから、と続けた陽太の表情は明るい。

　その話を聞いて安心したのと同時に、要さんが何故なぜ陽太を従者から解かい雇こして欲しいと言い出したのか少し分かった。

　要さんは、陽太が俺の従者であることでバッシングを受けて傷つくのを恐おそれたのだ。

　詳しくは知らないが、黒鬼とやらは珍めずらしい存在らしい。現代の言葉に置き換かえれば、天才肌とかエリートとか、そんな類たぐいだと思う。

　そんなキョウ様の隣となりにいれば嫌でも比べられ、心無い言葉を浴びせられるかもしれない。だから要さんは陽太のことを思って、従者の解雇を申し出たのだ。

　その気持ちを陽太はちゃんと理解しているようだ。そして、それを踏ふまえても尚なお、俺の従者でありたいと望んでくれている。それが俺にとっては、くすぐったくて嬉うれしかった。

　何にせよ、陽太と要さんの仲が悪くならなくて良かった。兄弟で仲なか睦むつまじいのは良いことだ。

　そう思った俺は、ふとキョウ様の三人の兄の顔を思い浮かべた。彼らもまた、弟思いの兄達に変わりはないのだと考えたからだ。

　正人さんは少ししか会話したことがないが、双ふた子ごの隆哉さんと直哉さんは色々と接せつ触しよくする機会も多かった。

　狼煙のろしの役割を担になった腕うで輪わだって、隆哉さんが持たせてくれたものだ。

　素す直なおじゃない所は、隆哉さんも要さんも似ているのかもしれないな、と思いながら上じよう機き嫌げんな陽太の隣で、俺もまた口端を上げた。

　そういえば、広間には要さんや他ほかの篠崎の人達も姿を見せるのだろうか。

　陽太が同行しているので、主従で参加が言い渡わたされたのかと思ってそれを尋たずねると、首を横に振って否定される。

「いえ、兄上達は里の各地を調査しに行っております。昨晩──忍にん者じや達の詰きつ問もんが出来なくなりましたので。ただ、父上は同席していると思いますよ」

　父上とは、言葉の通り陽太のお父さんのことだ。

　陽太と要さん以外の篠崎の人と顔を合わせるのは初めてなので、少し楽しみになる。

　義正様の従者を務めているそうなので、年ねん齢れいも同じくらいのはず。きっと、陽太や要さんと同じ赤茶色の髪かみをした人なのだろうな、と期待に胸を膨ふくらませた。

　そんなことを思いながら、広間へ続く長い廊下を陽太と共に進んだのだった。
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　広間には、既すでに俺達以外が揃そろっていた。

　この前と同じように、上座に義正様が腰こしかけ、左側面にキョウ様の兄上達三人が並んでいる。上座に近い方から、長男の正人さん、次男の隆哉さん、三男の直哉さんの順だ。

　違ちがうのは、義正様と対面するように座った俺の斜ななめ後ろに陽太がいること。それと、兄上達と対ついになる右側面に、線の細い青年が一人静かに座していることだ。

　一体誰だれだろう、と首を傾かしげている俺の頭に浮かんだのは、廊下で陽太が口にした言葉だ。

　確か、先日のメンバーに陽太と陽太の父親を加えた顔ぶれで話をすると言っていた。

　滅めつ多たなことがない限り、藤見と篠崎の主従は幼少の頃ころからずっと同じだ。ということは、俺と陽太のように二、三歳の差はあれど大きく歳が離はなれていることはない。

　正確な年齢は知らないが、義正様の見た目は五十代後半くらいだ。そこに最大十歳マイナスしたとしても、四十代後半。彼が本当に義正様の従者だとすれば、そうなる。……え？　全然そう見えませんけど。若すぎじゃね？

　彼の見た目はどう多く見積もっても三十代前半だ。正人さんの従者だと言われた方が、まだ納得できる。

　赤茶色の髪は篠崎の特とく徴ちようなのか、陽太の父（？）も同じ色をしている。間ま違ちがいなく陽太の血けつ縁えん者だと思う。だがやはり、父には見えない。

　失礼だとは頭で理解していても、その人物から目を逸そらせないでいる俺に上座の義正様から声が掛かかった。

「恭よ、聖ひじりの見た目が変わらぬのは昔からだ。五年前と寸すん分ぶん違たがわぬ容姿を目まの当たりにして驚く気持ちは分かるが、あまり見てやるな」

「おやおや、我が主あるじは辛しん辣らつでいらっしゃる。見目が変わらずとも、誰よりも先に肉体が朽くちているというのに」

「……聖」

「おお怖こわや怖や、冗じよう談だんでございますよ。最近は身体からだの調子も良いのでご心配なさいますな」

　そう言いながらも何度か小さな咳せきを零こぼし、細い身体が揺ゆれるたびに周りが気き遣づかわしげな視線を送る。

　その様子から、見た目がかなり若く見える陽太の父親──聖さんは、身体が弱い人なのだと分かった。

　威い圧あつ的な印象しかなかった義正様の目が揺れているのを見て、この二人もまた強い絆きずながあるのだと感じた。

　しかし義正様は一度長い息を吐はいた後、元通り厳格で威圧感あふれるオーラをまとって俺へ視線を注いだ。

　低く渋しぶい声で紡つむがれるのは、忍者を撃げき退たいしたことに対しての賛辞だ。

「此こ度たびの活かつ躍やくぶり、なかなか見事なものであった。聞けば黒鬼になれるそうだな」

「……ありがとうございます」

　とりあえず、褒ほめてもらったのでお礼を一言返しておく。

　だがそれ以上何も答えないのは、黒鬼に興味を持っている義正様に「ここで鬼になれ」と言われないか警けい戒かいしているからだ。

　もしそんなことを言われたとしても、方法が分からない俺にはどうすることもできない。

　そもそもアレは俺が絶体絶命のピンチになった所を、見み兼かねたキョウ様が助けに入ってくれただけに過ぎない。

　もし黒鬼になって欲しいと言われたら、体調不良を理由に断らせてもらおう。

　そう決めて、義正様の探さぐるような視線に負けないよう姿勢を正して対たい抗こうした。

　しかし、後に続いたのは別の話題だった。

「土地神の森で、一風変わった獣けものと契けい約やくを結んだそうだな。その影かげ獣ものをこの場に呼び出せ」

　それもまた、正式な呼び出し方なんて分からないので困りものだ。

　まぁ、黒鬼の件ほど無理難題でもないと思ったので、心の中で間の抜ぬけた声を出した。

「（猫ねこちゃんやーい、出てきておくれー？）」

　するとすぐに、俺の影かげからぴょんっと白い仔こ猫ねこが姿を現した。

　薬師の部屋では、いつの間にか姿を現したり消えたりしていたので、こうして影から出てくる姿を見るのは初めてだ。

　本当に影に住んでいるんだなと感心し、またもや肩かた口ぐちに張り付いた仔猫の微かすかな重みを感じながら思った。

　視線が俺に、否いな、俺の肩にある白くてふわふわな仔猫に集まった。

　各おの々おのの反応は違っているが、共通して言えるのは仔猫の存在に困こん惑わくしている部分だろうか。

　凝ぎよう視しされているとも言えるこの状態に、猫ちゃんは尻尾しつぽで俺の背中をペシペシと叩たたいてくる。あまり機き嫌げんが宜よろしくないようだ。

　そんな俺達のじゃれ合いを見て、義正様が言った。

「その獣は藤見の土地神からお前の契約を引き継ついだようだな」

　皆みなに解説するように発した義正様の言葉に、これまた悩なやましい顔をする者がチラホラ。

「しかし父上、そのようなことが本当に可能なのでしょうか」

　口を挟はさんだのは、長男の正人さんだった。

　その問いに対して、ゴホゴホと咳をした後に聖さんが答えを口にした。

「正人様。藤見の方は生まれながらにして土地神と契約する権利を持っているだけで、その意思は本人に託たくされているのですよ」

　諭さとすような言葉に、首を捻ひねって発言したのは隆哉さんと直哉さんだ。

「だが俺達の時は土地神に契約の期が熟したから、と呼ばれて契約を結びに行ったぞ。選せん択たく肢しなんてなかった」

「契約を結ぶべき狐きつねも既に土地神と共に待っていた記き憶おくがある」

「それこそ、その身に流れる藤見の血による権利でございます。土地神様に呼ばれたのは定例行事のようなもの。特別視されたから呼ばれたのではありませんよ」

　納なつ得とくがいかない、という口くち振ぶりの二人と不思議そうな表情の正人さんに回答する聖さんは、口調こそ柔やわらかいが言っていることはストレートだ。

　別にお前達が特別だから契約できたのではない、と言い切られて隆哉さん達は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせ、正人さんは苦く笑しようした。

「隆哉様達はご自分の影獣に不満があるのですか？　でしたら、契約を破は棄きして新しい影獣をお探しなさい」

　最後は柔らかな空気を急激に変えて、聖さんはピシャリと言い放った。

　やはり見た目は若くとも、父親の顔を持っている。息子むすこ達を叱しかるという役割を奪うばわれた義正様が微び妙みような顔をしているが、今はそれどころではないだろう。

　いつの間にか彼らの影から姿を現していた狐達が、自分達の主を悲しそうな目で見ている。

　疑問を口にしただけだが、その言葉には多くの誤解が生じていると気付いた彼らは、慌あわてて契約している影獣を傍そばに呼んだ。

　ある者は大きな手で狐の身体を優やさしく撫なで、ある者は「俺の影獣はお前だけだ！」なんて半泣きで言いながら狐を抱だき締しめ、またある者は影獣と自分の額を合わせて互たがいの意思を確かく認にんし合っている。

　よ、良かった。俺のせいで狐さん達が解かい雇こされたらどうしようかと思ったが、問題はないようだ。

　そこから少し時間を置いて、自分たちの影獣の誤解を解くため全力で愛めで終わった彼らは、再び俺に目を向けた。

　今度は純じゆん粋すいな疑問として、それを正人さんが口にした。

「では、恭はその契約の権利を放棄して、その猫を選んだということなのでしょうか」

　その問いにどう答えれば良いか悩む俺の代わりに、肩口の仔猫が牙きばを剝むいて怒おこったような声で鳴いた。

　その反応を受けて「違ちがうみたいだな」と隆哉さんが呟つぶやいた。

　正解なのか不正解なのかも不明な俺には、猫ちゃんの伝えたいことも分からない。

　そこで解説をしてくれたのが、聖さんだった。もはや彼は俺の中でお助けお兄さんだ。

「正しくは義正様のお言葉にあった通り、権利の譲じよう渡とが為なされたのでしょうね。譲渡せずとも契約は可能ですが、その血に結びついた大きな力を何かに変へん換かんしたのではありませんか？」

　直接その場面を目にしていた隆哉さんと直哉さんは、記憶の中から答えを探している。

「「あぁっ！」」

　すると二人は暫しばらく間を置いた後、全く同じタイミングで顔を上げて口を切った。

「獣は瀕ひん死しの重傷を負っていたはずだ。それを藤見と土地神が結んでいた権利を使って治したということか」

「あの時、獣と土地神から出た光が交差して恭を捉とらえた後、獣へと吸収されていた。あれが獣の命を繫つなぐことになったのか……！」

　興奮した様子で熱く語る二人に、聖さんも満足げに頷うなずいている。

　義正様と正人さんは口こそ出さないが、感心したような表情で話を聞いていた。

　ふむふむ、なるほど。……全然分からん。権利の譲渡とか、力を何かに変換とか一体何のことやら。

　あとさ、ごめん、物もの凄すごく今いま更さらなことを言っていいかな。

　今の今まで、隆哉さん達の熱い語りを聞くまで全く気付いていなかったのだけど。も、もしかしてこの仔猫って、土地神の森で忍にん者じやに攻こう撃げきされてた黒い獣なの？

　え、あの獣って死んでなかったの？　確かに獣が消えた後に猫ちゃんが現れたけどさ。

　まさか本当にあの黒い獣なのだろうか、と確認すべく俺は仔猫に向けて少し頭を傾かたむけた。

　すると仔猫は嬉うれしそうに一声鳴いて、俺の頰ほおに自分の頭をぐりぐりと押し付けてくる。その可愛かわいらしさに人目も気にせず、だらしなく頰を緩ゆるめてしまった。

　もはや、獣に涙なみだがちょちょ切れそうなほどの攻撃を受けたことや、威い嚇かくされまくっていたことなど気にならない。

　色が黒から白に変わっているのも、もともとの色は白で、あの時は汚よごれていたとか術を掛かけられていたからだとか、そういった理由だと勝手に思っておくことにした。

　影獣って奥が深いんだな。

　その一言で全すべてを終わらせた俺は、肩にある確かな命を大切にしようと誓ちかった。

　だが、義正様にとってはそれで終わりではないらしい。

「獣に何を願った？」

　という短い質問に、黒い獣が多くの血を流し鎖くさりに縛いましめられていたシーンが蘇よみがえった。

　その時のことを思い返すだけで、もう二度とあんな姿を見たくないと強く思う。

　願ったのは、苦しむ獣の安らぎ。でもそれは死による解放ではない。そうだ、俺が願ったのは──

「……生きて欲しいと。自分が面めん倒どうを見るので、少しでも生にしがみ付いて欲しいと願いました」

　獣が命を繫いだ先にある、生あってこその未来だった。

　ほう、と息を漏もらしたのは誰だれだったか。

　視線が仔猫ではなく、俺に集まっているのが分かった。それを受けて、俺は思った。

　今の俺、超ちよう格好良くなかった？　と、全てを台無しにするお馬ば鹿かなことを。

　なんて、口に出せばフルボッコにされそうな余よ韻いんに浸ひたり、これで話は終わりだと思っていた俺に、義正様の口から信じられない命令が告げられた。

「傷が癒いえ次し第だい、東条へ向かえ」

　それを耳にした瞬しゆん間かん、俺の中で時間が止まったように感じられた。

　義正様は何を仰おつしやっているんだ、と胸の内でゆっくりと呟きながら考えるのは、昨日広間で交かわした約束だ。

　土地神の異変を調査すれば、見合いの話を断ってくれる約束だったはずだ。

　忍者との戦せん闘とうや、土地神の血を引く獣けものとは別の存在と影かげ獣ものの契けい約やくを結んだという差異はあれど、義正様の出した課題はクリアできている。

　それに陽太も言っていたが、藤見の血が東条と混ざることはありえないので、見合いは断るに違いない。

　混乱してカッとなった俺は、思わず義正様に嚙かみつくような勢いで反論を口にした。

「なっ、土地神の異変を調べて解決すれば、頭領候補と見合いの話は無かったことにして下さると仰ったではありませんか!!」

「考え直す、と言っただけでお前が思っているようなことは一言も告げておらぬ」

　義正様の返事に、言葉を失った。

　確かに、そう言われてみれば義正様は「考え直す」と言っただけで「頭領候補から外す」「見合いを断る」とは言い切っていない。勝手に俺がそうだと思い込んでいただけだ。

　でも、それはあんまりじゃなかろうか。キョウ様や陽太に助けられたけれど、命からがら生せい還かんした者への仕打ちとしては酷ひどすぎる。

「っ、そんな、言葉遊びのようなことを……」

「その言葉遊びを見み抜ぬけなかったのはお前の落度だ。早はや合が点てんして広間を後にしたのは誰だったか」

　ぐうの音も出ない正論である。

　ばっさりと両断されると何も言えず俯うつむくことしかできない。

　だが、頭領争いと見合いを回かい避ひするために色々と危険を冒おかしてまで頑がん張ばった俺には、酷い裏切りだった。

　まるで、シャーペンのノック部分と芯しんが出る部分を逆にして押してしまった時のような衝しよう撃げきだ。ああ、思い出すだけでも親指が痛い。

　あ、いや、話が逸それた。

　とにかく見合いなんて嫌いやなので、何か断るための策がないか必死に考えを巡めぐらせた。

　誰か味方になってくれないだろうか、と一いち縷るの望みを掛けてみるも、正人さん達、兄三人も義正様と共犯なのか、俺から視線を逸らしてバツの悪そうな顔をしている。

　その中で唯ゆい一いつ俺の言葉を代弁して質問を投げてくれたのは、聖さんだった。

「考え直した結果が、見合いに向かわせるということでございますか？」

「そうだ。東条が掲かかげてきた、一族に貢こう献けんした若鬼に限る、という条件も今回で満たせただろう」

「おやまぁ、それは酷い。そのようなことを仰っておりますが、最初から東条へ向かわせる気でいらしたのではありませんか？」

「馬鹿な、未熟者を向かわせるほど落ちぶれてはおらぬ。恭が予想以上に良い働きをしたので、考えが改まっただけだ」

「ふふ、酷いお方でございますな」

　そう言って笑った聖さんの顔は至し極ごく楽しそうだった。先さき程ほどまでの咳せき込みもなく、体調も安定しているようだ。

「しかし、頭領候補とは一体何のことでございましょう？　私の記き憶おくが正しければ、次の頭領は長男の正人様に決まっていたと思いますが。各地への挨あい拶さつ回りも済んでおりますし」

「……は？」

　開いた口が塞ふさがらないとは、まさにこのことを言うのだろうか。

　小首を傾かしげて不思議そうに言った聖さんの言葉に、俺は茫ぼう然ぜんとすることしかできなかった。

「ププッ、恭ってば固まっちゃってるよ」

「頭領候補になることを嫌がっていたのだから、喜んで良いんだぞ？　くくっ」

「こら、隆哉に直哉。恭をからかって遊ぶんじゃない」

「はいはい。でも兄上だって自分が次期頭領に決まっているって教えなかったから同罪じゃん」

「あれは父上から面おも白しろそうだから黙だまっているようにと指示が……」

「親兄弟に小生意気な態度を取るからだ。これで少しは懲こりただろう」

　な、なん、だと……!?

　つまり俺は勝手に勘かん違ちがいをして、一人で空回りしていたということなのか!?

　ちょ、どういうことだ陽太！　俺が頭領候補だなんて、偽にせ情報を流してきたんだなっ。

　……いや待て、よく考えるんだ俺。そう言えば俺に情報をリークしてきた陽太は、こんな噂うわさがあると言っただけで頭領候補になったという明確な一言を告げていない。

「くっ、それは俺にとって願ってもないことです」

　苦し紛まぎれに口にしたその言葉は、誰が聞いても無む駄だな足あ搔がきにしか受け取れない。

「これは一いつ杯ぱい食わされましたね、恭様。ご心配なさらずとも次の頭領は正人様に決定済みですよ。それに、土地神の血を引く獣を影獣になさっていない恭様がその地位に就つくのは難しいでしょう」

　そして俺のお助けお兄さんだった聖さんも、こればかりはフォローが難しいようだ。

　土地神の血を引く影獣を持つことが頭領の条件の一つだと教えてくれているが、もはや今はどうでもいいことだ。

　それよりも、俺の勘違いを利用して恥はじをかかせてくれた義正様達を咎とがめて欲しいと望むが、あいにく聖さんは義正様の従者だから、最終的に俺の味方にはならない。

　残る味方は俺の後ろで空気と化している陽太だけだが、自分が俺の勘違いの原因だと感付いたようでオロオロとしている。

　この様子では、決定打になる発言ができるとは思えないので頭数には加えない。

　ちくしょう。味方は誰もおらず、頼たよれるのは己おのれのみ、ということか……。

　このまま留まっていても、苛いら々いらが募つのって冷静な判断ができなくなるだけだ。

　そう思った俺は、「見合いの命には、何が何でも従いません！」と話を強制的に変える啖たん呵かを切って、うまく広間を退室したいと考えていた。

　もちろん、すぐにも行動へ移したいところだ。が、もう少しだけ待って欲しい。

　いや、実は慣れない正座で話をしていたせいで足が痺しびれてるんだ。少し体勢を変えるだけでも、変な声を上げてしまいそうになる。

　あと一分。あと一分もあればマシになると思うので、逃にげ出すのはそれからでも遅おそくない。

　──な～んて、そう簡単に事が旨うまく運ぶはずありませんよね。

「藤見家が四男、恭に頭領より命を下す」

　俺の意思が逃とう亡ぼうへ向かっていると気付いたのか、義正様が上座から渋しぶい声で俺の名を呼んだ。

　待って待って、お願いだから待って下さい義正様！　と心の中で叫さけぶ俺の声が、義正様に届くはずはない。

　顔の筋肉を動かすことすら億おつ劫くうな俺に、容よう赦しやなく残ざん酷こくな命令が告げられた。

「その足で東条へ赴おもむき、見合いの席に参列せよ。多くの若い男鬼が並ぶので、良い経験にもなるだろう。だが東条には、見合いが目的でなく西鬼から東鬼を守るためだと我らの真意を述べよ」

　ヤダヤダ、行きたくないー！　と床ゆかを転がり回って拒きよ絶ぜつしたいが、未いまだ痺れている足がそれを阻はばんでいる。

　実際に少し動いてみたが、冗じよう談だんでは済ませられないほどの痺れが全身に走ったのだ。今の俺の顔は相当情けなく歪ゆがんでいる。

　それを見て、一人楽しそうに事の成り行きを眺ながめている聖さんが口を開いた。

「おやおや、恭様。そんなお顔をなさらずとも、東条からは婿むこに相応ふさわしくない者を蹴け落おとすよう頼たのまれるだけでございますよ。私達も、東鬼の未来を背負うに値あたいしない方にお仕えしたくありませんし」

　その言葉と、先程の義正様の命令の内容から、やはり俺自身は見合いに不参加なのだと理解できた。

　な、なんだ脅おどしか……と安あん堵どの息を吐はいた俺だが、これはこれで面めん倒どうな仕事を言い渡わたされてしまったような気がする。

　つまり、集団見合いの席で東鬼一族の長おさとして相応しくない男を脱だつ落らくさせなくてはならないのだ。

　自分が望まない見合いに挑いどまなくて良くなったのは嬉うれしいが、人の恋こい路じを邪じや魔まする悪役のような真似まねをしなくてはならない未来に、少し泣きたくなった。

　こうして、広間の集まりは俺の強制見合い参加という、お見合いお邪魔虫大作戦を命じられたことでお開きとなったのだった──







　　　５




　広間での集まりから解放された後、俺は陽太を連れて藤見の城の裏門から出て、とある場所へ向かっていた。

　すっかり忘れていたが、頭の中に響ひびいた声の主──キョウ様から「鏡かがみ社やしろ」と呼ばれる場所へ来るよう言われていたのだった。

「土地神様の森の次は鏡社とは、恭様もご多た忙ぼうですね。オレにとっては気軽に足を運べない場所なので良い経験になっておりますが」

「そうなのか？」

「どちらも神聖な場所なので、立ち入ることは難しいのですよ？」

　森はともかく、神社なら陽太達も訪ねる機会があると思ったのだが、この口くち振ぶりからすると簡単な話ではないようだ。

　そんな会話をしながら城の裏門から出て、土地神の森へ続く道とは逆の道を進んで暫しばらくすると、先にある小山の中に赤い鳥居があるのが見えた。それが鏡社だった。

　小山の麓ふもとから鳥居まで石段が続いており、俺は陽太とともに翌日の筋肉痛を覚かく悟ごして長い石段を上り始めた。

　遠方に見える鳥居は遥はるか遠く、上れど上れど中々近づけない。そんな絶望に近い気持ちを味わいながら上り続けて小一時間。ようやく鳥居の前まで辿たどり着くことができた。

　しかし、赤い鳥居の手前で何故なぜか陽太が足を止めた。

　既すでに鳥居を通過した俺が陽太を振ふり返って先に進むよう視線で促うながすが、それは伝わっていないようだ。

　この先に何か危険なものでもあるのかと不安になったが、動かない理由を陽太がすぐに教えてくれた。

「オレはここまでしか進めませんので、お待ちしていますね」

　鳥居から先に手を伸のばすが、ペタリと見えない壁かべに触ふれるように宙で手を止めた。一いつ瞬しゆん、パントマイムでも披ひ露ろうしているのかと思ったけれど、どうやら本当に先へ進めないらしい。

　この土地には藤見の血を引く者が優ゆう遇ぐうされる伝承や仕し掛かけが多い。恐おそらく、この鳥居から先の場所もそういった理由なのだと思った。

　キョウ様に呼ばれた手前、陽太も同席させていいのか迷っていたのだが、都合が良くなったと思うことにする。

　鳥居の下で手を振る陽太に見送られながら、俺はその先へと足を進めた。







　鏡社と呼ばれる場所は、赤い鳥居をくぐった後は石造りの通路に沿って進み、その更さらに奥にある拝はい殿でんに到とう着ちやくするという構造になっていた。

　建物はそれだけのようなので、もしかすると本ほん殿でんとしての役割も担になっているのかもしれない。

　かなり年季の入った印象を受けるが、逆にその古い雰ふん囲い気きが神聖さに拍はく車しやをかけている気がする。二対の狛こま狐ぎつねに挟はさまれるようにして立っていると、何だか落ち着かなくなってしまった。

　ここでキョウ様に話しかければ良いのだろうか、と思って頭の中で呼びかけてみても返事はなかった。

　一度戻もどって参拝方法を陽太に詳くわしく聞こうかとも思ったが、直接足を運んだことのない陽太では答えようがないと気付く。

「（とにかく、中に入ってみるか）」

　そう思った俺は、履はき物ものを脱ぬいで軋きしむ木の階段を何段か上った先にある引戸を開けて建物の中へ入った。

　中は薄うす暗ぐらいが、明かり取りの窓から光が差し込んで、薄うす闇やみに淡あわい光の筋を引いていた。

　その光の筋の中で、微び小しような埃ほこりが揺ゆれ動いている。

　何となくそれを目で追っていたのだが、光がほんの僅わずかにしか届かない最さい奥おうに誰だれか立っていることに気付いた。

　声を掛かけるべきか、様子見で少しずつ近寄ってみるか。早はや鐘がねを打つ心臓の音がうるさく感じられる中俺が選んだのは、後者だった。

　一歩近づいて相手との距きよ離りを詰つめれば、同じように相手も俺との距離を縮めていた。

　全く同じ行動を取る相手を不気味に思いながらも、近づくことは止めなかった。あと少し、あと少しを繰くり返す分だけ、相手の姿が鮮せん明めいに見えてくる。

　そして、それが人でなく大きな鏡に映った自分だと気付いたのは、互たがいの距離がかなり近くなってからだった。

　これだけ聞けば馬ば鹿かげた話だと思うかもしれないが、問題はそこからだった。

　大鏡に映っていたのは確かに俺だが──いや、俺だと思っていたが、それは俺と同じ容姿をした別人だったのだ。

　俺は驚きよう愕がくの表情を浮うかべているはずなのに、鏡の中の俺は微び笑しようを浮かべている。

　ただ佇たたずんでいるだけで、鏡の中の彼がその辺にいる一いつ般ぱん人とは違ちがっていると伝わってくる。

　俺はこの人を知っている。そう、この人物こそが、この藤見の地で生きてきた本物の藤見恭だ。

　声だけでしかその存在を認にん識しきしていなかったので、こうして自分の目で確認できると思うことが色々とある。

　真っ先に思ったのが、同じ容姿をしているはずなのに、俺なんかよりずっとイケメンだという点だった。

　口端の上げ方や、視線の配り方ひとつで随ずい分ぶんと印象が変わるものだ。

　是ぜ非ひ今後の参考にさせてもらおう！　なんて場ば違ちがいなことを考えてしまった。どうやら混乱しているようだ。

　キョウ様は興奮する俺を静かに眺ながめているだけだったが、先に口を開いた。

　その声は自分のものだが、やはり響きが少し違う。

『こうして直接会うのは初めてだな』

「こ、こちらこそ、初めまして。昨日は危ない所を助けて頂いて、ありがとうございます」

　咄とつ嗟さに反応するも、緊きん張ちようしすぎてガチガチだった。

『何だ、随分と他た人にん行ぎよう儀ぎな話し方だな。敬語なんて使わなくていい』

　同じ身体からだを共有する同士だろう、と続いたキョウ様の言葉に俺は素す直なおに頷うなずいた。

　友好的な態度で接してくれるキョウ様に気き遣づかわれ、少しずつ解ほぐれていく。

　何とか呼吸を整えてから、少し硬かたさは残るものの砕くだけた口調で話せるようになった。

　改めたのは、昨日の危機的状じよう況きようで助けてくれたことに対してのお礼だ。

「情けない姿を見せて申し訳ない。あの時は本当に助かったよ」

『あそこで死なれては困るのは俺も同じだ。恭を助けたのは、俺の都合だと思ってくれ』

「あはは、もう少し格好良く戦ってみたかったのだけど、恥はずかしい限りで……」

『争いのない場所から来たんだ。逃にげ出さなかっただけ上出来だと思うが』

　苦い表情でキョウ様と会話をしていた俺だが、その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、動きを止めた。

　さも当然のような口振りだったので聞き流してしまいそうになったが、キョウ様はとても重要なことを口にしていたのだ。

「俺がどこから来たか、知っているのか……!?」

『もちろん。お前を藤見ここに──俺の身体の中に呼んだのは、俺自身なのだから』

　その言葉を聞いて、脳天を雷かみなりで打たれたような衝しよう撃げきを受けたが、俺は心のどこかで冷静だった。

　ゲームや映画なんかでは、現代人が異世界へ迷い込んだ時は高確率で召しよう喚かん魔ま法ほうを使った人がいるものだ。

　召喚の理由は世界の救済であったり、魔ま王おうの討とう伐ばつであったりと様々だが、大たい抵ていの場合は初めに召喚者がその世界の知識を与あたえてくれる。

　しかし俺の場合は、いきなり森に一人放置されるという過か酷こくな状況だった。右も左も分からないまま、身体の持ち主であるキョウ様の感覚だけを頼たよりに今まで乗り切ってきたのだ。

　それが今やっと、召喚者と会話をして世界の知識を学んだり、目的を聞けたりする段階になった。

　こうしてキョウ様が鏡社に俺を呼び出したのは、世間話をするためなんかじゃない。わざわざこんな場所を指定した理由も何かあるのだろう。

　今から交かわされる会話は、俺にとって現代へ帰れるかどうかという問題に繫つながるのだと思った。

『恭には本当に申し訳なかった。俺の失態で完全に巻き込む形になってしまって……』

「いや、謝罪は必要ないけど……。何か特別な理由でもあるのか？」

　申し訳なさそうな顔をしているキョウ様の謝罪に首を振り、何故この事態に行き着いてしまったのかを教えて欲しいと先を促した。

　するとキョウ様は、その時のことを思い出すようにして続きを語った。

『俺が五年ほど旅に出ていたのは知っているだろう？　その旅から藤見に戻った時、侵しん入にゆう者の気配に気付いたんだ。数は然さ程ほど多くなかったが、悪い芽は早めに摘つんでおこうと思ってな』

　確かに、忍にん者じや達は隊を組んで藤見の至る所で目もく撃げきされていた、と陽太が言っていた。

　俺が直接目にした忍者の数は十人程度だが、それだけの数で里を引っ搔かき回せるはずがない。最低でもその倍の数が揃そろっていたのだと思う。

　でも、問答無用で忍者達に攻こう撃げきを仕掛けるのは妙みような話だ。

　不法侵入には変わりないが、陽太や隆哉さん達の様子では大きな危害を加えられていないように感じた。事実、問題となったのは俺と最初に会った忍者達との一戦と、土地神の森での戦いだけだ。

　反射的にキョウ様の感覚で忍者達を誘ゆう導どうして罠わなに掛けてしまったのは不ふ可か抗こう力りよく。土地神の森での件も、忍者達が獣けものを傷つけているのを目まの当たりにしたため、庇かばうこととなった。

　だが、気配を察知したからというキョウ様の理由は、筋が通っているのか。

　そんな疑ぎ惑わくいっぱいの目で見られることを想定していたのか。キョウ様はすぐに答えを話してくれた。

『旅の終わり頃ごろに、西鬼が人攫さらいのような真似まね事ごとをしていると耳にしていたんだ。だから里に入った忍しのびが里の者に危害を加えるのだと思って、かなり強力な鬼道術を使った』

　五年間の旅でキョウ様が何処どこへ足を運び、どんな日々を過ごしてきたのかは分からない。

　でも、迫はく真しんの表情でそう語るキョウ様から、人攫いの問題は多くを聞かずとも難しいことなのだと伝わってきた。

　そんな理由があって、里の人達の安否を心配しての行動なら仕方がないのかもしれない。

　敵の忍者を一いつ掃そうしてしまうような反則技なのかな、と理解し切れていない頭で考えた。

「それが何故なぜ、俺を巻き込むことに？」

『情けない話なのだが、術に失敗して身体から魂たましいが離はなれそうになってしまったんだ』

「魂が離れる？」

『簡単に言えば、死ぬ寸前だった』

「死っ……!?」

『だから咄嗟に別の術を使って、肉体に別の魂を呼び込んだ。それが恭だ』

　あまりに高リスクな術について聞かされ、十分な言葉も返せずに驚おどろくことしかできなかった。

　術を使うと言われて浮かぶのは、必要な体力や能力値を削けずることだ。だが術の失敗によりキョウ様の負ったペナルティは、俺が想像したものを遥はるかに凌りよう駕がしたものだった。

　思い出したのは、キョウ様の持ち物の中から出てきた、二枚の使用済みの符だ。もしや術で使用されたものなのかと、それを仕し舞まってある懐ふところに恐おそる恐る触ふれた。

　忍者との戦いでキョウ様の符には何度も助けられたけれど、使い方を誤れば命に関かかわる危険を伴ともなう可能性がある。

　それが自分とすぐ隣となり合わせにあるのだと自覚した俺は、ぶるりと小さく身体を震ふるわせた。

　そしてふと思ったのが、自じ動どう販はん売ばい機きのボタンを押した後の「俺の身体」のことだった。

　キョウ様の魂が身体と離れる直前に俺が呼ばれた。単純に考えれば、俺の身体は空っぽということだ。

　死を回かい避ひするためにキョウ様が俺の魂を強制的に身体へ移した。その原理が正当だとすると、魂の入っていない現代の俺は死んでいる。

　思考がそこへ行き着いた瞬間、サーッと血の気が引いていくのが分かった。これは学校の課題や千円を心配している場合じゃない。

　俺の魂がキョウ様の身体に入り込む……憑ひよう依いとでも言えば良いのか。そうなっていることで、現代の俺が代わりに死んでしまうだなんて。

「現代にある俺の身体は……俺は一体どうなってるんだ」

『心配しなくても一時的に恭の魂を借りているだけだから、別世界あちらの恭の身体は無事だ』

　しかし、そんな俺の様子に気付いたキョウ様が首を振ふって最悪の予想を否定する。

「じゃあ、俺を元の世界へ戻もどすことも出来るのか？」

『ああ。呼び寄せた張本人なのだから、もちろん責任をもって恭を帰そう。だがそれを叶かなえるために必要なものが足りていない』

　だから今すぐは無理だ、と言うキョウ様の話をもっと詳くわしく聞くため、俺は身を乗り出すようにして大鏡へ一歩近づいた。
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　キョウ様は自分が死なないために、苦肉の策として俺の魂を身体に移したにすぎない。

　それはキョウ様が生きる意思を示していることに繫がるので、俺の魂を解放しなかったり使い捨てたりしないつもりだと分かる。

『もともと俺が使おうとしていた術は、強力だが印いんが複雑で難しいものだ。しかし俺は印を途と中ちゆうで誤り、鬼道術の中でも禁術に該がい当とうするものを発動させてしまった。最悪なことに、それは一人で発動させてはいけないものだった。条件を満たさないまま無理やり使ったことにより、反動で呪じゆ詛そ返しに近い罰ばつを受けてしまった』

　呪詛返しだなんて、なんて物ぶつ騒そうで恐ろしい言葉なのだろう。

　実際にキョウ様を死の寸前まで追いやったそれを、俺が誤って繰くり返さないためにも、キョウ様の話を聞き逃のがさないように注意する。

　鏡の中からキョウ様は二本の指を一本ずつ立て、自分が受けた呪詛の説明を始めた。

『呪詛は大きく分けて二つだ。一つは本来の力から大きく退化させられてしまったこと。もう一つは、肉体と魂の別べつ離りだ』

「魂なら肉体に残っているんじゃないか？　忍者から助けてくれた時に……」

『いいや。俺の魂はここ、鏡社の大鏡の中に封ふうじ込められている。あの時は残った力を使って無理やり介かい入にゆうしたに過ぎない』

　俺の質問を否定したキョウ様は、俺を押しのけて身体からだを操あやつるためにかなりの力を消費するのだとも教えてくれた。

　余力がある内はキョウ様の助勢が期待できるが、何となくそれに頼らない方が良い気がした。

　直接そう言われたわけではないけれど、鏡に封ふう印いんされてしまっているキョウ様の力がゼロになってしまった場合、その魂が消えてしまうのではないかという不安があったからだ。

　そうなったら、今度こそキョウ様は死を迎むかえることになる。そして俺もまた、元の世界へ帰れないままだ。

　そう思うだけで質問する勇気はない。

　そんな弱気な俺の気持ちの変化にキョウ様も気付いているだろうが、敢あえて何も言ってこないのは肯こう定ていと取るべきか、取らざるべきか。

　考えれば考えるほど、最悪な方向にしか思考が行き着かないので、俺はこの件についてそれ以上追つい及きゆうしないことを決めた。

　いつの間にか腕うでを組み、今後の俺の役割を説明するキョウ様には有う無むを言わさぬ圧力があった。

『恭には別離した魂をその身体に戻す方法を探さぐってもらいたい。能力の退化については、何か他ほかに策がないか考えておくから』

「協力するのは構わない。でも一体何をすれば良いのか皆かい目もく見当も付かないのだが」

『心配しなくても俺に思い当たる節がある。封ふう移い師しと呼ばれる、封印に関する術と知識に長たけた者が東条に住んでいるはずだ。恭にはその者を訪ねてもらいたい。高こう齢れいで口が悪く融ゆう通ずうの利きかない頑がん固こ爺じじいだが、その腕は確かだ』

　わあ、何てタイムリーな話なのだろう。

　ちょうど見合いの件で東条に向かわなくてはならないので、とても都合が良い。

　キョウ様は多分、そのご老人に会ったことがあるのだろう。嫌いや味みを含ふくんでいるのが少し気になるが、初対面じゃないなら話も通しやすい。

「俺はその爺じいさんに、大鏡からキョウ様を解放する方法を聞き出せばいいんだな？」

『いや、今の俺達のことは誰だれにも知られない方が良い。だから聞き出すなら、物体に施ほどこされた封印の術を弱める方法や、封印を解くのに共通してあるという条件だ』

　確かに、身体の持ち主が鏡に封印されているので助けてくれ、だなんて言っても簡単には信じてもらえない。

　キョウ様は基本的に鏡社から動けない上、そう頻ひん繁ぱんに身体を操るわけにもいかないので、その人物との直接的な接せつ触しよくは難しいのだ。

　なかなか責任重大だな、と思う。

　そこでふと思い浮うかんだのは、俺と同じように鏡社に入ることのできる人達の存在だ。

　確か、鏡社の鳥居より先は藤見の血を引く者しか入れない。つまり、キョウ様の親兄弟である義正様達はこの場に来られるということだ。

　いくら厳しそうな義正様でも、自分の息子むすこを見捨てるほど薄はく情じようではないだろう。

　三人の兄上達もキョウ様のことを大切にしている様子だったので、要よう請せいすれば力を貸してくれると思った。

「義正様達に本当のことを話して協力してもらうことは出来ないのか？」

　が、俺の質問にキョウ様は首を振って否定した。

『それは無理だ。こうして大鏡を通じて話ができるのは俺達が一つの身体を共有しているからであって、他の者には俺の姿や声は聞こえない』

　そんな仕し掛かけがあるなら、俺達が陥おちいっている現状を説明するだけでも骨が折れそうだ。

　俺とキョウ様の性格や言動が似ていたこともあり、周りは不審感を抱いだきすらしなかった。

　それに加え、忍にん者じやとの戦いで一時的とは言えキョウ様が身体を支配して戦ったのだ。そんな姿を見せておいて、本人じゃないだなんて通じるはずがない。

　今いま更さらそんなことを言えば、急に頭でもおかしくなったのかと心配されてしまう。

　否定した意味を理解した俺は、お口にチャックを決めてキョウ様を見み据すえた。

　一度深呼吸をして口にしたのは、秘密を共有する者同士で交かわす約束の言葉。

「俺が協力すれば……キョウ様がこの身体に戻れれば、現代へ帰してくれるんだな？」

『ああ。俺がその身体に戻り、もう一度あの術を使えば恭は無事に帰ることができる』

　義正様の時のように、言葉遊びだと言われて意味を取り違ちがえていないことを、何度も自分の中で確かく認にんする。

　本当は誓せい約やく書や血判状を書いてもらいたい程度には人間不信なのだが、鏡の中のキョウ様はそれを実行に移せない。

　そのせいで、何度か同じ言葉を口にしてキョウ様と約束を重ねることになった。

　それでも、俺の人間不信の部分を知っているように、キョウ様は嫌いやな顔ひとつせず約束を繰り返してくれた。何て良い人なのだろう。

『どうしても危ない時は、俺が身体を操って助けに入る。だが覚えておいてくれ。俺が助ける度たびに蓄ちく積せきした力が消しよう耗もうされ、元の世界へ戻ることが遠とお退のくのだと』

　極きわめつけには、絶体絶命のピンチの時に正義のヒーローの如ごとく助けてくれるサービス付きだ。

　もちろん、なるべくキョウ様に頼たよらず、身体に染しみ付いている感覚だけで大たい抵ていのことは解決するつもりだ。

　見合いを妨ぼう害がいするという妙みような仕事で、今回のような戦いに巻き込まれる可能性は低いと思う。

　でも、その約束があるだけで俺の心は羽のように軽くなった。

　慣れない世界で俺の味方は、絶対的な信しん頼らいを寄せてくれる従者の陽太と、正義のヒーローであるキョウ様の二人。

　忍者に攻こう撃げきされたり、集団フルボッコされそうになったりと、辛つらいことが多かった。

　けれど、こうしてキョウ様と話が出来たことで元の世界へ帰れる方法も明確になった。

　見合いの件で義正様に命令を下された時は何とか隙すきを見つけて逃にげ出したいと思ったが、今となっては片手間に過ぎない。

　これは俺が現代へ帰るための追い風が吹ふいているのではなかろうか。と、前向きな解かい釈しやくをして、キョウ様との密会を終しゆう了りようした。

　力を温存するために休むというキョウ様に別れを告げ、俺は陽太の待つ、赤い鳥居まで早足で向かったのだった。







　鳥居をくぐって鏡社から出ると、すぐに陽太が俺に気付いて駆かけ寄ってきた。

　キョウ様との会話はあまり長時間ではなかったけれど、やはり待ち人からすれば退たい屈くつな時間だと思う。

　暇ひまつぶしでもしていたのだろうか。陽太の手には、風ふ呂ろ敷しきに包まれた色んな種類の草や花がある。待ち時間で集めたようだ。

「それは薬草か？」

　俺が目を覚ました時に薬師の部屋で薬を作っていたのだから、そういった技術も身に着けているらしい。これもその材料だと思って尋ねてみた。

「はい、調合に使えるので集めておりました」

　予想通り、陽太は首を縦に振ふった。

　サバイバル経験はないので、食しよく糧りようや薬になる草花の知識は皆かい無むだ。風呂敷の中にあるそれは素人しろうとの俺からすれば雑草と見分けがつかない。だが、陽太は興味深そうに見る俺に幾いくつか効果を説明してくれた。

　手を差し出せば、三つ葉のクローバーのような小さな葉っぱとピンク色の可愛かわいらしい花が乗せられた。

「葉の方は眠ねむり薬ぐすりの材料の一つになります。調合する量によって効き目が変わるので、調整が難しいのですよ」

「へぇ。じゃあ寝ね不ぶ足そくになっても、陽太が薬を作ってくれるんだな」

「もちろんです！　でもこの草を使った薬は軽い物でも丸一日以上目を覚まさなくなるので、恭様へ作る時は別のものを処方しますね」

　お、おう？　丸一日も目を覚まさなくする必要があるほどの寝不足に悩なやまされる人が多いってことかな？

　まぁ、俺は日付が変われば眠くなる派だから寝不足にはならないと思うけどさ。

　これ以上は追求しない方が良いと思い、俺は掌てのひらにあるもう一つの材料について尋ねた。

「じゃぁ、この花は何に使うんだ？」

　一見、道の傍かたわらに咲さいていそうな小さな花に陽太と俺の目が注がれた。

　茎くきの部分を指先をすり合わせるようにすれば、花がくるくると回転した。うん、可愛い。

　そうして回答を待っていると、不思議なことに陽太が俺の質問に答えず別の話題を切り出してきた。

「恭様は義正様のご命令通り、東条へ向かわれるのですか？」

「あ、ああ、そのつもりだ。陽太も同行してくれるだろう？」

　葉っぱの時と同じように、すぐに薬の説明を口にすると思っていたので少し驚おどろきだ。

　キョウ様からの頼たのまれごともあるし、俺が元の世界へ帰るためにも東条へ行く必要がある。

　最初は全く乗り気ではなかったけれど、お見合いも最初から脱だつ落らくが決まっているので心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだ。

　ただ一人で見知らぬ場所を歩き回るのは怖こわいから、陽太には一いつ緒しよに行動して欲しいと思っていた。

　そのお願いを込めて質問すれば、陽太も当然のように頷うなずいた。

「はい、もちろんです！　でも恭様がそうお決めになって下さって良かったです。あ、その花はもう必要ないので捨てておきますね」

　はて、何でそこで花が関係あるのだろうか。

　一度投げた質問の答えではないけれど、花のことに話題が戻もどったので俺は好こう奇き心しんに任せて質問した。

「捨てる？　どういう意味だ？」

「実は恭様が東条行きを拒こばまれた場合、一服盛って気絶させてでもお連れするように、と皆みな様さまからご命令があったのです。この花はその調合に欠かせない物なのですよ」

　キラッキラの笑え顔がおでそう言った陽太が眩まぶしく見えるのは、俺の気のせいだろうか。

　あっははー、なるほど。確かに綺き麗れいな花には棘とげがあるって言うもんな。この花で言えば、可愛い花は毒まみれ的な？　……ちくしょう、もう何も信じねぇ!!

　義正様達の命令を暴ばく露ろする陽太に悪気があるとは思えないが、そんな指示を出していた人達に不信感が募つのった。

　そうなってくると、先さき程ほど鏡社で会話をしたキョウ様の話も本当なのか怪あやしくなってくるってもんだ。

　これは考えを改めて、何か自分で策を講じるべきだろうか。

　そうしてまたもや人間不信に陥おちいりかけている俺の耳に、そんな思考を吹き飛ばす陽太の言葉が届いた。

「風の噂うわさで東条の姫ひめ様は東鬼一の美女だと聞きました。お顔くらいは見ることができるかもしれませんね」

　え、それ本当？　東鬼一って、とんでもない美人さんってこと？　そんな可愛子ちゃんに会えるかもしれないの？

　……ふっ、俺は男の中の男、藤見恭！　一度約束したことを違えるなんて馬ば鹿かな真似まねはしないぜ。

　キョウ様の頼みを聞き届け、義正様達の命令にも忠実に従うため東条に行かないとね！

「よし、そうと決まれば出立の準備をするぞ。早く帰ろう、陽太！」

「うわっ、恭様、急にどうなさったのですか……!?」

　待ちきれない思いで隣となりを歩く陽太と肩かたを組み、未いまだ見ぬ美女とまみえる未来へ思いを馳はせる。

　照れ隠かくしをするために突とつ拍ぴよう子しのない行動に出た俺に、驚いた陽太が思わず風呂敷を傾かたむけてしまい、中身が周りに零こぼれ落ちてしまう。

　その中でも、一ひと際きわ目立つのはピンク色を主張する可か憐れんな花。

　可愛い花は毒まみれ。

　少し前までその思考に支配されていた俺は、東鬼一の美女という魅み惑わくのキーワードによって表情を緩ゆるめ切っていた。







　長い階段を下りながら一度だけ背後を振り返れば、赤い鳥居に陽ひの光が反射して輝かがやいて見えた。

　階段の途と中ちゆうで足を止めた俺に、横から陽太が危険だと窘たしなめてくる。

　だがそんな注意を笑って軽く流して、止めていた足を再び動かした。今度こそ鏡社を後にしながら考えるのは、この夢物語のような体験について。

　森での忍にん者じや達との交戦を思い返せば、未だ見ぬ鬼のお姫様に対して弾はずませていた胸も、落ち着きを取り戻す。

　そして最後に胸の内に残ったのは、元の世界にいる俺の家族や友人達。俺にとって何が一番大切かなんて、考えるまでもない。

「（俺は無事に元の世界へ帰ることができるのだろうか……）」

　仰あおぎ見た空は見事な青。この先の不安に揺ゆれる俺の胸の内など関係ないと、明るく暖かな光を届けていた。







　あとがき







　こんにちは、田中莎月と申します。

　初めに『へっぽこ鬼日記』を手に取って頂いてありがとうございます！

　現代から謎なぞの異世界トリップをしてしまった青年、恭の珍ちん騒そう動どうはいかがだったでしょうか？

　ヘタレな彼の行動が周りに勘かん違ちがいされ、あれよあれよという間に本人の望まぬ展開へ巻き込まれていく姿に笑って頂けたら幸いです。




　拙せつ作さくは世界観が和風なので、大好きな武士や忍にん者じやといった人達が活かつ躍やくするよう意識しました。

　書しよ籍せきでの戦せん闘とうシーンには初挑ちよう戦せんのため試行錯さく誤ごを繰くり返かえしましたが、刀や手しゆ裏り剣けん、苦く無ないでの攻こう防ぼうは書いていてとても楽しかったです。

　そしてそれ以上に、主人公の恭と陽太、隆哉と要といった藤見＆篠崎の主従を楽しみながら書かせて頂きました！

　特に恭と陽太は「俺の背中はお前に任せる」的な信しん頼らいの厚い主従であり、友人という身近な存在でもあってほしいと、一ひと粒つぶで何度も美味おいしい関係を目指しております。

　そんな彼らですが、本編にあった通り人間とは少し違った存在でございます。

　和風異世界にもう一味加えたいと思って辿たどり着ついたのが、人間と似た容姿を持つ鬼おにという存在でした。

　ピンチの時に変身できれば格好良い、ペットもいれば尚なお良し！　と思ったので影かげ獣ものと共に戦う鬼の青年が主役となりました。

　本書ではキョウ様一人が無む双そう状態で良いとこ取りをした感が強いですが（笑）

　次巻では影獣となった可愛かわいい猫ねこちゃんとの絡からみや、恭の良さもお届けできたらな、と思います。




　最後になりましたが、ここからはこの本を出版するにあたってお世話になった皆みな様さまへ謝辞を捧ささげます。

　イラストを担当して下さった伊藤明十様、お忙いそがしい中本当にありがとうございました！

　ラフを見せて頂くたびに顔がにやけるのが抑おさえられなかったのですが、表紙の恭を見て「誰だれだこのイケメンは！」と興奮したのが記き憶おくに新しい……（笑）

　美び麗れいなイラストで『へっぽこ鬼日記』の世界を鮮あざやかに彩いろどって下さって、とても幸せです！

　担当様にはプロットの段階からとてもお世話になりました。

　なかなか原げん稿こうの書き上がらない私の相談に乗って下さったり、的確なアドバイス等で導いて下さったり。本当に感謝しております。

　まだまだ未熟者でご迷めい惑わくをおかけすることが多々あると思いますが、これからもどうぞよろしくお願い致いたします！

　そして読者の皆様、ここまで読んで下さってありがとうございます。

　皆様にドキドキやワクワクといった、楽しい一時をお過ごし頂けましたら、とても嬉うれしいです。

　ではご縁えんがありましたら、再びお目にかかる機会がありますように。





田中　莎月　　


















カバー・口絵・本文イラスト／伊藤明十

デザイン／長谷川有香（ムシカゴグラフィクス）










へっぽこ鬼おに日につ記き








田た中なか莎さ月つき
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